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岡山県教育委員会では昭和44年以来中国縦貫自動車道建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査を

実施しておりますが，本年度までに32遺跡の調査を手がけ，来年度以降も広島肌境までまだ多

くの遺跡が調脊対象となっております。このうち押入西・下市瀬•宮尾• 久米廃寺等12遺跡の

報告書は第 1, 第 2分冊としてすでに発行したところであります。

このたびはひきつづき第 3 分冊として，美作国府・ニ宮大成•西原の 3 遺跡の報告書を発行

する運びとなりました。

本報告書は発掘調査と併行しながら，限られた時間内で作成したものであるため不充分な点

もありますが，美作の原始・古代を解明するための資料としてご活用いただければ幸いです。

~' なお濁性にあたっては，日本道路公団津山工事事務所並びに中国縦貫自動車逍埋蔵文化財保

護対策委員会をはじめ，地元教育委員会• 岡山県遺跡保護調行団・地元作業員の方々，その他

関係各位のあたたかいご協力とご指導を受けましたことをここに厚くお礼申しあげます。

昭和 49 年 3 月

岡山県教育委員会

教育次長（文化課長事務坂扱）

岡田政敏
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1 本調査報告潟は，日本道路公団の委託により，岡山県教育委員会が実施した中国紺貫自動

車道建設用地にかかる埋蔵文化財の緊急発掘調在の概要である。

2 岡山県内の発掘調背は第一次整備区問と，第二次整備区間に分れ，第一次整備区間では，

25遺跡あったっ昭和44年 3月久米郡久米町久米廃寺に着手して以来，昭和48年 6月30日英田

郡作東町高本遺跡の調査終了まで，じつに 4年 3ヶ月を要した。この問，整理期問は皆無で

あって膨大な資料は整理がでぎていないため，報告書は 5冊分に分けて遂次刊行してゆくこ

とになった。木調牡報告書はその第三分冊である。なお第二次整備区間は現在発掘調査が進

行中である。

-・ ヽ 3 中国縦貫自動車道埋蔵文化財保護対策委員会の設樹については，昭和42年 5月，岡山県考

古学研究者の会からの申し入れに基づいて，対策委員に下記の諸氏を委嘱した。

勝央中学校教諭 浅野克己（昭和47年11月～ ） 

津山市教育委員会主事 今井 党 （昭和44年 4月～昭和46年 5月）

旭第三小学校教諭 神 原英朗 （昭和44年 4月～昭和44年 9月）

岡山大学教授 近 藤義郎（昭和47年11月～

津山みのり学園 植 月壮介（昭和44年 4月～ ） 

院庄小学校教盈 土居 徹（昭和44年 4月～

津山高等学校教諭 宗森英之（昭和47年11月～

美作考古学研究会会長 渡辺 i建治 （昭和44年 4月～ ） 

4 調査は，岡山県教育委員会文化課（昭和44年度は社会教育課）が，埋蔵文化財保護対策委

員会の助言をうけて実施した。

以下，年次ごとに構成員と，調査遺跡名をあげる 3 なお担当調査員は津山教育事務所兼務

であるため，諸般にわたり，津山教育事務所の多大のご支援ご協力を得た。

昭和44年度

社会教育課長 富原 昇 凋査遺跡名

主 幹 神野 )J 

課長補佐 花房芳忠

” 谷ロ 伶

管理係長 光閉尚之

文化係長 桐野嘉雄

文化財保護主半 （故）森 忠 彦 高橋 平= 
指導主事 神原英朗 美作国府（第一次）

主 事 河本 清

” 葛原克人 枝）II 陽 久米廃寺（第一次）

” 泉本知秀 栗野克己 西原遺跡
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津山教育事務所

所 長 福島祐

庶務課長 西口秀俊

庶務係長 小西 成

主 事 山本 剛

昭和45年度

教育次長（文化課長事務取扱い）

村克

王 幹 萩原 郎 天神原遺跡（第一次）

” 神野 力 押入飯綱神社古墳

文化係長 光餡尚之 押入西遺跡（第一次）

文化財係長 （故）森 忠彦 野介代遺跡

文化財保護主事 高橋 護 美作国府跡（第二次）

主 事 河本 消 中力 昭 二宮大東遺跡（第一次）

” 
橋本惣司 伊藤 晃 久米廃寺跡（第二次）

” 泉本知秀 栗野 克 己 穴塚古墳

” 
柳瀬昭彦 西原遺跡

津山教育事務所

所 長 福島祐一

次 長 、ド井克己

庶務係長 本郷恵津夫

主 事 山本 剛

昭和46年度

文化課長 神野 力

参 事 萩原 郎

文化主幹 光飢尚之

文化財係長 （故）森 忠彦

主 任 渡辺武彦

文化財保護主壺 高橋 護 天神原遺跡

主 任 大山行正 押入西遺跡

文化財保護主事 河本 清 沼 古墳

主 事 橋本惣司 伊藤 晃 美 作 国 府

” 
栗野克己 泉本知秀 二宮大東遺跡

” 
柳瀬昭彦 下 沢 公 明 宮尾遺跡（第一次）
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主 事 山府康平 井上 弘 領家遺跡

” 
岡田 博 池畑耕 赤野遺跡（第一次）

津山教育事務所

所 長 福島祐

次 長 平井克己

係 長 田中篤周

主 事 春各 勝 難波友広

昭和47年度

教育次長（文化課長事務取扱い）

大原利貞

参 事 萩原 郎

文化財主幹 富岡敬之 高本遺跡

文化主幹 原田道明 狼谷遺跡

主 任 渡辺武彦 北山古墳群

文化財二係長 岡本明郎 上相遺跡

主 任 大山行正 小中古墳群

文化財保護主事 河本 消 小中遺跡

” 橋本惣司 平 遺跡

主 事 田仲満雄 栗野克己 梶原遺跡

” 泉本知秀 井上 弘 宮尾遺跡

” 松本和男 山磨康平 下市瀬遺跡

” 
岡田 博 高畑知功 赤野遺跡

” 
一宮治夫

岡山県開発公社

技師補 太田 整 戸川孝―

” 
大賀秋秀 林 徹也

” 小林泰利 小倉辰之

” 森安広之 寺坂伸生

津山教育事務所

所 長 福島祐

次 長 赤木 茂

庶務係長 田中篤周

主 事 春名 勝 難波友広

昭和48年度

教育次長（文化課長事務取扱い）

岡田政敏
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秀 昭

且

高本遺跡（継続）

小 中遺 跡（ 継続 ）

下市瀬遺跡（継続）

原遺跡

遣須 内

宮の前遺跡

備中平遺跡

谷尻遺跡（第一次）

跡（第一次）桃

忙

空

山

木

、-~'赳ミ

古遺

跡

跡

墳

また津山市，作東町，美作町，勝央町，久米町，落合町

の各教育委員会には有形無形の協力を得た。

久米廃寺，美作国府，宮尾遺跡については文化庁田中琢，奈良国立文化財研究所・沢村仁

• 町田章• 横 EEi拓梵• 佐藤巽治，下市瀬遺跡については，三木文雄，

した鍛冶炉，鉄滓については，広島大学助教授潮見浩• 住田正男・芹沢正雄の各氏から有益

なご教示とご助言を得た3 宮尾遺跡の種子分析は，岡山大学農学部笠原安夫氏，石器の材質

その他の遺跡から出±

鑑定は，岡山県教育センター上野等氏をわずらわした。磁器については東京国立博物館東洋

課長 長谷部楽爾氏の御教示を得た，記して惑謝の意を表したい，

本報告書を作成するにあたっての遺物整理• 原稿清書等には H笠月子・日笠栄• 今井比登

5

6

 

美さんのお世話になった。

本書に用いたレベル数値は，海抜高である。

本書に用いた地形図は， 国士地碑開承認済である。 1 1000の地形図は， 日本道路公団の

7
 

Express planをトレースしたものである。

本報告で用いる時代区分は一般的な政治的区分に準拠し，それを補うために文化央区分と

世紀を併用する。
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埋蔵文化財発掘調査契約書

l 委託事務の名称

2 委託期問昭和年月日から昭和年月日まで

3 委託金額金 円

4 委託金支払場所日本道路公団

日本道路公団大阪支社長山）II尚典（以下「甲「という。）は，岡山県知事加藤武徳（以下

「乙←という。）に頭書の発掘調査の実施を次の条項により委託する。

第 1条 甲は，別紙発掘調科計画国に某づぎ頭潟の委託金額の範囲内で，頭書の発掘調査の実

施を乙に委託する。

第 2条 甲又は乙の都合により，委託期間を延長し，若しくは発掘調封計画を変更し，又は発

掘調査を中止するときは，事前に協議して苔面により定めるものとする。

第 3条 乙ぱ，委託契約締結後，渥滞なく作業予定表及び賓金使用計画書を作成し＾甲に提出

しなければならない。

第 4条 乙は第 3条の資金使用計両書に基づき，頭書発掘潤在を実施するために必要な経費

の概算払を甲に請求することができる。

2 甲は，前項の請求のあったときは，頭書の発掘調査の推捗状況を勘案して，請求書を受理

した日から15日以内に乙に所要の額を支払うものとする。

第 5条 甲は，必要と認めるときは，頭古の発掘調査の処理状況について調査し，又は報告書

及び作業渦脊日誌の提出を求めることができる。

2 乙は，甲が期限を指定して中問緑告を求めたときは，これに応じなければならない。

3 乙は，発掘調査の実施にあたり，作業箇所に作業表示旗をかかが，発掘調査虔係者には腕

章等を着用させなければならない。

4 乙は，頭書の発掘調脊が完了したときは，すみやかに頭書の発掘調査の実施結果に基づく

報告書 (B5版30部）を作成し，委託期問内に甲に提出しなければならない。

5 乙1ま，費用精算調古を作成し，委託期間満Tl力月以内に甲に提出しなければならない。

第 6条 この契約に某づく報告書，費用精算調書その他の閲係蓄類の作成事務の取扱は，甲が

特に指定しない限り乙の本米の事務取扱に準じて処理するものとする。

第 7条 乙がこの委託契約に基づぎ甲の費用をもって取得した睛入物件等は，すべて甲に帰属

するものとする。ただし，甲は発掘され又は発見された埋蔵文化財に関する甲の権限を放

棄するものとする。

第8条 発掘調査に関する文化財保護法及び遺失物法等に閃する諸手統について！ま，乙が代行

するものとする。

2 甲及び乙は，相互に協力して士地使用承諾害の取付けにあたるものとする。

第 9条 乙の責めに帰する事由により頭書の期限内に第 5条第 4項に規定する報告書を提出し

ないときは，甲は，遅滞拍害金として期限満了日の翌日から起算し提出当 Hまでの遅滞日数
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につき，頭書の委託金額に対して H武 2銭 7腟の割合で計算した金額を徴収することができ

る。

2 甲の責めに帰する事由により第 4条の規定による委託料の支払いが遅れた場合には， 乙

は，甲に対し日歩 2銭 1rmの割合で遅延利息の支払を請求することができる。

第10条 乙の責めに帰すべき事由により甲が契約を解除したときは，乙は，頭古の委託金額の

10分の 1を違約金として，甲の定める期限までに納付しなければならない。

第11条 この契約を変更する必要が生じたときは，甲乙協議して定めるものとする。

上記契約の証として本書 2通を作成し，当事者記名押印のうえ，各自 1通を保有するつ

昭和44年2月1日

委託者 日本道路公団大阪支社

支社長

゜゚ ゜゚受託者岡 山 県

知事

゜゚ ゜゚
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報 告 書 (1~5 分冊まで）

： 
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I
 

1
0
0
 

;
 尼
根

の
J頁

上
に

中
批

の
瑣

話
が

存
在

す
な

未
調

査

3
6
 I

史
跡

ヒ
人

塚
l
新

見
市

宵
地

49
. 

7
.
 1

 ;
 

49
.1
2 
.3
0 
:
 6
'
1
 ,4(}
()1 

-
―

星
繭

畠
先

嬬
近

く
に

中
世

の
墳

蔽
（

市
指

定
）

が
あ

り
，

ま
た

附
近

に
須

恵
器

，
士

師
席

の
散

布
が

み
ら

れ
る

。

371
岩

倉
上

古
填

1
新
見
鷹
尾
卜
:

49
. 

10
0,
 

尾
板

上
に

前
方

後
円

墳
ら

し
き

地
J約

が
あ

り
，

ま
た

附
近

に
は

祭
杞

遺
跡

も
予

想
さ

れ
る

。
未

調
荏

-
~

-
I
 

3
8

宗
金

遺
跡

新
見

市
直

方
49
. 
7
.
 1

 
50
. 
3
 .3
1 
f
 f
 I 

平
地

よ
り

よ
り

一
段

高
い

甲
jf
1
部

に
土

師
器

の
散

布
が

み
ら

れ
る

。
未

調
査

(8
00
) 

--
—

--
-
--

--
·-

~
--

--
-

3
9

新
見

庄
跡

新
見

市
西

ガ
49
. 
4
.
 1

 
!
 

~
 高

尾
50
. 
3
 .3
1 

乎
安

～
室

町
峙

代
の

遺
跡

で
，

荘
隅

を
治

め
た

当
時

の
行

料
が

東
寺

に
保

存
さ

れ
て

い
る

。
未

調
査

40
横

見
古

墳
新

見
市

四
方
I

尾
根

の
斜

面
に

横
穴

式
石

室
が

残
存

す
る

。
未

調
脊

I
神

郷
町

• 
←
 

41
 

岩
屋

城
跡

I
下

神
代

丘
陵

い
こ

中
世

の
山

城
が

知
ら

れ
て

い
る

。
未

調
査

42
 

塚
本

墳
墓

群
神

却
町 下

神
代

,
 

JU
眺

に
中
lli:
17)

填
臨

群
が

あ
る

。
未

調
荏

'.3
1
古
墳
時
代
，

・
-

--
、

.
.

1
弥

牛
時

代
未

～
古

墳
時

代
初

頭
，

水
路
②
室
町
時
代
～
錬
行
時
代
，
館
跡
・
建
物

11
•
池
？
•

井
戸

1
鉄

鏃
15

本
・

Jc
が

ね
5
本
・
知
）
J
 1
 .
))

子
1
・
火
打
鎌
・
備
前
焼
•
須
思
器
・
宗
銭

28
枚
（
永
楽

1
枚
•

北
宗

19
枚
）
・
背
白
磁
•

砥
石

4
• 
硯

1
• 
鉄
滓
•
炉
墜
•

ふ
い

ご
の

羽
ロ

・
漆

椀
5

• 
曲

物
2

• 
井

戸
枠

(! 
古

墳
I埒

代
，

円
墳

，
横

穴
式

石
室

，
古

墳
の

墳
斌

が
一

部
か

か
る

．
地

形
測

景
を

行
な

っ
に

| 0 0 ー



概
炭
i

I
 

゜
ー 尽 ー

I
契

約
調

査

遺
跡

名
所

在
地

I
期

間
月

契
約

-
-

開
始
年
）
［
日

主
な

調
査

員

終
了
年
月

H
数

面
積

4
3
 

中
林

追
跡

阿
哲

郡
哲

西
町
l

、
9

 

上
神
代
！

山
）
復
に
人
工
的
な
構
築
物
が
あ
る
が
性
格
不
明
，
閉
｝
紅
へ
油
じ
る
参
道
か
も
知
れ
な
い
。
未
調
査

I
 

-
~

-
-

--
-

I
 
--
-

-
--

-—
—

--
--
-
—

-
-

4
4
 

山
中
瑣
墓
群

哲
西

町
矢

田
，
 

山
随

に
中

世
の

墳
墓

群
が

あ
る

。
未

調
査

,
 4
5

二
野

古
墳

哲
西

町
矢

田
I
 

I
 

I
 

畑
に

破
壊

さ
れ

た
横

穴
式

石
室

が
残

存
す

る
e
尾
根
上
に
も

2
某

の
円

墳
が

所
在

す
る

。
未

調
代

--
--

—
-

--
-—

-
I_ 

-
I
 

-
-

-

4
6
'

土
井

城
跡

哲
西

町
矢

田
I
 

I
 

I
丘

陵
の

尾
根

を
4
本

の
溝

で
切

断
し

独
立

を
さ

せ
た

中
世

の
山

城
で

あ
る

。
未

調
査

-
-

-
-
-

--
--

-
-

47
 

塚
の

峯
I

 

古
墳

群
哲

四
町

大
竹

尾
根

上
に

2
基
の
円
墳
が
{
?
在

す
る

。
未

調
杜

こ
の
う
ち
久
米
廃
寺
ぱ
一
部
建
物
を
伍
朱
橋
に
て
保
存
，
宮
尾
遺
跡
は
盛
土
―
ド
に
一
部
遺
構
埋
没
，
他

Iょ
調
査
後
破
壊
。

rt
料
整
理
中
な
の
で
今
後
も
追
加
補
正
さ
れ
る
も
の
も
も
り
ま
す
し

遺
跡

の
番

号
は

以
後

の
報

告
揖

に
共

油
す

る
c

未
調
査
遺
跡
は
調
在
予
定
期
間
で
あ
る
。

新
見

以
西

で
は

4
9年

7
月
に
再
度
分
布
調
査
が
実
施
さ
れ
，
多
数
の
遺
跡
が
追
加
さ
れ
た
。
次
の
機
会
に
載
せ
る
。

゜ ゜ ゜ ゜
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第 1章調在の方法

第 1節はじめに

・[
 

& 

讐
）

• 

美作国が，始めて日本の正史に見えるのは，和銅 6年夏 4月（註ー 1)のことである。つま

り，（創lj国の 6郡を分割して，美作国を設置したのである。律令制度のもとに国を樅くこと

は，その中枢であり，律令的地方都市である国府も占地され， しかるべき所に定められたもの

である。そして，建設の槌の音も高く，建物が築造され，官術群が構成され，国庁が形成され

た。こうして地方の巾枢的都市である国府が形成されていったものと推定される。律令制の崩

やかな時代に造営された国府も，律令制の衰退とともに，その機能を失い，いつしかその存在

も忘れられてしまった。美作国の設置以来千数百年を経た現在，その存在を知る者もなく，一

部の識者が，その幻の都市を追うのみであった（註ー 2)。しかし，中国縦貫自勅車道の建設

に伴って，にわかに脚光をあびてきた。と言うのも，自動車道が推定国府域の一部を横切るこ

とになったからである。国府としての機能を失って以来数百年にして，地下に埋れた遺構とし

て，我々の眼前に姿を現わすことになった。

美作国府址の究明は，まず， トレンチによる第 1次，第 2次調脊により開始された。そし

て，そのトレンチ調査の結果をもとに，昭和46年4月から，翌年 3月までの 1ケ年間で本格調

査を実施した。発掘調査は，遣跡の総延長約450mにわたるものであった。それを， 6名の調

査員によって発掘を開始した。しかし， 6名の調社員も，調査終了時には 2名に減少してお

り，この調在に終始一貫して従事したのは，ただー名のみであった。この変則的な体制のもと

に調牡を続行した。その結果，我々は数々の知見を得た。なかでも，洋に推定芙作国府址であ

ったものが，国府址としての可能性が非常に大きくなったことは注目すべきことであろう。さ

らに，多献の追物を出土したことも重要である。築地の溝出士の士器，井戸出土の一括遣物，

多量の緑釉陶器，円面硯，風字硯，それらのいずれを取り!・,げても，屯要な資料である。

調針結果は，我々に多くの知見を与えてくれた。しかし，その調牡体制は変則的であった。

変則的であったのは，調府体制のみではなく，報告宙作成の段階においても同じであった C 本

報告を執筆するに当っても，調査の当初は， 6名の調査員で出発したが，報告書作成の段階に

おいては，専従できる調査員は 1名であった。その一名も，調府に終始一貫して従事していた

調社員ではなく，他の一人である。また，報告書作成のために与えられた時間は， 4• 5月の

二ヶ月間であった。限定されていた調査に対し，与えられた整理の期間はさらに限定されたも

のであった。
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． 美作国府遣跡

第2節第 1次調 :ift(註ー 3)

中国縦貫自動車道の路線決定に際して，従来から美作国府址と推定される区域の西北部を斜

断する路線が決定した。その後，日本道路公団は，工期の切迫に伴い，県教委に調査を要請し

てきた。県教委は，その要請により，社会教育課（当時）の職員 3名による第 1次調査に着手

した。

第 1次調在の目的は，当該地区の遺構の有無を確認することが主目的であった。そして，遺

描を確認した場合は，調査面積および，調紆必要期間の算定に必要な資料を得ることであっ

た。そこで，前記の目的を達成するために， 3mグリッド及びトレンチによる調脊を行った。

まず STA268+80~ST A269地区に南北トレンチと， 東西トレンチを設定した。 （う一A

区） また， ST A268+20を中心に「T」字形にトレンチを設定した。 （お— d• e区）

トレンチ調査の結果，各トレンチからは，奈良時代～平安時代の遺物が多く出上した。それ

らは，主として，須恵器，土師器である。その他にも，瓦，円面硯，緑釉陶器，曲物等の注目

すべき遺物も出土した。また，遺構としては，柱穴状遺構等を確認した。その事は，この地域

に，かつて建物が存在したことを窺わせる。今回の調在地域は，台地と台地にはさまれた浅い

谷状の部分に当るにもかかわらず，建物遺構の存在が予測されることは注目しなければならな

い。また，出士遺物に見られる緑釉掏器，円面硯片は，付近に官街をも考えさせる。さらに，

出士遺物のほとんどが，古代律令制国家における国府期存続期間とほぽ軌を一にすることが注

目に価する。

第 1次調雀の結果，当該地区は美作国府址の一部であることにほぽ誤りのないことを確認し

た。さらに国府期の遺構の下層には，占墳期及び弥生期の遺構の存在することをも確認し

た。

以上のように，前記の目的を一l心逹成し，昭和45年3月5日から開始した第 1次調牡を，同

年3月31日で終了した。

第3節第 2次調在（註ー4)

第 1次調査では，西限に近いと考えられる部分で遺構を確認した。そこで，第 2次調行で

は，北限を確認することが主たる目的であった。そのため，地形から推定して，国府域の北限

を画すると考えられる谷の部分を調在した。調在は，谷の部分に巾 2mのトレンチを 6本設定

した。そして，その南側で，台地の縁辺に 3木のトレンチを設定した。このトレンチ調牡の結

果は，谷に設定したトレンチの南端で，巾1.5m, 深さ0.5mの溝を検出した。溝は，第弓紀層

の粘土層を掘り下げており，直線的につくられていた。それ等のトレンチから出土した遺物を

見ると，須恵器，士師器の類が最も多く，他に，瓦，円面硯片，緑釉陶器片等も出士した。そ
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れ等は，第 1次調壺より出土したものと共通する点をもっている。

第 2次調査より得た結果を述べると，おおよそ次のようになる。

谷の南端に検出した溝は，ほぽ直線をなしており，人為的なものと考えられ，国府に凋連し

た遺構と推定される。

出土遺物を見ると，奈良時代，平安時代のものがみられる。以上のことから，同調雀地点も

国府域に入るものと考えられる。

第 2次調査は，昭和46年 3月9日に開始し，以上のような知見を得て，同年 3月31日で調査

を終了した。

書

第4節第3次調杏（本格調企）

幽

第 1 次•第 2 次調介の結果は，中国縦貫自動車道は，津山市総社地内において，国府域の一

部を横切ることが，ほぼ誤りのないものと考えられるにいたった。そこで，昭和46年 4月か

ら，翌年 3月までのーケ年で，自動車道建設に伴う発掘調脊を実施することとなった。先の調

査により，今回発掘の対象となる範囲は，総延長約450mにわたるものと考えられた。その広

大な範囲を調在するにあたり，予定範囲内全面に方眼のグリッドを設定した。グリッドの単位

は， 10尺を一つの基準と考え，それに最も近い 3mを墓準単位とした。そして，その公倍数で

ある 18mをグリッドの 1単位とした。また，グリッドの甚準方位は，国府址の東方の低地に見

られる推定条里制遺構により，そこに見られる畦畔の方向を基準とした。グリッドの設定後，

遺跡地の東端から，グリッドの基準線に沿う巾 2mのトレンチを設定し，遺跡の広がりと，遣

楷の密度の確認調査に着手した。その結果， E線以東の台地部分は，後世の削平が著しく，調

在を必要としない部分と判断した。そして，ぁ— b 区より本格的調査を開始した。 （註ー 5)

註ー 1 続日本紀和銅 6年夏 4月

乙未，割備前国英多，勝田，，'Ifltl, 久米．大庭，真嶋六郡始腟美作国

註ー 2 明治14年10月， 1引如こより「国庁遺址碑」が津山市総社幸畑こ建てられた。石碑ぱ，現在，国府

台寺の境内にみられる。

註ー 3 調査の概要は，昭和44年度の実絨報告である「美作国府第 1次調査概要」 1970年3月31日，岡山

県教育委員会によった。調在は，高橋護，泉本知秀，枝川隔が担当した。

註ー 4 調社の概要ぱ，昭和45年度の実績報告である「美作国府跡」昭和46年3月31日岡山県教育委員会

によっに調査は，河本消，橋本惣司，柳瀬昭彦が担当したc

言¥:-5 調査開始後の問題点．経緯1ま，調仔日誌沙iこ詳しく述べるので，ここでは略す。

なお，調在員は，当初，高橋誤．伊藤晃，尿本知秀，井ヒ弘，岡田博，池畑耕一の 6名であった。
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美作国府遣跡

第 2章地理的 景 観

e 

• 

津山市街地の北側に広がる低地の西方に神楽尾山がある。その神楽尾山の東裾に広がる台地

上に美作国府址は存在する。国府址の東方に広がる低地には条里制遺構が存在する 3 その低地

のほぼ中央に，弥生時代前期の士器を出土した一丁田遺跡 (9)がある。その低地の東に沼，

野介代，押入，川崎といった低丘陵がある 3 沼の低丘陵上には，復元住居址で知られる沼'PJ、生

遺跡 (107)がある。 それを中心に， 南北に延びる丘陵上には，弥生式土器の散布を見，同丘

陵上には広い範囲の弥生時代の遣跡の存在が考えられる。さらに，その丘陵上には多くの古墳

がみられ， 泊古墳群と呼ばれている (254) 0 さらにその東に在る野介代，押入，川崎の低丘

陸上にも弥生遺跡，古墳群がみられる。 i];Ji生遺跡では，野介代遺跡，押入西遺跡がある。伴に

中国縦貰自動車道の建設に伴う発掘調査を実施した遺跡である，他にも，才谷遺跡 (1)があ

る。古墳時代の遺跡としては，前方後円墳である玉淋大塚古墳 (2)' 六ツ塚古墳群 (3)飯

綱古墳群 (4)' 兼田丸山古墳 (5)押入西古墳群等がある，その他にも確認されている遺跡

は多い，吉井）IIの北，加茂川の西に位置するこの低丘陵上には，多くの遺跡の存在が知られて

し、る，

鬱
一

書

加茂川の南，吉井川の東には，詢方後円墳である天王山古墳 (204) をはじめとして， 日上

畝山古墳群 (203)があり，その東には観音山占墳群が知られている。又， この地域には，美

作国分僧寺址 (190), 美作国府尼寺址(191)がある。美作国分僧寺址からは，国府址から出土

した瓦と同じ瓦が出士しているつ

吉井川の南の佐良山には，佐良山古墳群 (87)があり，横山古墳群 (33)があるつ又，りが生

遺跡である八出遺跡 (34)がある 3

国府址の北約 1kmには， ,j;J、生時代後期の墳幽群である下道山遺跡 (11, 12)がある。さらに

北約2,5kmには，美作国一宮である中山神社がある（註ー 6)。

第 2図からも解ることであるが，国府址を囲む周辺には， iが生時代以後の遺跡が多く存在す

る。それ等の多くは，条里制遺構のみられる低地を中心に，それを囲む低丘陵上に分布する 3

美作国府址は，それらの中心にあり，条里制遺構のみられる低地を一望できる所に立地してい

る3

註ー 6 文献ノートI,⑨ 
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美作国府遺跡

第 3章調壺 H 誌抄

1971年 4 月 1 日 ~1972年 3 月 31 日

<4月> 6名の調査パーティーが網成されたが，泉本は中国絹貫道建設に伴う久米廃寺発掘

調査を続行，伊藤，井上は山陽新幹線建設に伴う雄町遺跡の発掘調査に従事していたc 池畑，

岡田は久米廃寺発掘調杏に参加していた。上旬から中旬にかけては器村の整備，プレハブ調査

事務所の整価，発掘調査現場作業員の募集等をおこなった。

中旬から下旬にかけて池畑，岡田は沖山市役所にて津山市総社周辺の「切絵図」のトレース

を数H間にわたっておこなったっその際．津山市教委の今井発氏には有益な御指群，御援助を

賜ったことを記しておく。

4月26日 睛 プレハブ整箭．発掘機材の点椋作策を行うさ調査員 6名全員現場に結楳。地

形の観察を行う。

4月27日 快睛 津山盆地の北方部分（国府の東方）の条里残存部より南北基線を発掘区域

に移行設定する。同時に原点設定，周辺のグリッド割を行う。グリッドは天平尺の10尺に最も

近い 3mを最小基準距離とし，公倍数値18mを 1グリッドの 1辺とする。

4月28日（水）曇のち雨

グリッド割延長作業。作業員 4名にて部分的な試掘を行う c 池畑，岡田「切絵図」の字名

表，図面をコピー，約 100部作成。

4月30日（金）曇もりのち雨

士器洗いa (大半は第 2次調査のものである）ダリッド割3 午後 5時より対策委員会間催。

<s月＞

発掘調査を本格的に開始。連休あけより 20名以卜．の作業員， 5名の調査員という編成で発掘

を開始した。

5月6日（木）

5月7日（金）

5月8日（土）

贔

惧のち睛れ

睛

イーc-5• 6• 8• 9 区，ぁ— a-7•8•9, ニーG-1の各区の表土除去，遺構検出

作業，グリッド割は引き統き行う。今後の調査の方針を打ち合わせる。 (1) トレンチ調査を続

行してゆく過程で，掘らねばならぬ地点の計画を浙次たててゆく。 (2) 地名・字名・条里遺構

の残存状態から美作国府の復元作党をこころみる。以上の 2点を当面の課題とした。作党員休

憩小屋の建築を始める。

5月10日（月）曇

あー C-2•5•8 区に lm 巾のトレンチを設定こし,-c-1 区表土除去，遺物多く全面包

含層の遺存が推察される。ニーG-4区表土除去，柱穴 2本検出。市教委今井，矢野氏来跡。
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5月11日（火）睛

5月12日（水）睛

5月13日（木） 睛のち曇り

ニーH区，ホーH区両側に巾 Imのトレンチ設定。発掘の結果遺構残仔せす。ニーG-8区

より須恵質人）ビ片出士。 Gライン西側巾 2mのトレンチ設定。作業員休憩小屋棟上げ。電話開

通する。この頃，気涅はすでに 30°cを越える。

5月14日（金） 藝り夕立あり。

Gライントレンチ発掘，午後 3時より鍬入れ式を行う。

5月15BC上） 岱り

Eライントレンチ設定発掘開始。

5月17B (月） 曇り

調府員連絡会議

5月20日（木）睛

ハーD トレンチ・ローCトレンチ発掘続行。午後 5時半より縦貫道凋係調査員連絡会議出

席。

5月21日（金） 偽り

イ—B トレンチ，イーA トレンチ発掘。

5月22日（士） 曇り

あ一A-9• あーB-7•8 区発掘。午後，中国縦貫道埋蔵文化財対策委員会開催。於 領

家遺跡，美作国府。

5月23日（日） 曇り

イーA-3 トレンチ• あーB-7• 8トレンチ発掘。

5月24日（月） 暴り時々雨

え— a — 1• 2• 3区トレンチ発掘。グリッド設定作業。

5月25日（火）晴

え— a — 1 ・ 2• 3区トレンチ発掘続行っ

5月26日（水）晴

え— a — 1 ・ 2• 3• 7区発掘終了。あー b1• 2 区，おーC-2•3 区発掘開始。グリッ

ド設定作業続行。道路公団津山工事事務所津山工事区工事長他来跡。

5月27日（木）雨

遺物整理。

5月28日（金）雨

遺物整理。 トレンチ及びグリッド内の排水作業。津山市総社在住の高谷氏，国府付近採集の

逍物持参，円面硯片あり c

ぁ—C-8 区にて排士中より円形浮文を施した円面硯脚部片を表採。
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美作国府遺跡

5月29日（士） 暴り

ぉ— b• C区トレンチ延長。

5月31日（月） 岱り

ぉ— b-1• 2 区。おー C-1 ・ 2• 3 区お— a — 1 ・ 2• 3区発掘。おトレソチより軒丸

瓦片出土。市教委今井発氏ら 2名来跡。ベルコン到着。

く6月＞

トレンチ調査を続行。梅雨期に入るため，作業員の田植え，降雨等で発掘調査区域の拡張は

望めない。また，久米廃寺の調牡応援のため上旬 8 日間は調査員 2 名~4 名は本遺跡より離れ

た。中旬，伊藤井上は山陽新幹線報告書作成のため数日間岡山出張。

6月1日（火）

係会誠。岡山文化センターにて 3

6月2'(水）

おーc-1• 2区発掘統行。

6月3日（木）雨

6月4日（金）雨

遺物水洗，整理作業っ

6月5日（土） 曇り

おトレンチ発掘続行。

6月7日（月）晴

6月8日（火）睛

6月9B C水）睛

6月10日（木） 暴りのち雨

6月lltII(金） 雨のち曇り

おトレンチ発掘，ぉ— a — 1• 2• 3区発掘続行。ペルコンのおおい作成。

6月12s (土）雨

危険物小屋建築開始。遺物整理。

6月14日（月） 雨のち曇り

おトレンチ延長。 トレソチの排水作業。危険物小屋完成。第 2次調査区トレンチの周辺に鉄

条綱を張りめぐらす。学竜の通学路に近く，満水時 lm以上も雨水がトレンチにたまるので学

童転落防止のため。

6月15fl (火） 雨のち曇り

遺物整理，鉄条綱（有刺鉄線）張り続行a

6月16日（水） 曇り

調行員連絡会談，東岡山収蔵庫にて。

6月17日（木）晴
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遺物整理。現場作業員ゼロ，田植のため，本日より27日まで発掘休止。

6月18日（金） 曇り

遺物整理。 レベルボイント移行。ニーH-1• 4• 7セクション清掃

6月19日（士） 曇り

二—-H-1• 4• 7土層断面図実測C (池畑，岡田）

6月21日（月） 曇時々睛

二—-H-1• 4• 7土磨断面図実測。写貞撮影。

6月22日（火）睛

6月23日（水）睛

6月24日（木） 曇り

6月25日（金） 曇り

遺物水洗，整理。

6月26日（土）睛

遺物水洗，整理，午後，天神原遺跡にて中国縦貫道文化財対策委員会開催。

6月288 (月） 墨り時々雨

発掘調査聞始，お— e-2, お— e — 3 区の掘り下げ作業。円面硯片出士。遺物整理。 3m

尺の作成。実測用。

6月29日（火） 曇り

ぉ— b-1, おー b-4区の掘り下げ開始，遺物整理。

6月301:! (水） 暑り

お— bー 1• 4グリッド掘り下げ，い一 c-8, う一 c-2• 5トレンチ掘り下げ作業。遺

物多し。包含層は70~8Qcm。緑釉陶器片あり。

<? 月＞
本格な'fl.面（グリッド）発掘を開始する。一方， トレンチ調在も並行して行ない，旧地形の

推定を急ぐ。作業員は常時20人は確保できている。炎天下のもと，本遺跡特有IJ)粘土質の堆積

士には苦労する。

7月 1I:! (木）雨

係会議。東岡山工東高校にて。

7月2日（金） 曇り

う一 C —-5 区トレンチ， うー Cー 2区グリッド掘り下げ作業o C トレンチには井戸検出。

7月 3日（土） 曇り

う一 c-2, ぉ— bー 1• 4のグリッド掘り下げ作業。

7月5日（月）

う一 C 区，ぉ— b 区発掘調牡続行。神野文化課長，光饒主幹，高橋主査来跡，今後の調査の

打ち合わせ。
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7月6日（火）晴

7月7日（水） 雨のち曇

りう一 C 区• お— b 区続行。

7月8日（木）睛

い一 C-9 区グリッド掘り下訊ぉ— e — 1' おー f-6• 9のトレンチ掘り下げ。井戸セ

クション・プラン実測。

7月9日（金） 雨のち晴

い― C-9 区グリッド清掃。あ— a — 4• 7 区に南北トレンチ設定，発掘開始。お— e — 1

区のトレンチ掘り下げ，ぉ— f -6• 9のトレンチ掘り下げ及び清掃。各区写真撮影

7月10日（士） 曇り

お— e — 1 区トレンチ清掃。おー f-6• 9のセクション及びプラン実測図作成。おー f-

9 では，柱穴10数本検出。あ— a— 2 清掃，ピット］検出。い一 C-9 清掃統行。

7月12日（月）雨

土器洗，遺物整理。

7月14日（水） 曇り

ぉ— e — 1 区トレンチセクション写真撮影。え— e — 6 区の東側約 2mのトレンチ設定。あ

-a —·7• 8• 9 区実測，写真終了。あ— a-5 区，実測割り付け作業。

7月15日（木） 睛れ

ぁ— a-4• 5 区清掃，後，写真撮影，実測を行う。お— e-1 区トレンチのセクション実

測。え— e — 6' え一 c-1, う一C-7区トレンチ掘り下げ作業。塘片出土。美作国分寺で

も出土しているので注目されている。あ—a-4• 5区清掃，写真撮影，実祖lj。

7月16日（金）晴

調在員連絡会議。山協団地調査現場にて。

7月17El (土）睛

ぁ— a 区実測続行。

7月19日（月）睛

ぁ— a— 8 区実測終了。あ— a-5•7•8 区セクション実測。あ—a-7 レベリング終

了。あ— a— 9 区発掘統行。え— e-6 区，え一 C-1 区， う一 C-4区トレンチ掘り下げ。

う―-C-4区では柱穴検出。

7月20日（火）睛

連日猛暑。あ— a-9 区清掃，ぁ— a— 6, 3 区設定発掘開始。あ— a— 8 区レベリング終

了。あ— a-9 区清掃， ピット検出，ぇ— e — 6' え一 C-} • う一 c--4• 7区トレンチ掘

り下げ。遺物多し。

7月21日（水）睛

え— e-6, えー c-1, う一 C-4• 7 区トレンチ掘り下げ。え— e-6 区の部分は地山
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面まで掘り終る 3

7月22日（木）雨

遺物整坪，水洗。

7月23日（金）市

遺物整理，水洗。

7月24日（士）睛

し、— a-1• 4区グリッドの掘り下げ。

7月26日（月）雨

遺物幣理，水洗。萩原文化課参事，岡田社会教育課長来跡。

7月27日（火）雨

遺物水洗，賂理，緑釉陶器片，陶硯片のピックアップ整理c

7月28日（水） 曇り

遺物水洗，整理，発掘器材点検。

7月29日（木）雨

7月30日（金）賭

遺物水洗，骸理。

7月31[:! (土）睛

あ—a-6• 9区レヘリング終r。図面整理，資料作成。

く8月＞
4 月 ~7 月までの発掘調査により，遺構分布範囲，残存度の H 安はほぼ確認できる。溝状遺

構がやはり築地の溝となる可能性が強まるとすると，本発掘調査区域は国府域と外榔域との境

界部分であるかもしれない。作業員の方々も発掘調査の要領を体得され，スムーズな発掘作業

が進められるようになった。たとえば土層断面の清掃あるいは遺構面清掃などの点においてそ

の成果が認められた。

8月 2日（月） 快晴

係会議。県立博物館講堂にて。

8月 3日（火） 睛れ時々曇り

う一 C-4 区発掘聞始。い—a-1~6 区表士除去作業開域。いーC-9 区実測のための清

掃作業を行う。猛署は相変らずc

8月4日（水） 曇り時々小雨

台風 9 号接近いーc-8• 9 区実測終了，い— a — 1~5 区表士除去作業進行中。 ')-C

-4• 5表土除去。

8月 5日（木） 曇り

う一 C-4• 5 区表土除去作業。い—a-1~6 区表士除去ほぼ終了。

8月 6日（金） 睛れ
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う一 C-4• 5 区掘り下げ。軒平瓦出士。い—a-} ・ 2• 4• 5区遺構氾求，検出。本日

より池畑は新幹線岡山以東埋蔵文化財発掘調査開始のため岡山へ配転。

8月7日（土）晴

い—a-2•4•5 区にて溝（東西）検出。う一 C-4• 5区井戸付近ほとんど発掘終了。

う一 c-7• 8区表土除去作業。

8月9日（月）晴

い— a 区清掃。ピット検出作業を中心に行う 3 溝清掃。ぅ— c-4, 5区終了。 う一c-

7, 8区発掘続行。い一 C-9区セクション清掃。東西溝，南北溝がほぽその全容を現す。

8月10日（火） 曇りのち晴

ぃ— a-4 区，溝のセクション写真撮影。実測終了。う一 C-7, 8区グリッド掘り。い一

a — 1 区井戸状ビット写真，実測，い— aー 3 区溝検出，い— a-2 落ち込み遺構検出。

8月11日（水）睛

ぃ— a 区各遺構の精在（発掘）開始。い— a-1 区井戸状ビット古掘り上げ写真撮影。う一

C-7, 8区包含層を発掘掘り下げつ遺物多し。遺物収納整理箱遺物小屋へ搬入c 津山市教委

文化財関係者 1名来跡，見学。

8月12日（木）

ぃ— a— 1• 3 区井戸，溝写真撮影。い一 a ー 1~3 区実測ほとんど終了。い— b— 3• 6 

区トレンチ拡張。い— a-6 区遺構面清掃溝検出 3 う一 c-7• 8区包含層下層から地山にか

けて掘り下げ。

8 月 13 日（金） ~s 月 16 日（月）まで盆休みとし，現場作業休止。

8月17日（火） 曇り

い— b 区東半分表士除去つい— a 区各遺構を掘り下げる 3 う一 c-7• 8区排水作業。

8月18日（水）睛

前日と同様つい―aー 3区北東隅のピットを掘り下げるつ輪梱を確認し，断面を残す。

8月19日（木） 暴り

い—a-3 区溝状遺構の掘り下げ作業3 ビット掘り下げ終了。完形士師器 2 個出土。

8月20日（金） 曇り時々雨

い— a-3 区溝状遺構清掃。

8月21日（土） 曇り

ぅ― c-9 区発掘3 い— b-7• 8 区続行。あ— b— 9 区清掃，ピット検出。

8月23日（月） 曇りのち雨

発掘計画表資料（岡田:井上）。い— b 区発掘続行。

8月24日（火） 曇り

い— b 区続行つ発掘計画打ち合わせ。津山市文化財めぐりとかで30人ほど来跡，見学。

8月25日（水） 曇り
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い— b-5 区より円面硯破片出土，秀逸品である。伊藤，井上は発掘計画表をコピーっ

8月26B C木）晴

ぃ— b 区掘り下げ。津山文化財愛護少年団約20人見学。

8月27日（金）睛

8月28日（土）睛

い— b 区掘り下げ。遺物多し。弥生式土器（中期）片多し。

8月30日（月）雨

遺物水洗，整理作業3

8月31日（火）雨

午前中，遺物水洗， 9月発掘計画立案，午後，ポンプで発掘区の排水作業。食用蛙捕獲

く9月＞

本遺跡の主要部分の平面発掘の進行に伴い，国府を思わしめる築地溝 東西，南北線はほ

ぼグリッド線に平行している の検出や，緑釉陶器，須恵器，瓦，陶硯片の出土が増大し

た。溝状遺構の追求が主要な課題であり，建物，井戸の検出に全力を投入することが必栗とな

った。現場作業員数は20~30名で発掘の進行状態は良好。

9月 1日（水） 斡り時々雨のち晴

ぃ— a 区排水作業でし ,-b 区 (2•3•4•5•6•7•8) 包含層を掘り下げる。ビッ

ト，溝状遺構検出。

9月2日（木）睛

ぃ— b-5• 7• 9 区発掘。遺構検出も並行して行う。い— a 区全面清掃，いーa-2 区，

ぃ— a ー 3 区実測，写真撮影を行う。午後，し ,-a-6 区を更に清掃。

9月3日（金） 慎り

ぃ— b-7 区溝検出。セクションっ検出プラン写真撮影。い一 a 区写真撮影のための清櫂。

写真撮影のための小やぐら作成。高さ約 2mほどのもので小さい遺構の写真撮影に使利。

9月 4日（土） 曇り

い一 a ー 1 区井戸写真撮影。ぅ― c-6•8•9 区清掃。い— b 区各遺構検出。い一a-3

区井戸状ピットより白磁の完形に近いものを出土つう一 C-9区より復元可能な緑釉陶器出

士。

9月6日（月） 雨時々侵り

係会議。県立博物館講漱にて。

9月 7日（火） 曇り

い— a • b区排水作業。か一 C-1, おー C-1•4•7 区卓刈り後， トレンチ設定。発掘

開始。か一 c-1 区では耕作土下30cm程で黄色粘土の地山層が検出できるが，ぉ— c-7 では

1m程になり発掘しにくい，

9月8日（水） 快賭
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い— a 区割り付け，実測3 い一 b 区遺構追求。かー c-1, おーC-1•4•7 区トレンチ

続行。

9月9日（木） 暴り

ぅ— c 区発掘。清掃をほぽ終るつう一C-6 区発掘開始o t 、-a 区，い— b 区遺構検出作業

続行，写真撮影並行3

9月10日（金）雨

遺物賂理っ

9月11日（土）晴

い— b-2 区遺構検出作業。う一 c-3 区包含層掘り下i予か— d 区にグリッド， トレンチ

を設定。

9月13日（月）晴

ぃ— b— 4• 5 区遺構栴出，う一 C-3 区発掘。き— e 区，か— e 区発掘聞始。比較的掘り

易し '0

9月14日（火） 晴々燐り

う一 C-5 区，い— a-4 区井戸状ピット精査，実測3 いーA-7• いーB-1区表士除去

作業。い— b— 4 区西端方形ピット断面実測。き— e — 1 区溝清掃，遣物多し。午後 6 時より

市民寮にて対策委員会開催c

9月15日（水）晴

朝来淡実微風。う一 c-5 区井戸状ヒット発掘終了。い—b-4 区士手はずし，遺構追求。

い— a-4 区ピット掘り下げ，約 lm下で板が出土，実測，写真撮影，津山高校の生徒 3 名来

跡，見学，

9月16日（木）晴

う一 C 区清掃，柱穴掘り下：孔い— b— 4, 7 区表士除去作業，い— bー 2, 3区東西溝状

遺構断面図作成。杯蓋転用硯完形品出士3 し,-B-1, 4• 5発掘3 津山東小学校教険 1名来

跡，見学

9月17日（金）雨

遺物水洗，整理。

9月181:l (七） 燐り時々雨

濁査員連絡会議。本遺跡と天神原遺跡にて

9月20日（月） 偽り

ぃ— b 区遣物出士状態の精査，第 1 次調荏トレンチの平板実測。いーB 区続行2 え— b-1

• 2• 3 区設定発掘開始。い— b 区排水作業。う―-B-1• 4• 7区設定。津高生徒見学，本

日より井卜．は宮尾遺跡へ配転，

9月21日（火） 曇り

い— b 区柱穴掘り下げつい— b — 2• 3区で掘立柱建物がまとまる見込み3 い一 b区全面清
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掃，写真撮影3 津山教育事務所平井次長をはじめ 8名の職員来跡。兵庫県文化課職員山本氏来

跡。

9月22日（水） 偽り

い一 b 区清掃，午後より写真撮影。いーB-4• 7区発掘。えー b区包含層まで掘る。津山

市北小学校生徒10名見学a 津高生来跡。岡山市教委出宮氏来跡，見学3 便所くみとりようやく

バキュームカーが来てくれる。ベルコン点検，整備。

9月23日（木）睛

う一 c-2• 3 区柱穴，溝状遺構検出。掘立柱建物］棟判明。え— bー 1 区，えー C ー 2 • 

3区表土除去作業。

9月25日（士）睛

い— a , b 区写真撮影。いー C-8• 9区， う一 c-2• 3 区遺構検出ほぼ終了，え— b—

1 区・えー C-2• 3区包含層除去。津高生来跡。

9月27日（月）哨

えー c-2• 3 区表士除去，包含層上層掘り上げ。軒丸瓦ほぼ完形品出土。う一 c-2• 3 

区遺構検出。い— b-2•5•8 区の表士除去作業。水洗済の遺物整理。道路公団沖山工事事

務所より所長，庶務課長他 1名来跡，工事用道路の件。

9月28日（火）晴

い一B 区，えーC-1•2•3 区発掘作業。図面整理敢行3

9月29日（水）睛

い—·B, えー C 区発掘続行。いー bー 3• 4• 5• 7• 8区実測， 1欠，遺物整理。

9月30日（木） 茄り

ぃ—-b 区実測。い— a , b 区土層断面図作成。いーB 区，ぇ―C-1 包含層除去。い— a

区，あ— a 区ピッチラインの断面図作成

<10月＞

発掘調在を聞始して 6ケ月，主要造構として築地溝，掘立柱建物，井戸状ピットの検出が進

んだ。築地溝の東端確認や全体的プラン，掘立柱建物の追求が今後の調査の重要課題となっ

た。沼占墳の調牡準備が始まり，あわただしい状況となってきた。井上はすでに久米町宮尾遺

跡の第 1次調査に出向き，伊藤，泉本，岡田の 3名が本遺跡の担当として残留することになっ

た。年度当初の調査バーティはすでに乱れ，種々の支障を含たすこととなった。

10月 1日（金） 堡り一時雨

え一 c-1区発掘。士器水洗。

10月2日（土） 位り

え— b —·4• 7区掘り下げ。い一B区盛土除去，包含層まで掘り下げ。

10月4日（月）

県立t専物館にて係会議
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10月 5日（火） 曇り

いーB-3• 6区発掘。あーB区とし,-B一区の東西土手のセクシ三ンに近世の炭窯の断面

があらわれ，調査員を勲かせた。あーB-9区では弥生式土器が出士。

10月6日（水）睛

ぃ— b 区レベリング。し ,-B-3, えーC-9区発掘。夕方大山主任，高橋主査，泉本沼古

墳へ向かう。道路公団 5名来跡。

10月7日（木）晴

ぃ— b 区レベリング終了。あーb-9 プラソ実測， レベリング。いーB-2 区，あ—·B-2

区，え一 C-6• 9区発掘続行C

10月8日（金）晴

いーB-2 区溝状遺構判明。え一C-6 区完了，西側凹みは谷部か。あ— b-9 区柱穴検

廿しい一 c-1区表十今除去，奈良期の良質土器出士。最も遺物が多量に出土するっ

10月11日（月） 曇り

いーC-1 ・ 2 区，あーC-1• 2区， ぅ— b-1 ・ 2• 3• 4区表士除去。あーb-9区

柱穴辿求精査。

10月12日（火） 偽り

あ一C 区，ぃ—C 区， ぅ— b 区発掘続行。い一C 区東西溝発掘。い— b 区建物 I (3間 X 4 

間）写真影。

10月13B(水） 竺り

う— b 区表士除去。いーC 区東西溝発掘作業。う一C 区，え一C 区東西溝（築地溝）実測。

夜，分庁舎にて調脊員会議。

10月141::! (木） 笑り一時雨

ぅ— b 区表土除去。夜，対策委員会。

10月15日（金） 快睛

ぅ— bー 4• 7区発掘作業。包含層下層（黒色士）上面まで掘り下げ。作業員小屋ビニール

でおおう。士器水洗。道路公団，森本組関係者来跡。

10月16日（士）

県立博物館にて連絡会議。

10月18日（月） 快睛

ぅ— b —- 1• 4区の包含層下層除去作業。柱穴検出。

10月19日（火） 快晴

う— bー 1• 5• 6区包含暦除去作業。築地溝付近粘査c

10月20日（水） 快睛

連日，好天続ぎ。秋睛のもとで発掘進行3 ぅ— b 区粒行。女性作業員は，多量の出土遺物の

水沈作業。
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10月21日（木） 快晴

ぅ— b 区続行。遺物水洗。

10月22日（金） 曇り

う— b 区続行。遺物水洗。う一 C 区平板測呈。お— b 区南北セクション実測。

10月23l:! (土）睛

ぅ―—区柱穴掘り下げ。東端南北ラインを地山まで掘り下げ。午後，遺物水洗。え一 C-3 士

手除去。対策委員会，頒家，久米東（宮尾）遺跡見学。

10月25日（月）睛

ぇ— c-2 区発掘。東端で灰釉陶器片出土，石庖―J廿出土。う— bー 1 ・ 2 区両端南北壁とり

はずし。朝日新聞記者来跡。

10月26日（火） 睛のち曇り時々雨

ぃ—-b-9 区士手はずし。ぅ— C ー 1 区表土から包含層除よ。

10月27日（水） 睛時々曇り

い—b-7• 9 区包含層中層除去。ぅ— b-5 区築地溝プラン確認。う一 c-1 区発掘続

行。読売新聞記者。高谷氏来跡。

10月28日（木）晴

し、‘― b 区• う一 C区統行。

10月29日（金）睛

い— b 区， ぅ— C 区就行。い— b— 3 区で検出した溝状遺構がう一 c-3 区の東西溝とゆる

やかにカープしてつながる。

10月30日（士） 雨のち曇り

現場作業休止。係会議用資料作成。

10月31日（日） 曇り時々雨

ぃ— b 区， う一 C区発掘，遺構検出続行。えー C-4区の発掘に直点を置く。

<n月＞
10月に着手し検出した遣構の桔査を重点を置く。一連の築地溝は東西約somにわたって検出

した。建物は 3 棟のみ検出した。又，か— d 区・か― e 区の精査を再開，平坦な水田面を一挙

に平面発掘にとりかかった。

11月1B (月）

県立博物館にて係会議。

ll月2日（火）睛

ぃ— C• b• a区， う一 C区水のかえ出し作業。えー C-4区発掘続行。

11月3日（水）貼

午前中は濃霧発生，い一 C区， う一 C 区清掃。え一 c-1• 4区溝検出のため掘り下げ。う

-c-1区築地溝分層発掘。
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11月41:1 (木）晴

う— b 区・いー C 区・う一 C 区清掃。あー b 区清掃。溝状遺構曲折部写真振影3 い一 C 区，

ぅ― C区の建物写真撮影。

11月5日（金） 曇り

建物m写真撮影。あ— b 区写真撮影。い一 C 区， う一 C区トランシットで割り付け。

11月6日（士）

分庁舎にて調背員会議。

11月8日（月） 曇時々雨

えー C-5• 6区表土除去作業3 間壁忠彦氏，今井亮氏来跡，見学。

11月9日（火）

え― c-5• 6 区続行。き― e• f区， ＜一 e• f区坪掘り作業。

11月10日（水）晴

ぇ― C溝プラン検出確認。西南端地区続行。

11月11日（木）睛

か— d 区・か— e 区・き— d 区遺構検出作業。い一 c-} 区・いーB-3 区発掘，いーB-

5 区で検出した溝を追求。い— b 区• あ一 a-9区の柱穴検出を急ぐ。えー C区終了。

11月12日（金）睛

前日と同様。き— d• e区は地山面まで掘り下げる。 トレンチ 2本設定。

11月13日（土）睛

ぅ― d-6• 9区設定。発掘開始。臨時係会議開催。

11月14日（日）晴

各地区表土除よ。

11月15日（月） 曇り

ぅ— d-9 区，えー d-3 表土除去。津山市教育長，県文化財専門委員来跡。奈良文研文部

技宜町田章氏•横田拓美氏来津3

11月16日（火） 曇り

う— d-9 ・え— d-3 区発掘続行。町川，横田氏来跡，地形図，切絵図説明。国府周辺踏

唐。午後，現場作業員に町川氏より御講演していただく。

11月17日（水） 曇り

ぅ— d---;-9• ぇ— d— 3 区包含層掘り上げ終了。午後，遺物水洗。

11月18日（木） 国り

ぅ— d-9 区西南端発掘。う― C 区，い一 C 区割り付け終了。遺物水洗。二宮大東遺跡作業

員見学のため来跡。公団庶務課長他 2名来跡。夜調査員会議。

11月19日（金）睛

う―-d— 8 区，え— d-6 区発掘開始。福岡県より―ド条氏来跡見学。森本組閃係者来跡。
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11月20日（士）睛

朝は濃粉。う— d-8 区（北半）終了。え— d-6 区（東半）発掘続行。う一 C 区実測。

11月21日 (8) 睛

え— d-6 区遺構面まで除去終了。えー C 区蛇行溝（当初曲水かと思われた）発掘着手。大

津京調査補助員中野氏来跡。滋賀県丸山氏来跡。

11月228 (月）晴

ぇー C 区蛇行溝発掘終了c 遺物の出土は皆無。えーb-1 区土層断面図。う— d 区遺描追

求s

11月23日（火）睛

ぇ―b-2 区表土除去。か—-e-9 区挽乱面掘り下げ。柱穴検出作業。き— d-1 区整地面

掘り下げ。

11月24日（水） 曇り

えーb-2区表土除去続行。士器水洗。市民寮にて連絡会議。その後調査員会議， 「梨園」

にて。

11月25日（木）睛

えーb-2区清掃。えー c-9区表土除去作業開始。土器水洗。久米町文化財保護委員会諸

氏来跡，見学。本日より伊藤は沼古墳の調在に向う。

11月26日（金）晴

ぇ— C-9 区表土除去。か— e 区柱穴精査。う一 C 区，い一 C 区プラン実測。

11月27日（士）賭

えー c-9 区包含層掘り下げ。か— d, e区柱穴精行。対策委員会午後 2時より緊催。文化

財保護協会関係者10数名来跡見学。

11月29日（月）

土器水洗

11月30日（火） 曇り時々睛

ぇ—b-2 区南平掘り下げ，蛇行溝の精査。えーC-8 区表士除去。か— d, e区柱穴検

出。う一b, C 区レペリング。久米東（宮坦）遺跡作業員来跡，見学。森本組閃係者 2名来

跡c

<12月＞
発掘調査区の拡大，たとえば二·-H~K区ホーH~K区，ヘーH~K 区設定等を行う c この

地区ぱ発掘調封区域の東部の谷で第 2次調査区の対象でもあった。また，自然溝（蛇行溝）の

検出作業によって調査区の地形復原資料を得た。また，中旬にはお— e の区で井戸枠，井箇が

完存する井戸を粘士層ド部で検出した。調査員の移動はさらに複雑になり， 12月中旬には，本

遺跡担当者は，岡田，井土の 2名となる。

12月 1 (水）睛
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う一 c-2 区実測。えー c-2 区北端南北壁断面実測。い一a-3• 6区表土除去。か，き

— d • e 区柱穴掘り作業。き— d— 3 区より緑釉出土。

12月2日（木） 曇り

ぃ— a — 3• 6 区土手はずし，遺物多星に出士。い— aー 1• 4 区終了。き— e 区，き— d

区地山面清掃。溝状遺構掘りJ::げ，精宵。緑釉が伴う平安初期の遺構が密第している。え一 C

-8 区・ぇ— c-g 区掘り進める。夜，緊急調査員会議。

12月3日（金） 曇り

ぇ— c-7 区掘り進む。え— d-6 区蛇行溝の追求。き—e-s 区地山面まで掘り下げ。き

-d-2• 3区溝状遺構地山面まで掘り下げ。遺物多量に出土。

12月4日（土）

県立博物館にて係会議開催。

12月5日（日）晴

え一 C 区自然溝（蛇行溝）清掃，写真撮影準備。えー c-3 区溝断面写真撮影。ぎ— e 区中

世溝掘り下げ。

12月6日（月） 曇り

自然溝写襄撮影。き— e 区続行。井上宮尾遺跡より復帰し泉本は二宮大東遺跡に配転。

12月7B C火）

ぇ—b-1 ・ 2 区清掃，写真撮影。き— e 区南北溝（近世）発掘。えー C-7 区続行。

12月8日（水）

ぇ— c-7 区終了。自然溝（蛇行溝）終了。い— a ー 1 区発掘統行。え— d-g 区発掘区設

定掘り下げ開始。

12月9日（木）

ぇ― C区，えーd区発掘続行。

12月10日（金）

前日と同様3 本日より伊藤岡山へ配転。新幹線文化財調査に従事するため。

12月11日（士）

ぇ— c 区，ぇ— d 区，ぉ— d 区，ぉ— e 区続行。

12月12B (日）

遺物水洗，整理。

12月13日（月）

ぇ― C 区，え— d 区，ぉ— d 区，ぉ— e 区続行。

12月14日（火）

ぉ— e 区掘り下げ中，井戸検出。井戸枠，井筒等完存。周辺では木片の出土が顕著。えー C

-8 区で弥生中期の溝 (V字溝）検出。お— d 区，え一 c, d区セクション清掃終了。

12月15日（水）
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えー C区周辺発掘

12月16日（木）

え一 C, d区発掘

12月17日（金）

係会議，岡山県立博物館にて。

12月18日（士）

き— e 区等（西南端部）実測開始。えー C 区周辺続行。

12月19日（日）

き— e, d区実測続行。ぇー C, d区続行。

12月20日（月）

第 2 次調査区割り付け，グリッド設定）作業を行う。ニーH~K区，ホーH~K区，ヘーH

-K区が該当する区域である。

12月21日（火）

第 2 次調査区トレンチ壁面清掃，えー C 区終f。おー e 区灰黒色土層まで掘り下げ，ぉ— d

区土層断面図作成。

12月22B C水）

お— e 区井戸周辺拡張区ほぼ掘り上げ終了。自然溝（蛇行溝）西端部確認。東部谷地区外生

中期士器洞り消掃。谷トレンチ，グリッド設定。ュンボ導入し，自然溝南部にトレンチ 2本を

入れる。工事用道路の建設を迫られたための緊急確認調査である。き— e 区実測。

12月23日（木）

谷部続行。井戸周辺清掃。

12月24日（金）

東部谷地区の土層断面図作成。平板測量3 トレンチを新設。この頃，作業員は 30名を越え

る。

.. 

12月25日（士）

人夫休憩小屋徹去。発掘のため。道具小堅増設。遺物の整理。器材の点検。ュンボ使用によ

るトレンチ土層断面図終f。

12月26日（日）

各地区補足実測。谷部（東）トレンチ清掃。泉本，二宮大東遺跡より復帰。

12月27日（月）

遺物照理。実測図整理。現場作業休止。

12月28日（火）

現場作業休止，道路公団工事長。森本組。大山主任，調査員等，現場事務所にて工事用道路

の協議。午後，西南端部き— d 区間周辺の平板測量， レベリング。ュンポ使用トレンチの平板

測量。蛇行溝西半部の平板測量。
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12月29日（水）

本日より 1月5日まで現場作業休止。

く1月＞

調牡期問も残り 3ヶ月となった。おーe区の平面調査等の精査，実測がさしあたっての調査

の大半を占めている。特にお―e区井戸 Iは井戸枠材， くりぬきの井筒が完存しており細心の

注意を払って桔査を続けた。井戸 Iょり，植物遺体も比較的多量に出上した。井戸 I付近には

自然湧水源があり，調査中間断なく湧水がみられたa

1月中旬から井日i押入西遺跡へ配転。当初 6名もいた調牡員はついに泉本，岡田の 2名の

みとなった。

1月6日（木）

東方谷部の実測，写真撮影， レベリング。

1月7日（金）

井戸 I北側拡張。井戸東数10cmより木伽（斎串状）出士つ星書は判読できず。付近精査，木

片，加工片多量に出土。う一b-3, 6, 9区設定，旧作業員休憩小屋の下部である。後にこ

の地区より井戸が 2個休検出されることとなった3 東方谷部西端部グリッド設定発掘開始。

1月8日（土）

係会議にて現場休みつ

1月9日（日）

遺物整理

1月10日（月）

えー C区実測，写真撮影。

1月11日（火）雨

遺物整理，図面整理

1月12日（水）

ぇ― C区実測続行。東方谷部掘開始。井戸 I実測用割り付け作業。

1月13日（木）

東方谷部発掘続行。井戸 I実測。実測図は，展開閃，側面図等を中心に行う。

1月14日（金）

東方谷部発掘続行。井戸 I実測続行。

1月15日(+.)

東方谷部発掘続行。井戸 I実測続行。

1月16日（日）

東方谷部西端拡張区掘り下げ。井戸 Iしま井戸杵外周の縦板を除去。縦板と横板の間で箸出

士。

1月17日（月）
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連絡会議。

1月18日（火）

ぅ— a 区，ぉ— e 区掘り下げ開始。本日より井上は押入西遺跡へ配転，天神原パーティーの

一部と合流。

1月19日（水）

ぉ-e区， ぅ— a 区掘り下げ作業続行。

1月20日（木） 曇り時々雨

お— e 区掘り下げ聞始。う— a-1 区溝状遺構検出。礎石らしき石材を灰褐色土層下半より

検出。北側より流出したものか3 遺物水洗作業。う一b区の遺物を多量に水洗する。小形硯，

土師器七角面取り高杯，緑釉陶器をビックアップ。

1月21日（金）

東方谷部弥生時代ピット平面測量開始。 トレンチ掘り下げ開始。井戸 I周辺ほぼ終了。弥生

式土器（後期）片，その他加工木片出土。

1月22日（土）

東方谷部トレンチより緑釉陶器片，七角面取り高杯脚部片出土。弥生ビット平面測量統行。

1月23日（日）昭

東方谷部トレンチ断面実測，弥生ピット平面測量終了。

1月24日（月） 曇りのち雨

谷部トレンチ掘り下げ。午後降雨のため現場（乍業休止。調査員は分庁舎にて会議。

1月25日（火） 曇り

ぉ— e 区井戸清掃，写真撮影。い— a — 7 区ビット土器多歴に出土。検出状態で清掃。東方

谷部トレンチ調査続行。弥生ピット断面観察。

1月26日（水） 曇り

ぃ-a-7区ピット写真撮影。東方谷部発掘統行。逓出土。

1月27日（木） 曇り一時雨

東方谷部坪掘り。井戸 Iがほとんど清掃を終ったので作業員全員見学つ文化財愛護少年団来

跡見学。山阻テレビ｀記者来跡。

1月28日（金）晴

井戸 I 閲辺士層断面清掃。井戸細部写真撮影井筒内より斎串完形品出土。ぅ— a-1 区ピッ

卜掘り下げ。井戸と判明。う— a— 7, 8, 9 トレンチ南北壁終了。ぅ— a-4, 7, 区ヘト

レンチ設定。東方谷部発掘続行。各地点で写真撮影。

1月29日（土） 曇り

井戸周辺士層断面の写真撮影，実測。うーa-1区ビット掘り下げ続行。井戸枠の四隅支柱

は3本残存。完形品土器多数。いづれも平安末～鎌倉期のものかつ東方谷部，溝写真撮影。タ

方，対策委員来跡。他の遺跡調牡員も来跡見学。

- 27 -



1月30日（日）睛

県立博物館にて係会議

1月31日（月） 曇りのち雨

東方谷部南端部掘り下げ。

く2月＞

美作国府追跡

井戸 Iの精査続行。あ一 c-2, 3 区及びロー C 区周辺で掘立柱建物を検出。ぅ— a— 1 区

井戸 ICピットと呼称していた）の精査C 2月2入り，個々の遺楷の精行が重なった。下旬に

は工事用道路造成のためのプルドーザーが調査区域に進入した。

2月 1日（火） 曇り一時雨のち睛

東方谷部第 2拡張区終了。津止朝日新聞記者来跡取材。

2月2日（水）

東方谷部西端拡張区弥生溝掘り上げ。あ一c-3区付近で掘り方80-60cmの柱穴を検出，建

物としてまとまる可能性あり。う一b-6区遺構検出作業c 井戸I実測。 1父，展示会（縦貫道

出土文化財）うちあわせ。

2月3日（木）曇

東方谷部拡張胚終了。あー c-2, 3区建物追求。う一b-6区掘り下げ，井戸N検出。井

戸I写真撮影。 4回にわたって遺物をとりあげたが，本日をもって発掘終了。

2月4日（金） 曇りのち雨

あー c-1, 4表士除去。降雨のため他の地区ははかどらず。

2月5日（士）

あー C区表士除去。

2月6日（日）

赤野遺跡発掘調査応援，泉本，岡田現地に出張。

2月7日（月）

ロー C区にて建物検出。 2問X 4問と推定，建物Nと命名c 井戸 I続行。

2月8I:! (火）

ロー C区建物N続行。井戸 I周辺七層断面実測

2月9日（水）

建物N・I検出続行。井戸 I周辺続行c ぬかるみの中で作業は難航。

2月10日（木）

建物N写真撮影，建物＇検出続行。

2月lHl (金）

建物N実測開始。掘り方は極めて浅くかろうじてプランが検出できた，建物9写真撮影

2月12日 Ct)

建物N実測統行。あーB区掘り下げ。井戸 I井戸枠材解体統行。
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2月13日（日）

図面整理，遺物整理。

2月14日（月）

あーB区掘り下げ，建物N実測続行。

2月15日（火）

建物N実測終了。あーB区掘り下げ。井戸 I井筒内木片採取，井筒埋置状況精査。

2月16日（水）

ローE区設定。遣物は僅少，遺構は削平し尽されている。あーB区，ほぽ地山面まで検査

出，地山面で清掃。井戸I井筒埋闘裏込め土内の木片とりヒげ。井筒はくり抜きの丸太を用い

ているが， 2~3 ケ所を接ぎあわせている。その接合部分には板材（廃材）を各所にあててい

る。井筒とその板材との間には， しっくいをうめている。ぅ— a — 1 区井戸町の第 1 回目～第

5回目までの遺物とり上げ順に整理箱にならべる。約200個休分の須恵器，土師器。

2月17日（木）

井戸 I の土層関係図作成つぅ— a-1 井戸清掃，写真撮影。

2月188 (金）

井戸 I地山面まで検出。弥生式器片出士。瓜かひようたんと思われる種子多蛍に出土。昆虫

の羽根も検出。板材の比較的巾広のものが出土，ちょうな（扁乎片刃石斧）による加工痕がよ

く観察できる。径数cmの杭が 2本遺存している。自然湧水原より水を引くための何らかの構造

物があったのかもしれない。

2月19日（土）

ぉ— e 区井戸 I 東西方付近精査。

2月20日（日）

遺物・図面整理。

2月21B (月）

プルドーザ東方より侵入，工事用道路いよいよ着工。覚え書を読み直す。あの騒音だけでも

現場作業は支障をきたす, い-B-4• 7区発掘，東西方向の溝あり。

2月22日（火） 井戸 I セクション清掃。いーB-4•7 引き続き地山まで発掘。

2月238 (水）

いーB区掘りTげ完了c 井戸I側面図終了 C 本日，連絡会議岡山にて開催。

2月24日（木）

井戸縦板とり外し作業。横板（おとし板）清掃検出。

2月25日（金）

井戸横板楷築状態写具撮影。土層断面精査観察。あーG区清掃。う一A-3区設定発掘開

始。い一A-1•4•7 発掘終了3 イ— a — 9 区発掘開始。

2月26日（士）
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前日と同様作業続行。午後，対鉛委員会。

2月2713 (S) 

あーD区溝状遺構 3 検出掘り上げ。いーG 区検出掘り下げ。う一A-3•6 区包含層面まで

掘り下げ。あーG 区• あーD区全面平板測贔。 2t東の建物あり。 3問X 4問 1棟か 1問X 4問

2 t東か。

2月28日（月）

建物m実測開始，いーA区掘り下げ。お— e 区蒻生時代の追物とりあげ。 T-板実測終了。え

-c区拡張，プラン清掃。

2月29日（火）

建物皿実測続行。遺物，図面整理つき— d 区十．手はずし，遺物採集つ建物柱掘りあーG 区，

いー G 区，イーG 区。い一A-8•9 弥生中期塙掘り。

く3月＞

あと 1月を残すのみとなった。あーG区で新に井戸検出，い一b区で検出保留していた井戸

Nの再開，意外の事実をそれらは内包していた。重要遺構の検出。梢査が重なると共につれ，

期限の切迫がひしひしと惑じられてきた。今迄検出した遺梱の有機的関連性もようやく把握で

き，個々の残された遺構の性格究明，をできうるかぎり追求することが課題となった。発掘終

了遺構の補足的精査も欠かすことなく続けた。天候の不順に悩まされながら，残された遺構の

調脊を開始した。

3月 1日（水）

建物囲実測終了。いーA区．う一A区を発掘．あーD区追構検出作業。井戸I板材とりあげ。

3月2日（木）

いーA区， う一A区包土上層発掘，遺物多し。あーD区溝状遥構発掘，冗形品遺物多し。緑

釉陶器片多々みられる。住居址状凹地より平安期遣物多鼠に出士。のちに，井戸Vとなった遺

構である。井戸I板材とり上げ。

3月3日（金）

い一A区， う一A区掘り下げ続行。あーD区続行。

3月4日（士）

前日と同様作業。

ざ月 6日（月）

係会議，岡山出張。

3月7日（火）

いーA区， う一A区続行。 iが生式土器片多し，弥生期の溝か。

3月8日（水）

いーA区，奈良期良質須恵器出土。う一A区清掃。いーG-3区溝検出面まで掘り下げ。井

戸I井筒のみ残して板材とり上げ終了。
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3月9日（木）

いーA区， う一A区西端南北競清掃，写頁撮影。奈良文研佐藤興治氏来跡，見学。御教示を

仰ぐ。

3月10日（金）

い一A区，う一A区西端南北壁実測。井戸I井筒とりあげ準備。井戸底面の観察，プラン実測。

3月11日（上）

い一 b-5 区楕円形ビット掘り上げ。平安期軒平瓦片出土。いーB-5•6 発掘。井戸 I 井

筒埋置状況清掃っ写真撮影。

3月12日（日）

い— b 区楕円形ピット実測。いーB 区周辺続行。

3月13日（月）

あーB-7区柱穴， ピット検出，おー b, C拡張区発掘。

3月14日（火）

い一A 区• B区東築地溝周辺遥構検出及び掘り上げ作業3 奈良期良質士器多品に出士。特に

須恵器多しc

建物V清掃。井戸 I井筒とり上げ，これをもって井戸 Iの精査終了。津山北小学校生徒約

140人見学。ハンドスピーカーで各遺構の説明。

3月15日（水）

東築地部分検出作業続行。建物V写真撮影。

3月16日（木）

あーG7区井戸掘り下げ。遺物極めて多し。東築地溝ほぽ完掘。遺物多疑。

3月17B C金）

東架地部分清掃，写真撮影e あーG-7区井戸V据り下げ作業続行つひとりしか入れぬ大き

さの掘り方で，作業難航

3月18日（土）

遺物粘理，図面整理，現場作業休み。

3月20B C月）

遺物整理，図面整理，現場作業休み。

3月21日（火）

緊急係会議のため岡山出張。現場作業休み。

3月22日（水）

東築地部分平面実視lj。あーG区井戸V写真捐影。井戸枠縦板検出。廃材使用か。

3月23日（木）

東築地部分上層断面実惧胆柱穴列切断。あーG-7区井戸掘り下げ，曲物 2個体遺存。写真

撮影。
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美作国府遺跡

3月24日（金）

あーG区井戸掘り上げ終了。い一 b区井戸掘り下げ開始。あと一週間，調査員 2名専従。

3月25日（土）

い一b区井戸Nの井戸枠検出。 「少目」墨書土師器杯出士。その他完形土器出土。

3月26日（日）

井戸N平面図，断面図作成。い一 b区，いーC区平板測星。

3月27日（月）

道具小屋解体つ作業員と座談会，発掘の成果の説明3 い一 b区井戸N下半で井戸Nよりも古

い井戸検出。斎串完形品出士。炭化米付消土師器出士。

3月28日（火）

休憩小屋解体作業。道具• 器材片付け。遺物整理作業。い一 b区井戸Nの下半より検出した

井戸を井戸N-bとする。井戸枠某板だけ遺存，刀子，櫛，曲物，杓，カゴなど出土。写真撮

影，実測準備。

3月29日（水）

現場事務所付近片付け修業。遺物整理。い一 b区井戸N-b平面図，断面図作成。夕方対策

委員会。

3月30日（木）

片付け作業続行。遺物分類整理作業，補足実測作業。井戸N-bの井筒（曲物）とりあげ作

業。

3月31日（金）

現場片付け作業。補足実測続行。井戸N補足精牡続行。

本日をもって美作国府全調査を完了せしめたが 4月に入っても，補足作業を行なった。実質

的期限延長は認められず，調荏員 2名のみ残留してその補足調査をおこなった。補足調査終了

後， 1日の猶余もないまま，調査員は次年度の調牡予定遺跡にすみやかに移動を開始した，
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美作国府遺跡

第 4章 各時期の遺構・遺物の概要

第14図に掲げたように，本遺跡の発掘範囲はほぽ東西 250mにわたる長大なものである。東

端から西端まですべての地区に何らかの遺構の存在が認められた。検出できた遺構も弥生時代

中期から近世・近代にかけての長期にわかる生活遺構である。それらについて逐一説明する余

裕をもたぬ状況から，本稲では国府期を中心として記述する。

嶋

第 1 節国府期以前の遺構•遺物

`— 

書

光掘調査の対象とした地区のほぽ全面から仇生式士器片の出土をみた。また，部分的に弥生．

時代の生活逍構および自然堆積士の残仔が良好な所では石器の出土もみた。更に，国府期の遺

構からの出士も顕著である。

発掘凋査区の北東谷部の南側斜面では多品に弥生式土器を出土し，そのほとんどは中期のも

のである。遺構としては，柱穴•石組み（石敷状）選構などを検出した。土器の出土は，通例

の堆積状況を示さず，＝次的な移動によって各所に「土器溜り」を思わしめる出土状態を示し

ている。この移動の直接的契機となったのは，やはり国府の造営・造成であり，発掘調脊区の

大半を占める低位台地の削平によるものであろう。その低位台地の南側には浅い谷があり，ぉ

— e 区から束方に沿って中期・後期の遺物の出士をみた。

いーA区では溝やピットを検出しており，ぇ—C 区では蛇行する V字溝を検出している。ま

た，先述のおー e区では井戸Iの上手で自然湧水がみられる湿地があり，付近からは多贔の士

器• 木器•石器・柏物遺体などが出土している。土器の中にはミニチュアの甕• 器台片• 土玉

などがみられ，木器の中には板材や紡織具の部品とみられるものも出上している。

以上のことから，国府期以前には大規模な弥生時代の遺跡が存在したことが知られよう。そ

の大半の地域は国府造営の際，破壊を受けたことと推察される。

古墳時代の遺物逍構については明確な資料を確認していない。二重：口縁の士師器高杯片など

若干の士師器片と， 7世紀代の須恵器片をわずか出土しているのみである。はたして，古墳時

時代の策落が存在したかどうかは不明である。まして，古墳そのものの存在も定かではない。

第 2 節国府期の遺構•遺物

国府期と総称する時期は，和銅 6年 (713年）以降，鎌倉時代初頭までを指している。上限

の設定は美作国の備前国より分国された年に置くことができるが，下限は平安末期～鎌倉時代

初頭という巾のある時期に設定した。その下限の設定は，本国府の場合，国府そのものが律令

的存在価値を失い形骸化してゆく過程でただ単に地方都市，あるいは交通・交易の場としての
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美作国府遺跡

みその存在を示すという時期として設定することが妥当であろうとの判断から行なったもので

ある。事実，下限にあたる時期の遺物・遺構は本発掘調脊区の中でも重要なウエイトを占めて

いるのである c

国府期と考えられる時期を，検出した遺構によって分類すると次のようになる。

第 1期一奈良時代～平安時代初期

第 2期一平安時代初期～末期

第 3期一平安時代末期～鎌倉時代初期

以下，各時期について説明を加えておく。

＜第 1 期＞

この第 1期は，更に細分化でぎる可能性をもっているが，現段階では大半の遺物の整理・検

討が冗了していないのであえて述べない。

検出した遺構の中で最大規模をもつものとして築地逍構をあげることができる。巾約 1m• 

深さ平均 0.4mの溝 2本によってはさまれた断面台形状の部分を指す。検出時には，築地基底

部を残すのみであったが，東四約gomにわたって途切れたり，曲折したりしながら延びてい

る。築地某底部分の巾は約 2.4mで総じて平坦である。築地曲折部では 2本の溝が途切れ，通

路あるいは簡単な構造の門があったことをぷす部分も各所にみられる。

この架地を楷成する 2本の溝からは多量の遺物が出土しているが，その大半は奈良時代後期

に屈するものである。特に須恵器・土師器・瓦などの出土が H立つ。更に鉄滓• 吹子口の出

上，土製馬などの出土も特記しておかなくてはならない。

掘立柱建物は第14図に掲げた如<' 5棟検出している。巾でも大きな掘り方をもつ建物ill・

建物N・建物Vなどが築地存続期の建物すなわち奈良時代の建物と考えられる 3 この建物の性

格は，築地溝の性格によってその機能を推定することができるあろうが，現段階では官人住居

あるいは雑舎的な建物ではないかと考えている。築地溝が国庁域の地限線を示すか，国府域の

地限線を示すかのいずれにせよ，これらの建物は従来の国府調査において明確にとらえられて

いない建物に相違ない。この点において，今後の整理・検討に負うところが多い。以上の問囲

は，奈良時代に比定される 4つの井戸の位置とも関連がある。

井戸は，明確に奈良時代に比定されるものとして井戸 I• 井戸JI.井戸N— a• 井戸ーNb

をあげることができる。井戸1I を除いて他の井戸は，井戸枠•井筒等の付属設備がほぼ完存し

ている。井戸N-a・bはいずれも同一掘り方より検出したもので， aが新しい。その廃絶期

を示す遺物として「少目」墨喜士師器が井戸枠内より出土している O b からは，横櫛• 曲物・

くりぬきつるべなどの木製品が出士しているが井筒自体も直径約55cmを測る曲物を用いてい

る。以上述べたほかに，木簡• 斎串の出＋ーもあるのがそれらについては後述する。

＜第 2 期＞

厳密には，• 奈良末期も含まれるであろうが便宜的に第 2期に含まれる遺構・遺物もあること

を予め述べておく。
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美作国府遺跡

遺構としてはきー d区周辺を中心とする溝状遺構， あー C区周辺の建物 (1間 X 2問 2棟

の可能性もある）， その周辺で検出した溝状遺構• 円形ピット等がこの時期の主要な遺構であ

る。それらの遺構からは須恵器・士師器を中心とする遠物を出しているが，緑釉陶器を伴出し

ていることが注日される。 この第 2期に該当する遺物として風字硯がある。

＜第 3
 

期＞

｀ 
第 1期の第地はほとんど廃絶している時期である 3 主な遺構としては，建物I・建物1Iなど

の掘立柱建物と，井戸状ピットをあげることができる。中国製陶磁器が多々みられ，須恵器•

土師器と共に伴出している。 また，備前焼iこみられる揺鉢様の土器なども出土している。井戸

Vはこの時期に該当する井戸であるが，多数の土器と共に曲物が出士している C 総じてこの時

期の遺構は井戸V• 井戸mとピットによってしか知られず，溝状遺構の大規模かつまとまりの

あるものは認められない。

くま と め＞

以上，述べたように検出遺構を国府期を中心として 3時期に分類できることを明らかにし

た。 しかし， それは今後の整理・検討ならびに更なる国府域の現地精査によって解明さるべき

国府の変遷の中で重要な位置を占めることは種々の点から

明らかであるが，その機能の変遷については未知なる問閣が残されている。たとえば，

おいては築地線を確認し，また 2期においても部分的に築地線あるいは地割線に該当すると思

われる溝状遺構を検出しているが， 3期に於てはそういう遺構が検出されていない。相対的に

問題である。本発掘調脊区平面が，

1期に

新しい時期の遺構は往々にしてその姿を早々と消してしまう 破壊されてしまう~場合が

多く， その例に準ずるかもしれない。 これら諸問題の解決を今後の課頓として更なる整理・検

討を続けなければならない。

＜表I>建物計測値表

ヽ

亀

I 規校（東西 X 南北〉——ー！
2 間 X 4 間 i

＇建物 Il 3 間 X 4 拍rJ I 

i 
！ 建物 III , 2 性 X 5 問

'_ 

i 建物 JV'2 ド; X 4 間

＇ー・-- --

a 11けj X 4 閏

建物 y I 
i 

I 
bl'渭 X 4 間

柱 間（東西，南北）

，り年 ー 2.1, 2.4 (m) 

2.4, 2.1 

穴数時 期 I
I 

I 

I 平安末：
I 

- --,--- --- -

20 乎安末

I ,----~-—-----------、
, 1 

柱

15 

2.4, 2.4 ' 
----------: ―-------—--一

14 

2.4, 24 12 

2, l, 1.8 

2.4, 1.8 

I
 

.
 

10 

10 

奈 良

五
万て

;:.i-, 

良

一

明

j 
（平安末以前）
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＜表JI>井戸及び井戸状ピット所見表

I 
良

，斎串，はし
a 須恵器

時付属設備

奈

平血計測値 深さ I
井戸 I 90 x 90cm 井戸枠，井筒等

I (井戸枠）
約 1m 

I 完存
----

井戸 Il[ 径 1.3m 約 4.5m な
奈良～平'

し 安 前 期 ？ 須

ー！ - - - ---

土器完形品
井戸 ffii 1 X 1 (m) 約 60cm 井戸枠（一部） 平 安椀，燈明 llll 多数 1 

1- - —|——-—-- --・- ----—-- I 

a 6Qx 60(c汎）約 1m I井 戸 杵 奈 良累層土器須恵器遺物多数

井戸 NI 1-
I 

b 約80X 8Q(c箪）約 2 m 井戸枠，甚板．本 井筒ぱ曲物を使．
井飾

！ホ 良斎串,7]子•横櫛 l
I用している i 

I , . ---・, ―-- I I 

70 X 7Qc鸞 1
，椀（稼グロ） 1 

井戸 V 約 2.5ffiI井戸枠ほぼ厄ff 平安末燈明皿
（井戸枠）

-—— ----―- - 1___ -- l曲物 2

I 
ビット 1! 怪約 1m ¥約 50cm Iな し平安 I 椀•土師器

風字硯片 i 
-—- - - I——- -—----—--I 

約 1m I木片数点平安末
士師器

l須恵質土器
I 

__  1 !_ I __  _ __  i 
I 

I 

約 90cm ! な、 ~-土師器 I I 
．し 平安木須恵質土器 Iすり鉢状ピット 1

＇ 
--・-

， 土師器
約 1m Iな し i平安末須恵質土器

白磁椀

約 60C祝な し不明
I I ! 

期 遺

恵 器

＇備考I 

井筒は丸太をく i
I 

り抜いている
,_―-―----' 

片 ． ＇

物

ピッ rII 径

ピッ}ill 径

約 1 m 

約 2m 

ピットN 径 約1.3m 

ピット V 径 1 m 
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美作国府遺跡

第 5章出上遺物の概要

奮

.. 

(1) 弥生式土器

美作国府址は，それ以前の遺構と菫複して，もしくは，それを削平して造営されていた。そ

して，それ以前の追構としては，主に弥生時代のものである。そ．のため，今回の調社において

も相当量の弥生時代の遺物が出土している。

弥生式土器（第 8図） (1)は，頸部から肩部にかての破片である。そして，その堺を指頭圧痕

文を付す貼付凸帯で飾るものである 3 土器は比較的大きな壺である。壺の頸部と考えられるも

のがある。口縁部外面には，円形浮文を等間隔に配戦している。頸部は，断面三角，及び台形

の貼付凸帯で飾り，さらに棒状浮文で加飾するものである。壺もしくは器台の口縁部と考えら

れるものがある。口縁部上面に平坦面をもち，その平坦面を凹線文，円形浮文等で飾る。口縁

端部は，ほぼ垂直に大ぎく垂れ下るもので，凹線文，刻目，円形浮文で加飾するものである。

甕は，口縁部が上下に肥厚し，その外面は，凹線文，円形浮文で飾る。肩部にヘラ描の斜格

子文で飾るものもある。

壺の口縁部で，その端部がやや内傾して立ち上るものがある。口縁部内面は，端部の立ち卜．

り部分において，明瞭に一線の入るものと，その部分が，断面において厚みをもち，ゆるやか

な弧をなすものとがある。胴部内面は，肩部の高い部分からヘラ削りを為すものが一般的であ

る。外面の文様は，無文のものが多く，文様のみられるものは，雑な凹線がみられる。

弥生式土器ぱ，若干の前後はあろうが，古いものから順に図ぷした。第 8図1・2は中期中

葉， 3• 4は中期中葉を下るもの， s~g は後期のものと考える。

(2) 石器（第 9図）

弥生時代の遺物として石器も多く出土している。在製石庖T,石製紡錘車，石斧，砥石等が

出士している。その数は多く，中でも石庖丁が多い。石庖丁は，完形のものはなく，全て欠損

品である，また，未成品の類もなく，全て元戌品の破片である。形は，楕円形のものが多く，
• 

＇、刃部は直線的なものがほとんどである。

(3) 須 恵 器

本遺跡の出士遺物の中で最も多置に出士した遺物である。第 1期～第 3期までの各時期の指

標となる一括資料を得ている。

＜第 1 期＞

一括資料としての出土品は，井戸N-a,築地溝でかなりの拡の須恵器の一群に見出すこと

ができる。器種は，杯蓋・杯身・盤• 高杯• 各種壺・甕などが最も多い。個々の器形に，綿密
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第 9図石 庖 丁

な分類も可能で，共伴する土師器とあわせて

編年あるいは製作技法の研究に欠かせぬ基礎

資料である。総体的にみて，数か所の供給源

が推察され，質（胎士・形態・焼成）にかな

りの差異を見出すことができる。備前古窯と

の関連，あるいは美作地方の各地の生産品が

もたらされたものであろう。特に築地溝中よ

り，実に多呈な良質須恵器を認めることがで

きる。ほとんど完形品である細頚壺は底部糸

切底であるが， 1期に属し出雲国庁などでも

その類品をみることができる。胎士・焼成等

はきわめて良好である。

＜第 2 期＞

緑釉陶器と共に，主にき— d 区より出土している。器種は 1 期にほとんど同じものであるが

高杯は減少する。杯蓋の中には「ツマミ」を持たぬものもみられる。胎土・焼成等はかなり良

- - -・-

_――――--- --—- -—
-―-・  
- - - ---

-—- -二＿――c--
|―-- ---

- -

い一b-51メ:/IU: 頃恵器糸c'J底

｀
 

―ーロー／一
. •-a- 3[/4ヒ／卜 ,'1::1:

; Ji! じ閑i• カ--~-「 i(

。
10cm 

第10図須 恵 器

好で 1期にひけをとらぬものが多い。壺などでは，洞部にタガをめぐらしたものもみられる。

いわゆる四耳壺とみられる破片の出土も少なからずみうけられる。
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--~ 

いーC-l束西溝棗地溝） I屑坪身

こ 一
いーC-1築地溝臼i須恵、いネ身

←---い一C-1築地溝J・層盤

う一b-6井戸N-a出土須恵器贔杯

第11図須

—二三う一b-6井戸IV-6出士須恵器坪蓋

—―—三いーB-1築地＇東西溝）出土須恵器杯茎

転用硯

こい一C-1区築地溝上面須恵器杯各

ロ
う一b-6井戸N-b出土丹喰り土師器高坪

〇 15cm 

恵 器
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＜第 3 期＞

各時期を通じて，最も多最の出上をみる時期である。井戸III• 井戸Vなどから一括して出土

している。また包含層の中でも多量にその出土をみる。椀あるいは皿の類の出土が最も多い。

瓦器ともいうべき椀も出土しているが，本禍では須恵器として扱っている。器形は，士師器の

椀• 皿とほとんど同じである。そのほとんどは糸切底であり，更に裔台を付加したものもみら

れる。東海地方にみる，山茶碗といわれるものとその製作•生産形態が似るものである。

以上の須恵器の検討しま，時期決定も問題を解決する重要な作業である。文化史的研究の中で

も特にこの某層文化資料の整理・検討は必要不可欠の課遅であろう。

(4) 土師器

1期から 3期にかけての士師器の出士量は，須恵器ほど多くはないが，各時期の特色を示す

土師器を多く認めることができる。各時期について簡単な説明を加えておく。

＜第 1 期＞

杯・椀•皿•高杯等を認める。その多くは，築地溝中あるいはその周辺から須恵器の共伴関

係を明らかにしながら出土している。杯・椀• 皿などのいくらかは丹塗りが施され，官術的な

様相を示している。また高杯もその多くは丹塗りが施されたもので脚部はていねいに面取りが

為された優美な形態を示すものである。そのほか特記すべき遺物としての士師質馬がある。手

網の部分がはっきり観察できる破片であるが，築地溝付近から出土していることに輿味がもた

れる。他に， 日常生活に欠かせぬ，甕などの出土も井戸N-bから出土している 3 その中の 1

点には焼け焦げた米が内面に付着しているのを観察することができる。

＜第 2 期＞

緑釉陶器を伴って，各地区の 2期の遺構から出士している。器形は 1期の高杯を除く他の器

形と同ーであるが，量的にはやや少ない。椀•皿の出土が最も多い。この時期の明確な賓料

は，美作地方では少なく他の遺跡出土品との比較検討がなされねばならないであろう。

＜第 3 期＞

井戸Ill• Vなどの井戸やピットから多量に出土している。圧倒的に多い器形は椀• 皿で，数

100個休に及ぶ。皿はほとんど燈明皿というべきものである。その器形は，従米知られていた

ものより多種多様で高台が付いているものなどが出土している。椀も同様で，実にバラニティ

ーに富んでいる。これらはいずれも共伴する須恵器の器形に類似するものもあり，同一の窯

（供給源）群からもたらされていると考えられるものである。古代末期から中世初期の窯業生

産の基礎資料となる一群の遺物である。

以上，土師器について略述した。逐ー，般作技法について述べる余裕が与えられず，略述に

おわってしまった。実測図等については後Hの公表を期したい。
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(5) 施釉 陶 器

木発掘渇査でf!lた出J:迅物の中で，質 ・旦

の点からして頂要な遺物の部般に人る，＇元形

品iこ近いものとして約5似nの婉 l俯体の

ill1を出七している，いずれも屈釉陶話である

が，破片としては尖に 200点に及び，その堺

形も椀 ・1111・塔屋澁片と思わhるもの ・把手

様破片なとをみる。またIt文が施されている

ものもみられる。これらの緑柚淘器は通例の

ように硬陶 • 軟陶に分けることができる』数

的ザー 9によれば， ,iii名10に対し後者は3で

あも技法的な月，では只部の製9乍技法によっ

て 帷類に分俎される。すなわち削りだし心i

台のもの，底部川りだし後高hを付けたもの，

糸切氏のもの，糸切後忘台を付けたものであ

る。涸々については更に分頃が可能である。

符にI¥'1)だしのものについてはその点性類が

多い。

二第12図緑袖 陶若

挿図 I 縁釉陶若 (¼)

灰釉切器については約S-10.''.'. の存在を品める。 11llあるいは11:llllの破片が大半を占めるが，

芳干の椀もみられる。

以上，掬釉陶沿について昭述した。緑釉困沿の中にはいわゆる1滅 L:!;!期iこ比定されるもの

もみられ，かなり時期的巾を品めることができる，いずれにせよ， 2期の蚊盛期にあたる遺吻

であろう。

（付品｝

現段陪では，＼、わゆる―:~ - 三彩淘岱片は認められたい。

(6) 墨書 土 器

総数6点出土している。文千の判説が可能なもの：よ「大 2点 「 •J,n I 1点.. f秀J1屯

計 4... ~ である 少目一零占土器{!井戸N-•からJttI→ しており，達藪な喝』が.~,か；：：：品めら

れる”堕r!l:t丹登り士師料杯の底部外面1::;'lかれている 井戸f/-bから出土Lた「秀」型出

上器は 「秀以外に 香」 ・「禿」などの文字も約えられる' 1'. の部分だけ筏Iている

須恵器杯磁問部片である。 「大 嬰占土器は， 1点は土暉料片で，杯あるいは11[と考えられる

破片の底部外由に宮かれている。宝致Iょ巧みである，もう l点9よ須恵笞の高わをhする坪身底

郊外面に3かれている 文字はやや稚拙である。

ーおー
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美 作国府追跡

以卜¢の星書士器のほかに墨痕上器があるが，その中でも文字が書かれた痕跡を残すものがあ

る。 1点1ま井戸Iの井筒内より出土したもので士師器椀の内面底部に国かれ，その文字の上に

更に墨痕が残されている。文字は「高二あるいは「商」という文字の感じがするが判読できな

い。さらに 1~2 字文字が書かれているようであるが墨痕のため判読できない。もう 1 点は，

おそらく坪蓋転用硯の破片と考えられる破片で戯画的な畢書痕が認められる。小片のため，何

が書かれているのか定かでない。

以上述べた墨喜土器は，ほとんど 1期に属するものである。風字硯が使用された時期に比定

される 2期に属する思古土器は，現段階ではその資料を確認していない。

(7) ヘラ描き土器

2、点の出土をみる 0 1点は薄手の須恵器口緑部片で，杯身と考えられるが， 「有」という字

が書かれている。本発掘調査区一帯は「有居」という字名が残っているが，何らかの関連があ

る可能性もある。もう 1点は須恵器耳皿の糸切底部外面に書かれ「ろ」という字形が認められ

る。前者は 1期，後者は 2期の遣物と考えてよいだろう。

(8) 陶硯

本遺跡からは発掘中及び収蔵庫搬入後の遺物整理中に総数45点の，いずれも破片ではある

が，陶硯片が出土している。大別して円面硯・風字硯・転用硯の三種に分類することができ

な本稿では転用硯については別項を設け，円面硯・風字硯について述べておく。

a 円面硯

蹄脚硯片 2 点を含み30点の出士を確認している。脚部の形態• 加飾手法により数種類の型式

に細分することが可能であり，通例の長方形の透しが施されているもの，透しを持ち更に円形

浮文を加飾したもの，透しを持たず円形浮文あるいはヘラ描き鋸歯文が描かれているものもあ

る。又，陸部• 海部の製作技法についても均ー的技法によっていない。脚部端部の形態も，

「カエリ」を有するものもあり，蹄脚硯などのように，接地面に乎行する断面長方形を示すも

のもある。小型円面硯の出上を 1点みる。陸部径約 7.2cmを測る小型の円面硯であるが，製作

技術・胎士・焼成等はすぐれている。

b 風字硯

確認している破片は15点である。いずれも通例の風字硯で特に異形の硯はみられない。製作

技法あるいは胎士・焼成の点からみると，若干の優劣を認める。直線的なシャープな形態を示

すものと丸味を帯びた重益感のあるものの 2通りは分けることができる。それが時期的なもの

であるか，用途によるものであるかは明らかではない。本調在区より出さしている風字硯は，

ほとんど 2期から 3期にかけてのものであろう。
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C 転用硯

転用硯と考えられるものの大半は，須恵器杯蓋である。若干，甕片などを用いている冽もみ

られる。それらを単に，滑沢であるという理由で転用硯とする判断を下すことにはいささか軽

率のそしりをまぬがれないが，詳細な観察に粘く所見として10数点を確認している。若干の墨

痕を残すものもあるが，その例については墨書士器の項で述べた。これら杯葱転用硯を逆転し

て杯・椀などの上にのせた状態で使用されたとする場合の杯身・椀などが前述の墨痕士器では

ないかと考えられる。今後の整理作業の進行によって更に転用硯は増大するであろう。

以上，陶硯について略述した。陶硯の即物的研究は今後の課題であろうが，美作地方の陶硯

の総括研究も地方単位としての解明・検討すべき問題であろう。美作地方においては，本遺跡

を加えて英田郡作東町所在高本遺跡，勝田郡勝央町平（たいら）遺跡，同所在勝問田遺跡，津

山市河辺所在天神原遺跡，久米郡久米町宮尾遺跡（久米郡街推定遺跡），同所在久米廃寺，同

所在領家遺跡などから数多くの各種陶硯が出士している。文字資料と共に，地域的時代史の新

たな研究の基礎資料として看過できぬ遺物であろう。

(9) 瓦 ． 噂
美作国府址の調査において，相当量の瓦の出土があった。又， 1点だけではあるが，埠の破

片の出土もあった。

軒丸瓦（第13図）

軒丸瓦は 2種類出士している。 (1)は，平城宮址出土の6225と同煩のものである。複弁蓮半

文で，園線は 2本あり，周縁の内側に鋸歯文がみられる。 (2)は，単弁のもので，應線は 2本あ

るものと考えられる。

軒平瓦

(3• 4)は，平城宮址出士の6633と同類のもので， (1)の軒丸瓦と対となすものである。文様

は，均正唐草文で， 2本の圏線をもつものである。 (5• 6) も，均正唐文である。文様の線

は鋭どく，断面は⇒角形を星す。ともに 2本の圏線をもつ。 (7)は，均正唐草文の変化したもの

で，文様の下部に 2本の限線と，その間に珠文をもつものである。

塘

垣は，小片であるため大きさは不明である。しかし，厚さは 4.9cmを測る。同様の堺が美作

国分｛曽寺址からも出士しており， 26.4cmX27 .5cm x 6.2c況を測る。

(1() 青 白 磁

青磁，高台の作りば，削り出しによるもので，高台の高さは低いが， その巾は広く， 約1.6

cmある。中央のくぼみの径は小さく，約 2cmを測り，深さは浅い蛇の目高台で，緑釉陶器に，

これに似るものがある。釉は全体へ均ーにかかり，厚さは簿い。色は淡緑色である。胎土は良
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質で，淡灰色を示す。時期は本遺跡出上例中で，最も古いもので，庫代太と考えられるものが

あな出士した磁器は，そのほとんどが小片である 3 それ等にみられる文様等を述べると，櫛

描のものとヘラ描のものがみられる。櫛描のものをみると，櫛を押し，列点状の鋸歯文状の文

様を付すもの，面線的に線を引くものがみられるつまた猫描による文様もみられる。釉の色

は，淡緑色，もしくは，青緑色である。様式としては，珠光古磁もしくは，その系統のものと

考えられる。

白磁頂縁の見られるものが多く，その断面が，完全に郎状になり，器体の薄いものがあ

る。釉心部分的に白色を望するところもあるが， 他は無色透明である。又，杢縁で（まある

が，その形のやや崩れたもの，もしくぱ，口縁部直下に一本の凹線の入るもの等がある。いず

れも胎土は良質で，白色をり1する。釉ぱ皿色透明である。白磁の時期としては，宋代（北宍）

とすることがで含るであろう。

(1~ 木器

発掘調在区の各所には谷あるいぱ湿地などが地表下に残されていた。お— e 区では地表下約

2 mSOcmの深さで井戸 I の検出をおこない，その周辺から多数の木器• 木材の出士をみた。

又，井戸N-b・ 井戸Vからも 1期.3期の木製品が遺存していたc 各地区の遺構別に出土木

器を箇条書ぎしておく。

＜ぉ— e 区＞―第 1 期

1 井戸枠材一括

2 井筒，そえ板一括

3 斎串 2~5

4 木簡 1

5 牛 の 鼻 輸 1

6 箸

7 板材（桜皮のついているものもある）

＜お— e 区＞―弥生時代後期

1 板材一括

2 紡織具の部品（緯オ］具・綜杯と推定されるもの，一部丹陀り）

くぅ— b 区＞

① 井戸 lli

1 井戸枠材一部

2 木 片

⑤ 井戸 N

1 吝串 2

2 つるべ（くりぬき）
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會

3 曲物（しゃく？）

4 横櫛 (3~5)

5 井戸枠材一括（井戸N— a)

6 井戸村一部（某板等）ー（井戸N-b)

7 井筒（曲物）

8 箇残欠

9 木片多数

その他

1 牛の角

2 木菜等

くあー C 区＞

1 井戸枠 1部（井戸V)

2 曲物 2 個体

以上が木器についてのデータである。木簡は斎串の形態を示すが肩部の切り込みはみられな

い。文字は判読できない。以上のほか，植物遺休• 動物遺体・縄なども出士しているが，本稿

では割愛した。

付記青白滋についてふ束京国立博物館長谷部楽爾氏，九州歴史資料館亀井明徳氏から多大の

御教示を得たで記してその感謝の意を表わしますc 蛇の日高台のもの：ま越f卜l窯で生屯されたもの
であろうとの教示を得た。

． 
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第 6章まとめにかえて

この章は，本来は，美作国府址発掘調査から得た知見をもとに，そのまとめをなす章として

予定していた。しかし，整理を進める段階で，種々の事由により，整狸の人員と期間が大巾に

限定された，そのこともあって，報告書には当然掲載すべきことも，その多くを割愛せざるを

得なくなった。そのような現状で，美作国府址発掘調在のまとめをなすことは，多くの誤解と

混乱を招くことは必至であろうと考える。その様な誤解をさけるために，ここでは特にまとめ

をしなかった。

美作国府址の調府において，非常に多くの出土遺物をみた。そして，それ等のいずれを取り

上げても，全て重要な資料となるものばかりである。調針笈を担当した者としてしま，それらが一

日も早く公表出来ることを期してきた。しかし，こうして報告書が出来上った現在，我々は，

むしろ虚しいものを感じている。それは，種々の事由があるにせよ，実測図をほとんど掲示す

ることが出来なかったことにもよる。如何なる理由にせよ，木稿が報告冑となる以上は，それ

は必要不可欠の要素である。それが出来なかった現在，更に整理，検討を軍ね，必ずや補完を

期したい。又，それが調牡に従事した者の義務でもあろうかと思う。

以上のことを理解していただき江湖の御了解を得たい。

あ と が き

発掘調査を実施するにあたり，下記の方々の御協力を得た。記してその謝意を表わします。

大郷留治郎 竹内 忠 佐々木 郎 小林正夫

石賀 ようじ 玉置武夫 宝置貞雄 益田賢

細川 宵 松永正広 l:l 原利夫 真名子栄

小林安治 土居英雄 杉本利 杉本 尚

河井孝止 杉本竹雄 北原 喬 北原義雄

河~ 井 洋 竹内信義 安東義明 坂手順―

河野建吾 未沢三平 友保光弘 坂本照夫

近藤晴司 進賀敏雄 杉本美智男 山岸和正

坂木晃造 杉本敏 北原信一郎 甲本竜己

西）II 敏雄 大郷福治郎 清水文 北原 明

山下 均 坂藤正司 寺坂昌三 大上武上

池田 毅 敏岡定夫 竹内静枝 竹内正子

小林かおり 小林淑子 竹内悦子 小川浩子

大郷勇子 竹内貞子 亀尾憲子 目貞香

松永代里子 太田 明美 松本富子 竹内里十
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小林弘子 高谷久枝 日笠あさ代 日笠松代

日笠三智江 田渕敦子 長尾 卜 ク 北原郁子

北原君子 池田光枝 敏岡みち子 土居順子

士居すみ江 沖田功子 和 田 良 望 大上恵美子

（敬称略）

• 
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第 1章遺跡の立地と環境

6
 

疇

おおひがし おおなる

本遺跡は二宮大東遺跡と呼称して発掘調杏を行なったが，付近の字名を取り二宮大成遺跡と

変更した。位置は津山盆地の中央で現在の津山市街地の西方にあたる。中国山地に源を発し津

山盆地を貫流する吉井川は，古代より美作の主要交通路の一つであった。吉井川の本流は盆地

西辺を南流し苫田郡鏡野地域で支流の香々美JIIを合流し肥沃な沖積低地を形成している。さら

に南流した吉井川は久米郡久米地域の低地を形成し，東流する久米111を合流しながら急角度に

東方へと向きを転じ途中皿川を合流し津山市街地を貫流した後再び南下する。
かぐらお

市街地の北西に位置する神楽尾山塊 (308m) の南縁辺部には比高 30~40mの第三紀丘陵が
巡り，東西 5kmの丘陵中央には田邑の小盆地を形成している。低丘陵の谷は深く，谷頭部まで

水田化されている。また丘陵上は近世より近年に至る開墾のためほとんど畑となっている。さ

らに丘陵南端では最近の開発により地形は大きく変貌しつつある。

このような地形を呈した低丘陵の南端の吉井川を眼下に臨む位置に本遺跡は立地している。
げとうやま

周辺の弥生時代の遺跡としては同丘陵の北西2.5kmの外道山山頂に弥生墳雄群が知られており，

丘陵上には多くの遺跡の存在が推定される。

本遠跡の立地する低丘陵の南方は東を佐良山・笹山，西を嵯餓山に狭まれた皿川の小沖精地

を形成している。 この地は総数 200余甚にものぼると推定される後期古墳が存在し群集墳の典

型的な姿を現わしている。又，多くの横穴式石室からは美作の地域的な特徴を示す陶棺の出土

が報告されている。 （註 1)

二宮大成遺跡の立地する低丘陵上の西方 1kmには美作最大級，全長92mの前方後円墳胴塚を

含む芙和山占墳群が南の吉井川流域の低地と交通の要衝地を見下す位置に立地している。さら

に同丘陵北西の津山市田邑平尾には，仇製三角縁神獣鋭を出土した径30加級の古墳群が知られ

ている。 （註 2)又， 北東の宮川の沖積地を臨む段丘上には美作国府が推定されている。縦貫

道が国府域の北西部を通過することになり， それに伴う発掘調ft(註 3) により美作国府の一
いんのしようやかた

部が解明された。本遺跡の西方 3hiには史跡院庄館址が位置している。

このように津山盆地の中心地域を占める本遺跡周辺には数多くの遺跡が知られ古代美作の歴

史の解明に貴董な地域である。しかし，貴重な文化財は最近の開発により璽大な危機にひんし

ている。本遺跡も工事工程の時間的な制約により充分な発掘調在とはいい難<. 多くの未掘部

分を残し，検出遺樅と共に永久的に消滅した。

註ー 1 近藤義郎編『佐良山古培群の研究』津山 (1952年）

註ー 2 今井牝「原始社会から古代国家への成(i」津川市史第 1巻，原始・古代， 1972年

註ー 3 本報告書掲較

参考文献

津山東部 5万分の 1,地質図幅説明書，地質調査所 昭和32年
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第 1 図周辺地形図•主要遺跡分布図 (1/50,000) 

1 田邑丸山古瑣群

2 布原追跡

3 院庄館址

4 龍王塚古填

5 j瓜塚古槙

6 (田邑収蔵）嬢）

7 菊成古墳群

8 中禅奥古墳群

9 美和山古瓜群

10 佐良山古肌群

11 高尾廃寺

⑫ 二宮大成遺跡

- 62 -

13 外道山弥生改蔽群

14 芙作国府

15 山北一丁田遺跡

16 楳砕下探寺

17 応塚古且'¥



A
 

書

嘗

゜第 2図二宮大成遺跡付近地形図 (1/3,000) 
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第 2章調森の経過

発掘調査に至るまて

昭和42年中国縦貫自動車道岡山県内第一次整備区問の路線が発表され，県教委ぱ路報を含め

た巾約400mについて分布調査を屯施した。 この時は「須恵細片（平安）？」を 1区・ 2区か

ら採集している。ここからはかってりり、生式土器• 太型恰刃石斧が採街され，津山郷土館に収蔵

されているという。

昭和45年度事業として本遺跡の第一次トレ 1/チ調査が予算化されたため，昭和46年 1月ード旬

から準備， 「久米廃寺」の発掘調査進行中ではあったが， 栗野• 泉本の二名の調聟員が担当

し， 2月4日から第一次発掘調在に入った。

第一次トレンチ調査

第一次調在の目的は遺跡の範囲・状況を把握することにあった。この丘陵は江戸時代に開墾

された折に削Vされて遣楷の残り具合が悪いとみられていた。

予算上の調査予定面積は 200,iであったので 2mx2mの坪掘りを約50ケ所程考えた。用地

買収はほとんど終了していたが作付してある畑があったのでできるだけはずして設定した部分

もあり結果的には全体に平均していない。東側の丘陵を 1区とし，西側の丘陵を 2区とした。

1 区では 3• 4• 5• 16• 17• 21・23のグリッドより弥生時代後期の士器片を伴う包含層を

発見した。 3• 4• 5 は黒色土層がみられた。 16• 17では多景の焼土を伴い，さらに南北トレ

ンチを設定して住居址であることを確認した。調査中に訪ずれた地元の人の話により「古墳が

ある」ということで20の地点で鉄棒によるボーリングを行なった。石にあたったのでトレンチ

を設定，横穴式石室を発見した。石室の巾1.7mでトレンチを入れた部分では， ほとんど床面

まで攪乱されていたっ陶棺• 須恵器•土帥器などが発見された。

2 区では 5• 6• 7• 8• 13• 14より弥生時代後期の十．器および柱穴～鎌倉～室町時代の土

器片と包含屑が確認された。この部分は浅い谷になっており開墾の鍬がおよんでいなかった。

他の坪掘りでは，耕作により攪乱されて須恵器の破片が数片発見されたのみであった。 2区25

は，丘悛上に弥生時代の遺跡があるので，谷水田の発見を目的として行ったものである。 2m

余りの灰色粘土層の下に30cm程の黒褐色土層があり，ここからは鉄滓と共に平安時代の須恵器

片が出土，弥生時代の士器片も 2片程混るが，この谷の聞墾の時期は平安時代以降としか考え

られない。あるいは別の地点で水田遺構を発見できるのかも知れない。 2月20日終了した。

以上の結果に基づいて第二次発掘調在に予想される調査期間を煎出した。調在員 3名で 1区

の別生時代遺構に約SOR, 横穴式石室約10日， 2区の遺構に約50日， 合計100日程度の日数が

必要と思われる。 （昭和46年 3月稿）
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＊
 

第二次発掘調査

昭和46年度事業として本追跡は調査対象になっていなかった C 事務担当者は第一次トレンチ

調牡だけで本遺跡の調査は完了したものと思っていたらしい。 45年度実紐報告では第二次調在

の必要を明記してあったc 昭和46年 9月頃，津山市内でも工事着工の話があり二宮大東遺跡の

処置が問題となった。 11月から工事着工するとのことで，日本道路公団・請負業者・文化課の

三者で現地立会，調査地区の縄張りを行った。昭和46年度第二次調査は，予算的処置のないま

ま， 「頒家遺跡」の調査を担当していた栗野• 山磨の調査員が入ることになった。このため領

家遺跡の調牡は一部中断された。調杏期間は昭和46年11月8日から始め， 12月25日で終了し

た。調査期間が紐いため， 1 区では住居址一軒• 包含層の遺物採取・古墳一甚， 2区では包含

層のある谷の部分の遣物採取だけを目標として行なわれた。しかし 1区では工事中ブルドーザ

ーの削平により（玉居址が一軒追加された (2号住居）。 2区では調在員不足により不充分な調

査を進行させていたが，美作国府を調査していた泉本が12月 6日より 12月25[:! まで応援したの

で一部の遺構の検出を行うことができた。

畜

第一次発掘調査日誌抄

昭和46年

2月1日 栗野ぱ津止用地事務所で用地買収状況の確認をする。未買収がーケ所ある。競地

移転ニヶ所未了， この三ケ所以外は，作付してある作物について一週問程の余裕

期間をみて通知すれば工事済手してもよいとのこと。

2月21:3 地元地権者代表者悔本潔氏に埋蔵文化財の調査について説明，ー［解を求めた。今

回は全面発掘調査ではなく坪掘りなので排士場所を含めてその部分だけに限って

作付の取り除きをお願いした。埋蔵文化財保護対策委員に電話で承諾を求めた。

2月3日 久米廃寺で器材の準備をする。

2月41:3 久米廃寺より器材を運搬。器材小屋の建設，及び坪掘りを 3ケ所程度開始する。

調牡員栗野・泉本 2名

2月 513 器材小屋完了。坪掘り

2月6日 1 区器材小屋北側崖面削り。 2m グリッドを 2 区 1~19 まで割付け。

2月8日 1 区 3•5•6•7•9•11 ・ 12• 13• 14• 15• 16• 17• 18• 19を掘り下げ，

20は古墳があると地元の人が話していたところヘトレンチを設定。横穴式石室を

発見する。

2月9日 1 区16• 17の部分南北方向トレンチ設定掘り下げ，住居址の北端部，南端部確

己刃
a、し 0

2月10日 2 区 6• 7• 8の発掘，少J、生式士器，備削焼破片出土。

2月12B 1区20横穴式石室の反対側壁確認，石室rill.?Om, 2 区道路より西側15• 16• 17 

• 18• 19• 20• 21・22掘り下げ，
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2月13日 ］区20奥賄の西方トレンチ掘り下げ， 2 区13• 14• 23• 24を掘り下げ。 13は黒色

上を確認0 14は十→器多し。

2月15日 平板測輩及びオフセットによりグリットの位罹を全体図に記入する。 2区25は谷

の部分で深いので最後になったが写真撮影• 実測，以上で第一次トレンチ調脊終

f。

第二次発掘調査日誌抄

昭和46年

11月 5 日 ~6 日 領家遺跡で器材準備。

11月813 器材運搬，草刈り c

11月9日 栗野• 山底の二名の調査員で発掘閲始， 1区で発見された住居址のトレンチ清掃

ののち住居址の範囲全体の表土除去作染。

11月10B く 1区>1号住居址表土除去作党及び検出を行う c 攪乱のためプランが明確でな

く， さらにトレンチによりプランの確認を行う c 古墳の第 3トレンチの清掃を行

う。墳丘の直径は20m程度と思われる。

11月11日 1号墳地形測贔間始，第 3トレンチ北半部掘り下げ。石室内掘り下げ。

11月12日 1 号墳地形測贔完『• 第 1~3 トレンチの排上は北東の谷部分に運搬。

11 月 13 日 ~15 日 1区古墳石室内埋十発掘。

11月16日 1 区古墳第 4• 5• 6• 7• 8• 9 ・ 10 トレンチ設定•石宰内発掘。

11 月 17• 18 B く 1 区>1 号住居址内炭化材検出，掘り下げ，古墳第 5• 9トレンチ掘り下

げ中，奥期上部断面写真， レペル， <2 区>C•D トレンチ掘り下げ中。

11月19日 <1 区>1 号住居址，東西• 南北埋土断面観察・写真• 実測。古墳第 4• 6• 7 

• 8• 10 トレンチ発掘， <2 区>A•B トレンチ発掘 2 区グリッド設定

11月20日 <1 区>1 号住居址東西• 南北土層断面実測，古墳第 4• 6• 7トレンチ掘り上

げ既面消掃， <2区>Aトレンチ発掘完了。

11月21日 <1号住居址＞土手除よ作業＜占墳＞第 7トレンチ発掘終了。

11月22日 1区く古墳＞石室内掘りードげ。哭から陶棺出士これを 1号陶棺として訓にあるの

を 2号 3号とした。勾田・ガラス玉など出＋．。 <1号住居址＞追物出十＿状況写貞

撮影全面消掃。 <2区＞トレンチからの排土を東方の谷部に運搬。

11月23日 <1号仕居址＞炭化材など写真撮影っ＜古墳＞石室内掘り下げ，一号陶棺付近か

ら須恵器多く出上。石室の入口付近は石を抜き取られている。第 3• 4トレソチ

壁面清掃，上層断面観寮第 6• 9トレンチ発掘中。 <2区>oトレンチ懇色＋．

屑掘り下げ中。

11月24日 本日は調牡員連絡会議で二宮大東遺跡見学C l区古墳，石室内発掘中，第 7トレ

ンチ拡張区発掘開始。．
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鼻

暮

重

11月25El 1区＜古墳＞石室内発掘陶棺破壊状況写真撮影。 <1号住居址＞炭化材出土状況

写貞撮影，細部写真終了，実測用の水糸割付け。

11 月 26 日 ~30 日 1区＜古墳＞原位慨でない陶棺の破片取りはずし遺物出士状況写真撮影，

実測開始，遺物取上げ，第 9トレンチ東側拡張区掘り下げ， トレンチ n~14設

定，周沖の外側確認。 <1号住居址>-¥面図実測ほぼ終了，遺物取り上げ。 <2

号住居址＞工事用適路の作業中， 1区北東端にて住居址を発見し発掘開始。全形

の 115ぐらいしか残っていない。

12月 1日 1 区<1 号住居址＞柱穴•土壌掘り下げ。 <2 号住居址＞床面清掃柱穴一段下

げ，古墳石室内陶棺出土状況•、ド面図作成

12月2f:I 1区く 1号住居址>f面図補足ピット掘り下げ， 2号住居址と A地点，溝 1写真

撮影。＜古墳＞陶棺断面図作成

12月3日 <1号住居址＞士壊，柱穴掘り下げ中。 <2号住居址＞断面図実測， A地点南北

トレンチ設定東西方向の溝発見，さらに西への延長を追求。

12月5日 <1 号住居址＞ピット—}掘る o < A地点＞トレンチで溝の追求。＜古墳＞陶棺断

面実測， 1号陶棺，棺の下から須恵器杯出土。

12月6日 <1号住居址＞上城・柱穴掘り下げ， レベル設骰，断面図作成。 <2号住居址＞

柱穴掘り部分掘り上げ。 < A地点＞全面調査のため表土はぎ開始。＜古墳＞第 3

トレンチ水系はり。 <2区＞本日より泉本調査員が入る。 トレンチにより焼土・

柱穴を確認した場所の拡張を行う。

12月 713~8 日 <1号住居址＞平面図補足実測中。 <2号住居址＞レベリング終了。 < A

地点＞表土除去ののち黒色包層発掘。＜古墳＞第 4• 5• 9トレンチ実測用水系

張り。

12月 9 日 ~15 日 1区く 1号住居址＞床面写真，炭化材除去，六本の柱穴掘り，全景写真，

中央ピット写真• 実測， ピット断面実測写真， レベリングののち貼床を取り除

く。柱穴があらたに出現，発掘ののち実測，通しの断面図完了。 <A地、r、',t>溝を

掘り上げ，褐 2~5 とする。柱穴掘り下げ。＜古墳>3•4•5•7•9 トレン

チ実測， 9~10の間 '17·面掘り，平板実測， 1号陶棺断面図作成， 1 ・ 2• 3号陶

棺取り上げ，石室内掘方検出， うらごめ部分掘り上げ。

12 月 16 日 ~19 日 <1号住居址＞掘り上げ全景写真撮影，補足実測完了。

12月20日..:__,25日 <A地点＞平面図作成しベリソグ完 I。＜古墳＞実測図補足写真撮影完

了，石室ガ位計測。 <3号住居址＞古墳の墳丘内に発見掘り上げ実測ののち完

了。 <2区＞終了， トラックで盟材運搬
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第 4図 l 区遺構全体図 (1/500)
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第 3章調杏の概要

第 1節 l区の概要

事

喜

1区検出遺構は， 1昭穴住居址， 2溝状遺構， 3横穴式石室古墳と分類できる。堅穴住居址

は弥生時代後期～終末期に比定でき，特に 1号住居址は火災により廃棄されており，出土遺物

の一括資料としては意義がある。溝状遺構は弥牛時代中期～後期終末と古墳時代後期の二時期

の遺構である。横穴式石室古墳は盗掘により半壊状態であったが，多くの副非品とともに， 3 

棺の陶棺が出土した。これらの出士遺物は，古墳時代後期の陶棺埋葬古墳の追葬形態をよく現

わしていたc

言

1) 竪穴住居址

1 号住居址（第 5• 6• 7図）

1号住居址は第 1次グリッド調在により火災にあった住居址の存在を確認した。 1区中央部

の丘陵平坦面よりやや尾根に下った南緩斜面上に位置する。

住居址は火災により放棄された状況で掘り込み全面より炭化した家屋構造材と多量の焼土が

出土した。南斜面上に位戦しているため住居址南半分は削平され，南端では床面も削平されて

いる。住居址の残仔掘り込みは北側で床面まで65cmを測り，南に向って削平により，漸次低下

している。平面形態は円形に近い形と推定され残存最大径は 7.3 cmを測る。墜下の溝と床面が

東西の一部で重複しており建疸しがみられた。最終床面は旧面より 5cm程度深く掘り下ff,貼

床を行ないほぽ水平である。

準下の溝は上端巾20cm前後，底部巾は東よりでやや広く 15cm, その他は 5cm前後，床面より

の深さ 5cm前後を測る。溝底部レベルは北西部を最高とし南側の両端削平部分まで一 5cmを測

り，除々に下降している。住居址内西側の壁に接し長方形のペット状追構を設けている。上端

巾 1.85X 0.8m, 下端巾 2X 1 m, 床面よりの最大高 20cmを測り，貼床と同様の士を使用して

盛土していなベッド盛土，及び周辺貼床除去後にはペッド下端周辺に巾10cm, 深さ 5cm前後

の浅い溝が囲っていた。又，壁に接した部分では壁下の溝を検出した。ベッド状遺構を伴う住

居址は，美作地城で数例みられるが，いづれも住居址内周辺に段状に設けたものであり，本住

居址のベッド状遺構とは異なっている。 （註 1)本住居址のベット状遺構は寝床としての機能
とこのま

より住居内の床問的な施設と考えるのが妥当であろう。

柱穴A~F ぱ住居址最終時期の明瞭なものである。問隊はAB 問3.5m, BC間2.lm, CD  

間2.5m, D F間28切， EF間2.Sm, FA間2.2m を測る。 AB•AF 間，及びCE•EF 問

はほぽ等間隔で， A B問は他よりかなり長い問隔を設けている。柱穴総数は掘り込み内に44,

掘り込み外北側に 1' 南側に 2 の計46を検出した。大きさは径30~40cm前後と径10cm 前後に分
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7. 明茶色上暦

1. 攪乱上岡 4. 應褐色行機乳土罹 8. 暗懇茶褐色土層 I●炭品入） ~ し一
i.___,,. 2. 暗茶褐色砂質士層 5. :~ 茶褐色上 9. 茶褐色砂質土層

3. 淡閂褐色—t層 6. 検苓褐色t屑地Lil品入i 10. 茶褐色砂質土層（炭・焼t含I
----- ¥1. 黒茶褐色士層（炭混り＼

-- ----- -—-—'-- ----------
巳三二ニ□三二~~ニーーニ三――----

第5図 1 区 1 号住居址平面図•土層断面図 (1 /60) 
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類できるが，小柱穴については，住居址との関連は確認できなかった。最終時期の柱穴A~F

の周辺には貼床面下より， 2木前後の柱穴が一単位として確認でき，住居の建て直しの状況を

現わしていたc

他に住居址内には中央ヒットと周囲の柱穴間に 6個の貯蔵用ピットを確認した。以下ピット

について記述する。 （第 7図）

中央ピット：住居址床面のほぼ中央に位固し，上面95X 55c叫ピット内面は焼けた状態はな

く，下層に炭を多く含み，上層には床面下層と同様の炭・焼土が推積していた。中央ピット周

囲には 2.2x2 m, r~J50~8Qcmj前後の浅い縁提状の施設を設けている。又，中央ピット南端縁

より巾15cm, 深さ 4cmの浅い溝を南側の床面削、ド部分まで検出した。溝の底部レベルは中央 1::.'

ットより南へと下降している c

中央ピット周問の縁提状の土手除よ後に中央ピットの南に接して同様のピット 2ケ所と北側

に浅い溝状遺構を検出した。南側に揆して検出した 2ケ所のIA中央ピットは最終時期のピット

と同様に埋土に多くの炭を含んでいる。

ピット 1: 1玉居址南西部の床面肖I]平部分に位置する。掘り込みは長方形を呈し長径90cmX短

径60cmで，視存深さ60cmを測る。底部しまほぽ水‘ドである。断面は底部がやや広く，わずかに袋

状を堪している。伴出遺物は下層より，小形壺 2個体分と他の目縁部片が出上した。

ピット 2: 柱穴D•E間に位置する。ピット上面は削平されており，わずかに北端の一部が

残存していに掘り込みは隋円形を星し，長径115cmX短径92cm, 深さ115cmを測り，底部はほ

ぼ水平である。ピッ・ト内推積士の北端卜＾面には厚さ 5cm程度の貼床を検出した。断面は底部が

南にやや広く袋状を呈している。伴出遺物は中層より河原右 2個，士器片が出士した。

ピット 3: 柱穴 E• F問に位置する。ピット上面は 5cm程度の貼床層があり，上l:Eにより中

心部でlQcm程度落込んでいる。貼床面除去後は100x 110cmの方形に近い形を呈し，両端に浅い

段を設けている。床面よりの深さ110cmを測り，底部のやや広い袋状ヒットを形成している 3

底部は水平である。伴出遺物は中層より河原石 7個と士器が出士した。

ピット 4: ベッド状遺構と中央ピット間に位置する。中央の掘り込みは長円形を星し，長軸

120cm x短軸60cm, 床面よりの深さ100cmを測る。長軸の両端にはヒット 3と同様に段状の掘り

込みがみられる。断面は底部が広い袋状を堪し水平である c 伴出遺物は河原石 2個と高杯片が

出土した。

ピット 5: ピット 4と同様にベッド状遺構と中央ビット問に位習し， ヒット 4とは30cmの間

隔を樅き平行に検出した。中央の掘り込みは長円形を呈し，長軸90cmx短軸70cm, 床面よりの

深さ90cmを測る。ピット 3• 4と同様に長軸の両端に段状の掘り込みがみられる。ピット上面

にぱ源い貼床が施されていた。断面は底部が北に向って広い袋状を星している。伴出遺物は中

層より河原石 3個と壺頚部片が出士した。

ピット 6 : 住居址掘り込みの北よりに位置し， ピットの北東隅を最終時期の柱穴Bが切って

いる。 日面は長方形を呈し，長軸72cmx短軸75cm, 床面よりの深さ75cmを測る。断面は底部が
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1 炭焼土混り土

② 白黄褐色粘質土層又；;_ (床面）士層

(3 暗褐色粘土層（炭・黄色地山上を含む）

やや広い袋状を星している。遺物は皆無である。

④ 黄褐色，白褐色粘質七層

'.Q、 黄褐色粘質土恩

15' 暗茶褐色粘質十J曽

住居址出士遺物は床面周辺より炭化した家屋構造材が出士した。炭化材は中央に向ったもの

が多く， ピット 5付近では組込まれた炭化材も出十したっしかし，家屋のどの部分に当る炭化

材かは明瞭に確認できなかった。焼上は柱穴B• C間とヒット 3 • ~ 問に多呈に出土したっ

床面出土士器は柱穴A• F, ピット 5付近に一個体分出土した。

ピット 31:-: 面では，削平により底部のみ 2個体出土した。他に中央ピットに接して一個体分

の出十．がみられたが戦質のため取卜げられなかった＇その他の遺物としては，ヒット 5内側の

段状掘り込み部分より完形の鈍一点が刃先を下にして出上した。又ヒット 5のやや北東よりに

は大形の砥石が置かれていたc

1 号堅穴住居址は住居址東と西に高さの異なる 1B床面及び周溝が残存していることや， A~

D柱穴のそれぞれ周辺に 2本程度の柱穴が床面下より検出したこと中央ピットの 2回の造り

替え，及び袋状ビットの個数と切合い状況等より，火災による廃棄以前に最底 2回の大規模な

建て直しが行なわれたことが考えられる c

6個の袋状ビットは，ピット 1と6' ピット 2と3及びピット 4と5がそれぞれ最終床面よ

り同一の深さを測り，上面及び断面の形状が類似しているe ピット 6は北東隅を柱穴 Aが切

り， どット 1は最終時期の周溝の推定延長と重複する位罹にあり，最終時期にぱ共存はありえ

ない。ピット 1• 2• 3• 5はピット上面に黄褐色粘質上の貼床が行なわれており，又最終床

面の残っていたピット 2~6 の上面には火災による焼土・炭化材が推積していた。このような

状態から考えて，火災による住居址廃棄のおりには，すでに 6個の袋状ピットは人怠的に埋士

されていたものと考えられる。又，前述の同形態のピットの新旧は，住居址建て直しに伴う床

面の掘り下げ，及び中央ピットのレペルの低下からピット 1• 6 →ピット 4• 5→ ピット 2 • 

3と順次造り替えが行なわれたものと推察される C

床面上の土器（第 8図）

多くの土器が非常にもろくなっており，復尤実測の可能なものは 8点であった，；替形では壺

• 生・台付婉• 小形甜• 高杯等が確認できたa

壺• 甕

(I)はピット 5の北側に破砕された状態で出上した3 日径 16,5cm• 高さ 28ば荊後，底部径 4

cmを測る。い縁部は大きく外反したのち，やや外傾しながら立ち上っていな立ち上り，外面

にば 4本の平行沈線を施している。胴部外面には縦のハケ目が施され，内面は胴部上端までヘ

ラ削りされている。淡赤祝色を呈し，胎士に砂料を含んでいる。 (2)は柱穴 Aに接して出土し

た。口径16cm, 高さ32cm前後・底部径 4cmを測る。口緑部は(1)と同様大きく外反したのちやや

外i頃して立ち上っている。立ち上り外曲は荒れており，施文の有無は確認できなかつたc 胴部
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外面は剣離面が多く，一部で縦のハケ目が施されているのが確認できた。内面はヘラ削りされ

ている。淡赤褐色を呈し，胎士に砂粒を幾分多く含んでいる。 (3)は(1)と同様ピット 5の北側で

破砕された状態で出上した。口径13.5cm, 高さ18cm前後，底部径 3cmを測る。口緑部は外反し

たのちほぽ垂直にVもヒり外面には文様を施してない。胴部外面は縦のハケ目が施され内面は

ヘラ削りされている。焼成は本往居址出土の中で最も良好で赤褐色を呈している。胎土には幾

分多く砂粒を含んでいる。 (4)は北東部の周溝上面， (5)(6)はピット 3の上面より出土の底部片で

あな (4)は器が荒れており棺形不明である。底部径は 3c節を測る。 (5)の内面はヘラ削りされ，

黒灰色を呈し，外面は丹塗りされている。胎土に砂粒が多い。底部径は 6.5cmを測る。 (6)の外

面は縦のハケ目が施され，胴下部には指碩圧痕がみられるつ内面は悟壁があれ，整形不明であ

る。胎土に砂粒が多い。底径部は8.5cmを測る。

台付塊

(7)は14cm1jり後，底部径llcmを測る。口緑部はやや曲折しながら外反している 3 脚端はくせが

なく終っている。淡灰褐色を呈し，やや軟質な土器である。胎土には他の土器と異なり，精製

された粘土を使用しており，きめが細かい。

小形埓

(SJは本住居址唯一の完形品で (1)(3)と同様ピット 5の北側より出士した。口径6.5cm, 高さ 9

C況，底部径 3cmを測る。口緑部はくせがなく外反しており，内外面ともにナデ整形が施されて

いる。色調は淡赤褐色を呈し胎土焼成とも良好である。

他に住居址床面出十．の士器には高杯片・壺口縁部片等がみられるが，実測不可能な小片であ

った。

床面下の土器

壺

．
 

(9)はピット 1下膚より出土した。口径10cm前後，高さ7.4'cm前後，底部径4,5cmを測る。口緑

部は外反し，口縁端部で丸味を持っている。胴部外面は縦のハケ日が施され，内面はヘラ削り

されている。色調は内外面とも灰色を呈し，胎土に幾分多く砂粒を含んでいる。図示できなか

っだが同一ピットより，小形井が出十人している。

他に，柱穴A付近の床面下の柱穴内及びピット 1• 5下層よりは壺頚部に凹線文を施した同

一個体とみられる破片が出士している。

石器（第 9図）

砥石 (1)はピット 2付近で控乱により，床面より遊離した状態で出上した。現存長12cm, 巾

4~5 cm, 厚さ 1-~l. 5cmを測る。 小形の砥石である，研ぎ痕は二面に認められ，きめ細かい

砂岩である C (2)は中央ビット北よりで，床面に按して出土した。長径28cmX短径17cm, 厚さ15

cm: を測る。大形の砥石である。研ぎ痕は上面のみでやや兌い花岡岩類の石である。 （註ー 2)

鉄器（第 9図）

鈍 ピット内側の段状の掘り込み部分に刃先を下にした状態で出士した。全長9.8cm, 巾1.3
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emf前後を測り，尖端部が 5llt/11程度そっている，刃は尖端部両側にl.7cm程度つけられ， 柄部分

には一部木質が認められる。

本住居址は火災によって廃棄された状況から遺物の一括資料としては意義がある。しかし，

住居址南端は削平されており一住居の全ての遺物とはいいがたい。

住居址床面上の士器の器形特徴は，胴部外面のハケ目幣形，内面のヘラ削り整形が多くの士

器に認められ，さらに壺・甕の二重口縁と口縁部の上方向への拡張が顕著に認められる。上器

底部径は 3~4 cm前後で小形化しており，台付塊の脚端はくせがなく終っている。器壁外面の

装飾は少く (1)の口縁部に平行沈線が認められただけであり，全体的に簡素なつくりが認められ

る。器形の簡素化は，住居址ピット 5 • 床面下の柱穴出土の壺頚部片に凹線文が施され床面上

の土器には認められない点からも器形の変化が把握でぎる。

以上のような盟形特徴は美作においては比較検討すべき充分な公表資料がみられない。した

がって周辺地域の出士資料を参照すると，瀬戸内地域の酒津式土器•美星町五万原遺跡出土土

器等に類似しており，又，山陰地方の烏取県福市遺跡出士土器等にも類似点が認められる。

（註 3)これらの事柄から本住居址は弥生時代後期に数回の建て直し後，弥生時代終末酒津式

七器併行と考えられる時期に火災により廃棄されたと考えられる。

註1 美作地方で住居址にベッドを設寸た類例として以下の遺跡をあげることができる c 津山市犬神原遣

跡，英田郡美作町鎌食山遺跡，勝田郡勝央町小中遺跡，頁庭郡落合町赤野遺跡，宮ノ前遺跡などでも

る。

註 2 怪穴住居址の床面に密活した大形の石：よその形態から調理用，工作用の用途を持つものと考えられ

るこ本住居址出土のものぱ砥石の項目で取り上げたが謂理用の台石状のものとも考えられる。県北の

出士例J:ぶ落合町西原遺跡・津山市野介代遺跡，押入西遺跡，天神原遺跡，勝田郡勝央町小中遺跡，'.c

ど多くの冤穴住居址より出土している。しかしその用途について：ま充分把握されていない。

註 3 間壁忠彦「倉敷巾酒津及び新屋敷出士の士器」瀕戸内考古学第 2号 1958年n 間壁忠彦，間壁哀

子，．「岡山県美星町五万原遺跡］倉敷考古館研究集報第 5号 1968年。杉原荘介，大嫁初咀鉗「土伺

式土器集成」 1,1973年。
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2号住居址（第10図）

第二次発掘調査中に工事用道路造成作業のブルトーザーにより発見された3 そのため住居址

の南半部が破壊された。 2軒の住居址が切合っており西側をA, 東側をBとする。 A住居.!:Jr.は

断面観察によっても B住居址に先行するものであり，やや古い土器片が同溝の上から発見され

た。この住居址に所屈する柱穴ぱB住居址の北咲にかかる所に点線で示したもの一本だけであ

る。

B住居址は，東半部はすでに畑の暖斜面となっており床面，壁溝は削平されていた。残存部

による平面形は正円にばならず，やや隅丸方形に近くなるだろう c 推定径 5m~s.s加。柱穴

は 5本発見されたが中央の三本は浅く，東西端の二本が深いのでこの住居址は本来 4本柱であ

ったと推定できる。床面ばほぼ水平である 3

A住居址の川土遺物は甕が一点，周溝卜．に発見された。 （第11図 1)赤褐色で最大径は36.5

cmで胴部上位にあり肩のはった土器である。口縁部は＇＜ーの字に外反し，口縁端部が上下に

拡張， 3条の凹線文を施こしている。弥生時代後期初頭である。

B住居址からは，本遺跡 1号住居址出士の（第 8図 1) 口縁端部が上方に拡張し，巾の広い

凹線を四条つけた壺形上淵と同じ形の破）ヤが出士している C 西側の柱穴から出土した高杯（第

＾ 
A -- - - , —-』- ---'」"-B

゜
2m 

第12図 1 区 3 号住居址実測図 C 1 /60) 
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11図2)は赤褐色で短脚化している。弥生時代後期終米頃のものである。

3号住居址（第12図）

二宮大成古墳の墳丘発掘中に発見した住居址で方形の住居址である。古墳造成のためかなり

こわれており，現存長一辺 3.7mを測る。この住居址に伴う柱穴は確認していないが， C-D

断面にかかる凹みは可能性がある。この住居址の西北辺の上の段に巾20~4Scmの溝がある。こ

れは切り合い関係で住居址より先行するものであるが性格不明である。

弥生時代後期後半の上器片が出士しているが細片なので図化しなかった。

2) 溝状遺構（第11・13図）

遺構は 1号住居址と 2号住店址のほぽ中間の南緩斜面上に位置している。凋査面枯は東西33

m 前j後，南北 7~8m と小範囲であったが，総数 4 本の溝状遺構とビット及び柱穴を検出し

た。発掘調介時は南側崖面に包含層がのぞいており「A地点」とよんでいた。

溝状遺構A 遺構は調査区の東端に位置し，北東から南西方向にやや蛇行して低下し，北端

と南端では160mのレベル差を測る。現存長9.lm, 最大巾 2切，最大深さ45cmを測り，放物線

状を呈した断面である。北端は削平により巾30cm程度しか残存していなかった。遺構中央部で

は3ケ所に径30四程度の浅い掘り込みを検出した。出土遺物は南端の遺構下層全面より多量の

炭が出七した。他に遺構内より須恵器片が出土している。

溝状遺構B 追構は調査区の中央に位置し，丘陵南斜面の等高線に平行に東西方向と，両端

の南北方向とで成"I[.っている。東西方向は全長16mを測り，わずかに西に低下している。西端

の南北方向は I.Smを測り，北端から南端まで 10cm程度低下している。 ヒ端巾soc況/if」後，下端

巾20cm前後を測り放物線状の断面を呈している。東端は南にやや曲り北側で段を設けている。

遺構内出士遺物は西半の 2ケ所程度で河原石とともに土器片が出土したs

溝状遺構c 調査区の中央に位置し，溝状退構Bの3m程南に弓状に連なっている西半の遺

構である。現存長13m前後を測り，弓状の遺構が 2本やや段を持って連なっている。西端部は

現存長 7m, 巾50~60切を測る。南側の肩は非常に低く，一部では断面段状を呈している。遺

構底部レベルはほぽ中央を境に東西に分かれて低下している。東半部分は現存長 5.Sm, 巾60

cmを測り，放物線状の断面を呈している。東端の南に曲折した部分は後世授乱のため確認でぎ

なかった。遺構低部レベルは西半部及び切合っている溝状遺構D より 10~2ocm低くほぽ水平で

ある。溝状遺構B及びCは黒褐色の遺物包含沼が日面に推積しており出士遺物等からもほぼ同

時期の遺構と考えられる。

溝状遺構D 溝状追構Cに連続して検出した東端の遺構である。遺構の切り合い状況より溝

状遺構DがCより先行するものと考えられる。南側の追構は全長 8m, 上端最大巾 1m, 平均

50cm前後，下端巾30前後を測り，逆台形状の断面を呈している。追溝底部レベルは西端を最高

として東端で一40c況前後を測る。東端の北側に 1部検出した遣構は現存 3切，上端巾40c況前

後，下端巾20cm前後を測り，南側と同様逆台形状の断面を星している。追構西端のレベルは南
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側の遺構より20cm程度高くほぽ水平である。遺構内の明確な伴出遺物は確詔でぎなかったが推

稜士中より甕・壺等の土器片が出七している。

他に調査区内では径20~3oc祝前後の柱穴を33桐検出し，東半部では長径2.2m X短径0.8m,

深さ20~30cm:を測る長方形の掘り込みを検出したC 出上造物は小数の柱穴で上器片が出士した

のみであった3

溝状遺構B• C• Dに囲まれた南側の部分は平坦面がみられ，又，建物等のまとまりは確認

できなかったが，多数の柱穴を検出した3

この様な溝状又は段状の遺構を斜面に設けた例lは県内に数例知られ， （許 1)津山市押入西

，；； J; 生遺跡では段状遺構に伴い掘立柱建物が発見されている。 Cil:2) 本遠跡の溝状遺構B•C

• Dも何らかの付属する追溝を持ったものと考えられ，南側に建物等の遺構が想定される c

構状遺溝 Aは逍構B• C• Dとはやや異なり，造構内に多量の炭を含み，須恵群片の出土が

みられ，時代も下るものである。瑣構の性格については不明である。

溝状遺構出土土器（第lll刈）

(3)は溝状遺構B内より出士した口縁部片で口径約18cmを測る。口緑部は外反したのち，上方

向に外反しながら立ち上っている。二雨口緑の十．路である。立ち上り外面には文様を施してい

ない胴部内面はヘラ削りされている。胎士にはやや砂粒が多く，淡赤褐色を呈している。 (4)

は溝状遺構Dの推積土下層より出士した口緑部片で口径約17.5cmを測る。口緑部は除々に外反

し，口縁端部では横に曲折している。口縁部外面には 2本の凹線を施し， 卜面には櫛描波状文

と径05c煎程度の円形浮文を施し頚部にしま平行凹線を施している。色調は淡茶褐色を呈してい

る0 (5)は(4)と同様溝状遺構Dの推積土下層より出士した口緑部片で口径約21四を測る。口縁部

は「く」の字に曲り，斜め下方に下っている。口緑部外面には 4本の凹線を施し，胴部外面に

は斜格子文と凹線文が施されている。胴部内面は上端よりやや下った場所からヘラ削りされて

いる。色調は赤褐色を呈している。 (6)は高坪脚部の破片で最大径12.3cm:を測る。外面には透し

の退化した縦位のキザミが 511tm間隔につけられ，その上下には 3条づつの凹線が施されてい

る。端部はやや肥厚し，内面の少しヒったところからヒはヘラ肖ljりされている。色調は淡茶褐

色を星している。

溝状遺構D推積上下層出土の土船は中期の特徴をよく示しており，津山市押入四遺跡It:土の

上器等に頬似している。 （月： 3)溝状遺構C出土の土器は西側に検出した 1号住居址出七の土

器に器形特徴が類似しており，同時期と考えられる。

註 1 県内て冒j様の遺構を呼ぅ迅跡としては以下を克：予ることができる赤苓郡山悶町県'i冷住宅用地内遺

跡，久米郡久米町領家遺跡などである C

註 2 岡山県教育委員会『中国縦艮H動車遥建設に伴う発掘調在11「押人西追跡J 1973年

ぶ:3 (注 2) 「押入西遺跡」，弥4こ式七器の項参照a
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3) 古墳

立地と調査前の概況（第 2• 4図）

本古墳を含む一区の南に派生した尾根ば西側を二区と境をなす谷が入り，東側も同様に深い

谷が入り込んだ地形を呈している。東西を深い谷により切断された巾約 200mの尾根の北側は

ややくびれて鞍部状になり，南に派生した尾根の中央には浅い谷をいだいている。古墳はこの

浅い谷の西側の小尾根東斜面に立地している。古墳の立地する尾根周辺は古く開墾がなされて

全て畑地となっており，墳丘は確認できなかった。石室は前土地所有者の開墾時の話から，周

辺にトレンチを設定し発見した。又，本古墳より20m南の用地外の同一尾根 l:-.にも石材が見ら

れ，所有者の話から横穴式石室古墳と考えられる c

墳丘（第15図）

南へゆるくさがる南北方向の尾根の稜線より 4m程下った東斜面に作られており，調査済手

前の地形測量でぱ，まった＜墳丘らしい状況は認められなかった。当初石室を中心にして 8本

のトレンチを放射状に設定したところ古墳の範囲は22mX 18mの楕円形を呈するもので盛土の

範囲を Vでぷしたように墳丘は16mx 14mで石室長軸方向にやや長い不整楕円形を示す。その

後作業の状況をみながら古墳西南部をほぼ発掘することができた。石室は玄室部分を墳丘のほ

ぽ中央部に位爵するように築かれている。

山側の高い方にだけ半円形にめぐる溝が 2本検出されているが内側溝は墳丘盛土によって埋

められており，外側溝が周沌と考えられる。周涅巾l.8m~4 m, 深さは西北部では旧地形か

ら測ってl.9mで一番深く，北側も南側も斜面の低い東側へぬけて馬蹄状を示す。

内側溝は巾 1m~l.?m, 深さ 20~30cm--で埋十の状況は地山の黄褐色土が薄く入ったあとで，

黒色七・黄色士などのプロック状の土が斜めに入っている。墳丘平坦面の土が水平に盛られて

いるのに対して，内側溝が斜めに埋められていることは，墳丘盛土の最後に化粧士がかけられ

たものといえよう。

断面観察で特に注意を外いたことは，内側溝に斜めに埋った土は粒子が流く，周沖に入って

いる土は粒子が細かい土層であり盛土と堆積土は大別できる。

各トレンチ断面図において（第16以1) 矢印で示したとろは，盛上未端部分であり，外側は前

記のように自然推積で人為的器土とは区分される。

周i皇の埋士は第16図②の 3層，③の 5層，①の西南側周滞（左側）の 5層にぶされるように

途中に黒色土層をはさんで一時的に表士を形成し，時間をかけて埋没していった状態をホして

いる。また④の 4層に示されるように谷の推稽土においても見られる現象である。

内側溝の性格ぱ(1)周溝に並行して掘られていることから，本占墳にかかわるものであるこ

とC (2)盛土により埋められていることから，墳丘築造に先だって位置を示したり，規模や範囲

を示すものとして掘られたものと考えられる。

墳丘の築成過程は(1), 内側溝で位置をぷし， (2), 石室の掘方を掘り， (3), 石室を下段から築

きながら掘方を埋戻し， (4), 周浪を掘りあげた士を盛上げながら石室を築 <'(5), 最後に墳形
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10m 

第15区 1 区古墳墳丘実測図 (1 /200) 

全休を整えた，という工程が考えられる c

掘方内の埋士は東北壁側（第16図①）では掘方の巾が広いためか水平たたきしめを行なって

おり，側壁にあたる部分は斜めに残されている c いずれも一度に埋めてしまうのではなく少し

づつたたきしめながら埋戻している。

振方（第17図）

長方形を呈しており巾約4.5m西南壁側で長さ約8.lm(A) , 東北壁側では約5.5m(B) 

までである。深さは一番深い所で約1.8m, 入口に行くにしたがい浅くなり盛士となる。 これ

は旧地形が西から東へ傾斜した斜面であったことによるもので， A•B を結ぶ略南北の線から
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東側では旧表土の黒色上の上に盛士をして床面を造成，石室を構築している。掘方壁面の角度

は上半部は外反しており―ド半部はほぼ垂直に近い状態であるので平面図の作成には苦労した。

掘方底面で 1号陶棺を安置する場所はあらかじめ長方形に一段高く掘残し，掘りすぎた穴の部

分は埋め戻し平坦面が造り出されていた。長さ2.4m, 高さ約10cm, 奥壁に近い方の111は0.6m

入口に近い方の巾は095m とやや広がっている。またこの棺台の周囲には巾15~34cm, 深さ14

cmの溝がめぐり，図に示したように棺台より入口方向に向って石室中軸線の溝と集合してい

る。この溝は第 2• 3向棺追葬の時点では埋っていたと思われる。石室を築く際には，石材一

点づつに合せて穴を掘り設置していったものと思われる。個々の石材に合せて掘ったつもりで

も石材を置いてみて具合が悪い場合には，奥壁，西南壁奥から 2• 3• 4, 東北壁 1• 2• 3 

• 4• 5• 6などのように，小石を詰込んで石材の上面や墜面を合せるように調整を行なって

いる。また二段日の石材を積む折に，石材が掘方峡面に当る場合には，その部分を掘って石材

に合せている。西南壁奥から 5• 7の上のニヶ所鵡められる。これらの石材のための掘方は，

石室内部においては埋め戻され床面を調整している。

石室（第18図）

石室は地山を掘り凹めた中に石室を構策した半地下式の横穴式石室である。後世の攪乱のた

め石室の石材の大半は失なわれており，入口部分では根石まで持去られている。しかし石材の

痕跡を検出することにより 5個の根石痕跡を検出することができた。特に西南壁側では旧表士

である黒色土の面まで掘り下げて検出できたものもある。これにより石室全長 9.lm, 奥壁巾

l.lm, 石室最大巾2.06m前巾l.4mとなる。石室のほぼ中央部で最大巾が得られ，胴張りした

平面形を呈する。石室方位はN-48°30'一Wである。

東南壁奥から 6番目の石がわずかに内側に慨かれており，面が石室内に向って頑斜している

ことから玄門的な性格を有するものとも考えられる。この石より奥に 3個の陶棺が置かれてい

たことが，あたかも玄室と羨道の区別をしめすものかも知れない。またこの位樅から奥と ljljで

は石材の面のそろえ方が若干異なる。奥娩から 4.8mまではほぽ直線的に面が面っているのに

対して，入日部に向ってはわずかに凹凸がみられる点と石室の平面形がt軸よりやや東に曲っ

ていく点である。また床面の状況も奥壁からほぼ水平だった床面がこの付近から入口部に向っ

て約 50~7 0の頷斜が始まっている。以上の観察によりここが玄門だとすれば，）lL袖式横穴式

石室で玄室長4.75m淡道長4.35mである。

奥競は床面から90cmの高さの六角形の扁・vな石を骰いているが，本来は同程度のものが 2枚

あったと仮定すれば石室高1.8m以上のものと推定でぎる。

奥競のうらの土層断面が艮好に残っており（第16図③）このことからすれば，一段目と同じ

扁平な板石が，やや内傾して懺かれていたことがわかる。奥壁の束北部と四南部の間隙には小

石を 2 個づつはめ込んでいる。両側壁石積の状況から西南壁ー~奥壁ー→東北壁の順に構築さ

れたものと思われる。掘方の中にしめる石室の位置は，奥壁部においてはほぽ中心になってい

るのでほぼ割り付を行なったものと考えられるが，西南壁は入口部に行くにしたがって掘方の
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④黄黒色粘質土層

⑤灰黒色～黒色粘質土層

⑥灰黄色粕質土層
1. 墳丘横断面図（第 5・9トレンチ）
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2. 第 4トレンチ

① 表 土

②明茶褐色土層

⑧淡～暗黒色土層（桔質）

④黄色～黄褐色粕質土層

⑤黄褐色桔質土層（黄色土含）

⑥黒色粘質土層（黄色土含）
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①表土

②攪乱土層

⑧灰褐色，茶褐色混土層（含黄色土）
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⑤黒色粘質土層

⑥淡茶褐色粘質土層

⑦黒色土（含黄色プロック）

⑧茶褐色土（淡～暗）

⑨黒褐色土層

3. 第 3トレンチ
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4, 第 7トレンチ

②黄色～貧褐色粘質土層

⑧明～暗茶褐色粘質土層

④淡黒色粘質土層

⑤灰色粘質土層

⑥黒褐色土層（盛土）

⑦黄色に黒色混り土層（盛土）

⑧旧表土

第16図 1区古墳土層断面図
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壁に接してしまい，奥から 3• 7の根石は掘方の壁を若干掘り込んで設樅している。それに比

べて東北壁は余裕のある置き方をしている。玄室内の石材は奥から 2~3 点までは大きく，入

ロに向って若干小さくなん根石の石材のほとんどは扁・V・な石を，扁平な面を内側にして置か

れているが，西南壁 3 は 2 の調整の役割をなすものとしても，西南壁 5•'5• _7, 東北壁 4 • 

5は横口積となっており（註 1)不統ーである 3 第 2段目の石材は四点程しか残っていないが

いずれも小さい石の横口積あるいは小口禎である。このことによって 2段甘以卜.が扁平な小さ

い石の横口租責であるか，あるいは小口積であるか積極的に判断できない。大きな石材の間隙を

埋めるものとして使用されたものかも知れない。

石材は，ほとんど流絞岩を使用しており，詰め石などの一部の小さい石の中に河原石の花悩
かんなびやま

岩が使用されている。流絞岩は神備山＝笹山＝高鉢など， 「佐良山古墳群」近辺に産出する石

材で，二宮大成古墳の所在する丘陵方面には産しない。したがって吉井川を横断して 1k辻以上

運搬されたものと考えられる。 （註 2)なお閉塞施設は何ら検出できなかったc

重

ひろぐちづみ

註1 扁半で長方形の石材を甚準にして最大皿秋を有する面を内側に向げた場合広口租，その次の大きさ
よこぐちづみ こぐちづみ

の面積を布する’面を向げた場合横口秋・骰小而積の部分を内側こ向：ナた場合小口釈と呼称する。

注 2 植月荘介氏の到教示による。 「佐良山古瑣群の研究」 Pl3手¥:6参照

陶 棺

石室内よ/)3棺の十師質俎甲形陶棺が出十した。陶棺の追非順は奥の陶棺• 前面南側の陶棺

• 前面北側の陶棺の順と考えられ，それぞれ 1~3 号陶棺と呼称した。全て無文である。

1 号陶棺

石室内最廃部に石室に平行した状態で出土した土師質隼甲形陶棺である。 1号陶棺安岡場所

には長径2.4mX 短径0.8~12切， 高さ 10~1scm の土泣が設けられている。 さらにその周囲に

は排水溝状の浅い溝が巡り，土壌前面で結合して入口方向にのびている。陶棺はこの土域を中

心に一個体分が破砕されて出上したc 推定全長 2m, 巾60cm, 棺身高60cm前後を測り，棺身プ

ラン：ま悶丸長方形を呈している。棺1ま蓋，身とも中央部で 2つに切断されている c 脚は 2列 6

本で両端には，さらに 1本が加えられ総計14本である。膊高19cm削後，脚径18c1凡rlり後，脚の肝

さ 2~2.scmを測り，中窄円筒状で，外面には縦にハケ日が施されている。棺坊側偲は厚さ 3 5 

~4 cm, 益と接する部分の原さ4.s~5 cm, 低部厚さ 3C町前後を測る。棺身の凸帯ぱ蓋と接する

部分で巾 4~4.Scm厚，さ 1 cmflり後を測り，他では巾 5~6 cm, 厚さ0.5cm前後を測る。蓋は破

片のため詳細は不明であるが通常の士師質亀甲形陶棺の蓋の形態を有している。 2つの蓋が中

央で接する端部は一方を凸状に， 他方を凹状につくり密倍できるようにつくっている。厚さ

3.S~4cm, 凸帯は巾 5~s cm, 厚さ0.5cmを測な棺身と接する部分の凸帯は「IJ3~3.5cm, 厚

さ 1.5cmを測る。凸起は上端径 5~7 cm, 下端角 7~8 cm, 高さ 4~5 cmを測り，円柱状を呈し

ている。位股は蓋上端の凸帯より下端の凸帯を結ぶ縦方向の凸帯上の下端（一部ぱ凸帯よりや

やずれている）につけられている。凸起の取りつけは蓋に径 5cm程度の孔を穿って凸起の取り
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つけ部分を抑入している。色調は赤褐色を呈し，焼成は他の 2棺にくらべてやや悪い3

2 号陶棺

棺蓋及び棺身半分は破壊され，石室内削面，周控内に散乱して出土した。わずかに棺身残り

半分程度が原（り置にかろうじて存在していた。陶棺は蓋，身ともほぼ中央で切断している。こ

のことから推定すると，全長 21凡巾60cmを測り，脚は 2列 6本計12本と考えられる。脚高18

cm前後，脚径19cm前後，脚の厚さ 3cmを測り，中空円筒状で，外面には縦のハケ目が施されて

いる。棺身側壁は厚さ 5~6 cm, 蓋と接する部分の厚さ 6.5cm前後， 低部厚さ 6cmを測る。棺

身の凸帯は蓋と接する部分で巾 4~5 C叫厚さ 1cm前後を測り，他では巾 7~7.5cm, 厚さ 1

cm前後を測る。蓋は破片のため詳細は不明であるが 1号陶棺と同様の亀甲形陶棺である。厚さ

s~s.s四，凸帯は巾 6~7 cm, 厚さ 1cm前後を測る。棺身と接する部分の凸帯は巾 4虚，厚

さ1cm前後を測る。凸起は上端径 5~6 cm, 下端径 7~8 cm, 高さ 6~?cn1を測る。位儀は蓋

上端の凸帯と下端の凸帯を結ぶ樅方向の凸帯下端に接する状態につけられている。凸起の取り

つけ方は 1 号陶棺と同様である。 1• 3号陶棺にくらべて厚手の作りで，淡赤褐色を呈した焼

成良好な士師質陶棺である。なお陶棺脚は床面よりわずかに浮いていた。

3 号陶棺

2号陶棺と同様，柁蓋及び棺身半分は破壊されて，棺身残り半分程度が原位圏にかろうじて

存在した。推定仝長 2m, 棺身高55cm, 巾50cmを測り，脚は 2号陶棺と同様 2列 6本，計12本

と考えられる。脚高17cm 前後，脚径16~17c冗，脚の厚さ 2~2.Scm を測り， 中空円筒状で外面

には 1 ・ 2 号陶棺と同様に縦のハケ目が施されている。棺身側壁は厚さ 3~3.5c凡 蓋と接す

る部分の厚さ 4~4.5cm, 低部厚さ 4~s cmを測る。棺身の凸帝は蓋と接する部分で巾3.5cm HiI 

後，厚さ0.5cm前後を測り，他では巾 5C況月り後，厚さ0.5cm前後を測る。益は破片のため詳細は

不明であるが， 1号陶棺と同様の亀甲形陶棺である。 2つの菟が中央で接する端部は 1号陶棺

と同様の作りである。厚さ3.5cm, 凸帯は巾 5cm前後， ｝享さ 0.5cm前後を測る。凸起は上端径

3.5cm, 下端径 5~5.5cm, 高さ3.5~4 cmを測り， 1• 2号陶棺にくらべて小形である。位置

は益上端と下端の凸帯を結ぶ縦方向の凸帯内の平坦部下端につけられている。凸起の取りつけ

方は 1号陶棺と同様である。色調は赤褐色を望し，焼成良好な士帥質陶棺である。陶棺脚は床

面よりかなり浮いており，一部では調整のために台付長頻壺(41)の破片を脚下につめていた。

亀甲形陶棺は蓋の上面プランが亀甲形に穎似しているところより起った名称であり，他に家

形の陶棺がみられる a 亀甲形陶棺は多くの出土例より通常棺身底部に中空円筒の脚を設け，棺

身，蓋とも外面の両側面・両端面に巾 5~6 cmの凸帯を縦横に貼付し，蓋外面の両側面・両端

面には凸起を取りつけている。通常棺は蓋• 身ともほぼ中央で 2分され棺外面はていねいに整

形されていな棺外面の文様は 1~3 号陶棺では全て無文であったが，櫛描波状文，ヘラ描直

弧文， 竹管文が施されたものが数例知られている。 （註） 1~3 号土師質俎甲形陶棺は，この

様な特徴を全て有し，最も普遍的な亀甲形陶棺の形態を現わしている。 1~3 号陶棺は全長 2
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m前後，棺巾は 1・2号陶棺が60cm, 3号陶棺はやや小さく 50cmを測る，棺の厚さは 2号陶棺

が最も厚<, 1• 3号陶棺がこれに統く C 3号陶棺の凸起及び凸帯は 1・2号陶棺に比べてや

や小形で，巾の狭い作りである。又 1・2号陶棺は，陶身下端の横方向の凸帯より棺底部にか

けて丸味を持っている。 3号陶棺では，棺身下端の凸帯より棺底部にかけて／享味を持たず，直

接脚に続いている。

1~3 号陶棺の形態特徴は，詳細な点ではそれぞれ異なる C 大別すると， 1・2号陶棺ぱ棺

全体が大形の作りで，棺外面の凸帯・凸起も 3号陶棺に比べて大きく作られている。さらに棺

身底部の厚味の差が認められな各陶棺の伴出須恵器は， 1・2号陶棺が後述する蓋杯A類の

土器を伴い， 3号陶棺がB類の土器と共存すると考えられる。このように伴出須恵器の器形特

徴からも陶棺の形態的な差が認められる。

註 久米郡中央町打火西出士の士師質亀甲1診陶的には，棺両側面・向端面に白色塗料による文秘が描かれ

て衿り， l司定国占，；''i」出土の土師質泡叫爛罰こば，苫全面に竹笠文が施されているっ

遺物出土状態（第19図）

大きく分げて石室内・墳丘・周陀の三ケ所から発見されたc 石室内は 1号陶棺付近は崩壊し

ていたものの後世の攪乱をまったく受けておらず，ほとんど原位個のまま出土した。 2• 3号

陶棺は棺身の奥壁寄りの部分が破壊を受けながらもかろうじて原位置・に存在したが入口方向の

棺身部分と蓋は攪乱にあい掘り出されたものが破片として埋められていた。この 2• 3号陶棺

より入口にかけては，かろうじて攪乱に合わなかったものだけが原位戦にあっただけで，ほぽ

床面近くまで攪乱をうけていた。

石室内の遺物出土場所は 1号陶棺と奥壁に挟まれた箇所(A), 1号陶棺と東北壁の間(B),

1号陶棺と西南壁の間 (C), 1号陶棺棺内 (D), 1号陶棺下の脚の問 (E), 1号陶棺と

2• 3号陶棺の間 (F), 2号陶棺下の脚の間から西南壁の間 (G), 3号陶棺下り脚の間と

足の下 (H), 2• 3号陶棺より入口までの間 (I)' の9箇所に細別でぎる C (表 2参照）

まず士器類についてのべてみよう。

Aからは自然釉のきれいな長頸壺 (40), 乎瓶 (45)が特別扱いをしたように個かれてい

る。

Bには杯蓋 (1) . 坪身 (15• 16)が伏せて樹かれており，高坪 (29)はやや浮いている。

C からは杯藍 (7) が割れて出上している。他の土器は杯荒 (9 ・ 10• 11) , 杯身 (23• 24 

• 25) , 平瓶 (47•48) すべて床面より 4 cm~7 cm程高い位置で出土しており，あとから置か

れたものである。 (11・25)がふせてあり他は上向きである。壺 (41)の破片が (25)の東に

床面より 10~13cm も浮いて出士した。

D からは勾玉 (90• 91) , 切子玉 (92• 93)が左右に分かれて出土している。倍装の状態と

するには，広がりすぎているが，小田類は少なく発掘時の見落しがあるのかもしれない。 1号

陶棺床面は細かに割れており，割れ目の間から勾屯 (90)が出士し，棺Fの土を袋詰めにして

発掘後に少しづつ崩しながら14点の土玉を検出した。棺内には刀子が 4点も出土している。
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第20図 1 区古墳出土 2• 3号陶棺 (1 /20) 
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Eからは坪蓋(:-: • 3• 4• 5), 杯身 (18• 19• 20) 高林 (30• 31) 短頸壺 (35• 36), 提

瓶 (51), 平瓶 (46),'&泉(53), などが一括出士している。杯蓋，杯身共にA類としたもの

で1号陶棺の時期決定資料である。短頸壺 (38)の中に斜めに刀子 (71)が入っていた。短頚

壺の蓋は (36)が質感直径とも (38)に合うようだ。そうすると (35)は他のものの蓋だろ

うか。 (35)は (38)の胴部にかけてあり， (36)は (38)の横にふせてあった。 Eでは坪身

• 盆ともすべて上向きに償かれ，供献物が入れてあったのかもしれない。

Fからは杯蓋 (6)が3号陶棺の脚の下に敷いた台付長頸壺 (41)の上にあり，土師質杯蓋

(57)が床面より 13cm上にあり遊離している。 3号陶棺追葬時かそれ以外の移動だとすれば，

杯盗 (6)が坪身 (16) とセットであることから， Bに戦かれた遺物も二次的移動を受けてい

ることになる。

Gから土師質杯身 (58) と蓋（図化不可能）がふせて出士している。須恵器認蓋 (8) もふ

せてあり，脚間からば，腺 (54) も出士している（図版26-2)。2号陶棺は後世の撹乱によ

り破壊を受けているが，入口側棺身のあるべぎ所から，杯身 (21), 平瓶 (49)が細片となっ

て出士したつこれらも 2号陶棺埋葬時の副葬品であろう。

Hでは 3号陶棺脚下に台付長頸壺 (41)の破片を敷いてあった（図版27)。また脚間から金

銅製鍔も出上しているが，遊離した状態でいずれも 3号陶棺の副非品とは認められない。

1は羨道部と考えられるが，特に陶棺に近い所に集中しているものと点在しているものに分

けられる（図版29• 30) 。 2• 3 号陶棺のすぐ前面からは坪蓋 (12• 13• 14), 杯身 (26• 27• 

28) 高坪 (32• 33• 34), 台付長頚壺 (41),土師質上器 (59) が出土している。 (26)• (41) 

と平瓶（図化不可能）は細片となっていた。ここより入口部には短頸壺蓋 (37), 土師質塊

(60), 土師質蓋 (61)などが点在しているほか，東北瞳に近く '17-瓶 (50)があり，提瓶 (52)

の中に瞭 (55)が入った状態で発見された。 （トレンチ調府時に取上げたので一部復元した状

態で原位置に置いてみた。図版29-2)

鉄銑は (65•'.66• 68)がCの土器群と同じく床面から 6cm程上から出土したほが，一号陶棺

の脚問から (67)が出土している。

刀子は 1号陶棺内から， (69• 76• 79• 81) の 4 本が出土している。さらに脚間から (70•

75• 82• 84) と短頸壺内に (71) が出土，玉類検出土より発見した (73• 74• 78) も1号陶棺

下から出士したものとすれば合計 s~s 本も E 部分に置いてあり汗目される。 B からは (72)

が斜めに立って出土， Cからは (78)が床面から20cm上で出土した0 2号陶棺脚問 Gからは

(77)が出土している（図版26-2)。 Iからは台付長頸壺 (41)の破片の間から (83)が出

士した。

刀装具は鞘尻金具 (62)が石室内攪乱土中に出土した。釘 (63)はCで床面より 4C/ll上で出

士。鐸 (64)は3号陶棺の脚問から出土した。これら刀装具は原位置から移動しているのでど

の被葬者の副非品か特定しがたい3 なお，刀身部は検出されていない。

馬具は杏葉がB付近やCで41とともに出土したり， Fで杯蓋 (6)の横から出土，また 2 • 
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3号陶棺の付近からも接合できるものが出士している。鞍金具も杏葉と同様散在しているが，

特に 1号陶棺下Eから出士が多く 13片以上， Cから数片， 2• 3号陶棺付近から数片である。

留金具 (89)はCにおいて床面より高い位置で出土している。

鍬（鋤）先は， 2号陶棺下Gから出土している。

玉類は 1号陶棺棺内遺物と， 2号陶棺付近で攪乱されて移動した状態で出士しているものと

に分けられる。

周浪からの出土遣物はほぼ西半部に兜中してみられた。甕 3個，鉢 1個体である。甕の桐部

破片は80点あり，そのうち74、点は (43)の胴部破片である。 (44)は頸部破片しか発見されて

いない。第 3 トレンチから， 13• 4• 14• 5• 6• 7• 15トレンチ問は，調壺工程の関係から

トレンチ調査しか実施しておらず，掘り残しがあるため他の破片が残存していた可能性もあ

る。 (43)の頸部破片ぱ石室内授乱土から発見されたが， （図版29-1)墳丘外表面に散布し

ていた可能性がある。もう一点短かい口縁をもつ甕 (42)がある。これらの破片は，周溝を埋

めている黒色土二層目より下の黄褐色粘士層中より最も多く出土した，これより上層からは少

なし 'o

墳丘盛士および旧表士（黒色上層）から弥生式土器片などが出土しており，石室掘方西方部

分で弥生式士器を含む方形住居址の壁溝および柱穴が検出された。 (3号住居址の項目参照）

• 
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く出土遺物＞

出土した遺物を列記すると次の通りである。

(1) 土器須恵器63個休，土師質土器 7個体，近世陶器破片。

(2) 武器鞘尻 1, 釘 1, 鈍 1, 鉄銃 4, 刀子15。

(3) 農工具鍬（錮）先 1。

(4) 馬具杏葉2' 鞍金具 1, 留金具 1。

(5) 装身具 勾玉 3, 切子玉 2, ガラス玉20, 士製玉21。

① 須恵器（第21~27図）

出士須恵器総数は 63点にのぽる。そのうち実測可能な 56点を掲載した3 器形は杯蓋・杯身

• 高杯・短頸壺蓋・短頸壺・甕• 平瓶・提瓶・瓦泉・鉢である 3 有蓋杯は総数28点と最も多く，

又，器形の形態的特徴を把握しやすいことから A•B の 2 分類を行なった。

杯 蓋 A類 Cl~s) は口径11 . 9~13. 5cm• 器高3.8~4.2cmを測る。さらに糾別

すると (1)• (5)の如く天井部が平で，体部との境に稜線を有するものと，稜線が認めら

れず，天井部が丸味を持っているものとである。 Cl~s) の天井部は全てヘラ削りが行なわ

れ，休部及び内面は横ナデの整形である。ヘラ削り方向は 1• 6• 7 が右廻りで， 2• 3• 4 

• 5• 8が時計廻りである。

(1)は 1号陶棺下より出十ムした完形品である。口縁部はややくびれて口縁端部は外反して

いな内面は灰色で，外面は灰色～灰白色を呈し，表面はやや荒れている。 (2)は (1) と

同様 1号陶棺下より出士した完形品である。内外面とも灰白色を呈し，やや軟質な士器であ

る。 (3) も (1)•(2) と同様 1 号陶棺下より出上したほぼ完形の土器である。内面は灰色

で，外面は灰色～青灰色を呈している。胎士焼成ともやや悪い。 (4) は (1)~(3) と同

様 1号陶棺下より出上した完形品である。口縁部は (1) と同様にややくびれて口縁端部で外

反している。内外面とも灰白色を呈し，胎土にはやや砂粒が多い。天井部に IX-~ リの白色の

ヒダスキ文様がみられる 0 (5) は (1)~(4) と同様 1 号陶棺下より出士した整形良好な

完形品である。口縁部は (1)•(4) と同様くびれて口縁端部でわずかに外反している。内面

には斜め方向のハケ H痕がみられる。色関は濃灰色を呈し，一部天井部で灰白色を呈す。胎土

焼成とも良好である。

(6)は 1号陶棺と 3号陶棺の問より出士した整形良好な完形品である。濃灰色を星し，内

外面には黒色の斑点ができている。焼成良好な土器である。杯身 (16) とは同様の胎土焼成で

セットである。 (7)は奥壁南よりから出土した 2/3程度の破片である。口縁端部はやや内傾

している。内面は淡灰色で外面は灰白色～淡灰色を呈す。焼成はやや悪い。 (8)は 2号陶棺

下より出士した整形良好な完形品である 3 外面は灰色～濃灰色で内面は灰色を呈す。胎土には

やや大きい砂粒を含むが，焼成良好である。

B類 (9-14) は口径10.3~10.Bcm, 器高3.1~4. 1cmを測る。口径に対して盟高が高い特徴

が認められる。
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書
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整形は天井部ヘラ削り，他はヨコナテ整形である。

(9)は 1号淘棺と南西側壁との間に出士した整形良好な完形品である。天井部に 1本の凹

線が施され，口縁端部はやや内傾している。内外面とも濃青灰色で断面は淡赤褐色を足す。胎

土焼成とも艮好である。 (10)は (9) と同様 1号陶棺と南西の側壁との間で出土した整形良

好な完形品である。内外面は淡青灰色で断面は淡赤褐色を呈す。内外面に幾分大きい砂粒が認

められるが，胎土，焼成とも艮好である。杯身 (23) とは同様の胎土焼成でセットである。

(11) は (9)• (10) と同様 1号陶棺と南西の側壁間で出士した歪みが大きい完形品である。

外面は黒灰色で内面は濃灰色を呈す。焼I皮良好である。 (12)疾道部南よりで出土したほぽ完

形品の士器である。外面は灰色で，内面は濃灰色を星す。胎士焼成とも良好で，断面で淡茶色

を畠す。胎士焼成とも艮好で，断面で淡茶色を呈す。 (13)は (12) と同様羨道部南よりで出

土した口縁部欠損の七器である。内外面とも涙青灰色で断面では赤褐色を呈す。胎上焼成とも

良好な上器である。 (14)は2号陶棺聞面より出士したほぼ完形の士器である。内外面とも灰

色～灰白色を呈し，断面では茶褐色を星す。胎上焼成とも良好である。

杯 身 A煩 (15~22) は口径10. 7~11 . 4cm, 最大径l3.0~l3.5cm, 器高3.4~4.3

cm を測る。立ち上りは0.6~1.0cm程度のものである。さらに細別すると 17~19の如くやや原手

で，受部がやや上に寸ち上っているものと，やや薄手でシャープなつくりものである。天井部

は全てヘラ削りを行い，体部及び内面はヨコナデ整形である。

(15)は1号陶棺と北東の側壁との間より出土した整形良好な完形品である。立ち卜．りは 1

cm程度で内傾している。内面は濃灰色を呈し，外面は灰白色で一部自然釉がかかり，｝器表面は

やや荒れている。 (16)は (15) と直って出土した完形品である。立ち上りは 0.8cm程度で内

傾している。器形全体1まシャープなつくりである。内外面とも灰色～灰肯色を呆し，黒色のSll

点が認められる。焼成fi』騒好である。 (17)は 1号陶棺下より出土した整形良好な‘応形品であ

る。作りはやや厚手である。内面は淡紫灰色で，外面は全面に緑色の自然釉がかかっている。

胎十．焼或良好な士器である。 (18)は (17) と同様 1号陶棺―卜より出土した完形品である。立

ち上りは 0.5cm程度で内頑している。底部はヘラ肖lJり後，指顕圧痕による凹凸がみられる。内

外面とも灰色～濃灰色を品す。 (19) は (17• 18) と同様 1号陶棺下より出土した完形品であ

な (17• 18) と同様の厚手のつくりで立ち上りは 0.6cm程度で内傾している。外面底部は灰

白色で，体部は灰色を呈す。内面は淡灰色である。胎士には比較的大きい砂粒を含む。 (20) 

は (17~19) と同様 1 号陶棺下より出土した整形艮好な完形品である。立ち上りは 0.6cm 程度

で内領している。内面は淡紫灰色で，外面は淡h―色を星す。胎土に砂粒多いが焼成良好であ

る。 (21)は2号陶棺前面より出土した古程度の破片である。立ち卜りは 0.8cm程度で内領し

ている。内外面とも淡灰色を呈し，胎土には砂粒が少ない。 (22)は羨道部より出土した+程

度の破片である。立ち卜上りは 0.7cm程度で内頑している。内外面とも灰色を惜し，胎士に砂粒

がやや多い。

B 類 (23~28) は口径 9. 3~10. 8cm, 最大径11~12.5cm, 悟高 3.5~4.0cmを測る。立ち上り
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は0.3~0.6c叶程度である。さらに細別すると (25• 26) の如く口径が10cm以上で，やや径の大

きいものと，小形のものとに分類できる。底部のヘラ削り痕は不明瞭なものが多い。

(23)は 1号陶棺と南西の側壁間より出土した幣形良好な完形品である。立ち上りは 0.5 cm 

程度で内傾している。内面は濃青灰色で，外面は灰色を呈し一部に自然釉がかかっていか胎

ーートに比較的砂粒が多いが焼成良好である。 (24)は (23) と同一の場所より出土した‘応形品で

ある。最大径12.4cm, 最小径 10.2cmと大きく歪んでいる。立ち上りは 0.5cm程度で内傾してい

な内外面とも濃灰色～黒灰色を呈し，断面では淡赤褐色である。胎七には幾分大きい砂粒を

含んでいな焼成良好な十．器である。 (25) は (23• 24) と同一の場所より出土した幣形良好

な完形品である。立ち上りは 0.6cm程度で，協形全体がシャープなつくりである。内面は淡緑

灰色で，外面は青灰色を呈す。胎上焼成良好で，断面淡赤褐色を呈す。 (26)は 3号陶棺前面

でほぽー個体分が破片となって出七した。すも上りは0.4cm程度で内傾している。 内外面とも

青灰色を足し，胎七焼成とも非常に良好な土器である。 (27)は芙道より出上した完形品で

ある。立ち上りは 0.6cm采早度で内傾している。 内外面とも灰白色で全休に黒色のJ丸点がみられ

る。焼成良好である。 (28) は没道部攪乱層より出土した—日程度の破片である。立ち上りは

0.5m程度で内姐している。／灰白色を呈し軟質の上ぜよである。 胎土はきめ細かい。

高 杯 1号陶棺下及び北東の側壁間より 3例，災道部南よりで 2冽，北よりで 1

例の計 6例が出士しにともに無器底坪である。

(29)は 1号陶棺下より出土した完形品である 3 杯部には 1本の凸帯状の稜線が認められ，

5cm 

A 類

4 

3 
0 坪妬

△ t不身

I' 

器I≪径

I 
I 0 11 12 13 1 4 cm 

"" " 

表 1 須 恵 器 法 量 表
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脚部は中央の一本の浅い凹線を境に＝方向に透孔を二段に穿っている。器壁内外面ともヨコナ

デ整形を行なっている 3 色調は灰色を呈し，外面の半分には自然釉がかかっている。胎土に砂

粒が多いが，焼成良好である。 (30)は 1号陶棺下より出土した完形品である。杯部には 2本

の断面三角形状の凸帯が明瞭であり，器形全体はシャープな作りである。脚は中央に 2本の凹

線と脚ード端に一本の浅い凹線を施している c 外面はヨコナデ整形で，一部脚中央部に斜方向の

ナデ痕が認められる。内面はヨコナデ格形で，脚内面の上端にはシポリ痕が認められる。脚部

に透孔はない。色調は濃灰色を呈し，部分的に黒色を呈している。胎士焼成とも良好である。

(31)は 1号陶棺下より出土したほぽ完形の土器である。杯部中央には 1本の断面竺角形状の

凸帯が明瞭であり，杯部下端にも稜線が認められる。脚は中央に 2本の浅い凹線を施し，凹線

を境に120度の角度で 2方向に 2段の切込みを穿っている。内外面ともヨコナデ整形を行ない，

脚部内面の上端ではシボリ痕が認められる。色調は灰色～濃灰色を呈し，内面では自然釉がか

かっている。胎士に最大 511!11! 程度の砂粒を含む。 (32)は美道部の南よりで出土したほぼ完形

の士器である。 (31) とほぽ同形同大の器形で，脚の切込みは90度の角度で 2方向に穿ってい

る。色調は灰色～黒灰色を畠し，焼度に普通程度の土器である。 (33)は美道部の北より出土

した杯部である。脚との接続部分は磨滅しており，脚部欠損後の坪部のみを転用して使用した

とみられる。色調は灰白色で，焼成悪く軟質である c 胎十ーは砂粒が少なくきめ細かい。 (34) 

は炎道部の南よりで出七した小形の高杯である。坪部には 2本の凹線が施されている。脚部に

はヨコナデ整形が認められるのみである。色調は外面で濃灰色，杯内面は灰褐色を星し，全体

に自然釉がかかっている。胎士には砂粒が幾分多いが焼成良好である。

短 頸壺 蓋 (35)は 1号陶棺―ドより出士した完形品である。やや肩の張ったつくりで

天井部は右方向のヘラ削りを行ない，他はヨコナデ整形である。色調は灰色～濃灰色を呈し，

一部黒光りしている。胎土焼成とも良好である。 (36)は一号陶棺下より (35) と接して出土

した小形の完形品である。外面の天井部はヘラ削り，他はナデ整形である。口緑部はややくび

れて口縁端部では外反している。口縁端部内面には断面三角形の稜線がみられる。色調は灰色

を呈し，胎土良好である。 (37)は炎道部より出士した完形品で (36) と同様の外面整形であ

る。 1---1緑端部はくせがなく丸味を持って終っている。色調は淡灰色を望し，表面はざらざらし

ている。砂粒は幾分多いが，焼成良好である。

短 頸 壺 (38)は 1号陶棺下より出土した完形品である。胴部中央より，口緑部にか

けてはヨコナデ整形を行ない，胴中央部より底部にかけて右方向のヘラ削りを行なっている。

胴中央部には 1本の凹線を施している。）火～灰白色を吊し，胎士にはやや大きい砂粒を含み幾

分軟質な士器である。器内には鉄製刀子 (71)が入っていた。 (39) は 1号陶棺下より出土し

た小形品である。胴中央部~r-1 縁部はヘラ nu りを行なっている。灰色を呈し，焼成良好な土器

である。胎土には砂粒を幾分多く含む。

長 頸 壺 (40)は奥壁と一号陶棺の問より出土したほぼ完形の士器である。胎土に

は砂粒を幾分多く含む3 頸部に 2本の凹線を施している。胴部には上端に 1本と中央部に 2本
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の凹線を施し，この間に仕ii描刺突文を斜方向に施している。胴中央部より底部にかけては右方

向のヘラ iりljりを行なっている；色調は灰色を畠し，上端には自然釉がかり，焼成良好である。

胎土にはやや砂粒を多く含んでいるが優秀品である。

台付長頸壺 (41)は器全体が破片となり，石室内の 4ケ所程度に散乱して出十．した。

脚の一部破片は 1号陶棺と 2号陶棺の間に浮離した状態で出士し，胴部片は 1号陶棺と 3号陶

棺の問で一点， 3号陶棺の脚下より数点出土した。他しま茨道部南より散乱して出土した。頸部

には 2木の凹線を施し，胴部には上端に 2本と中央部に 2本の凹線を施し，その間にヘラ描‘ド

行線文を施している。胴部内面の下端では脚部の接合を強固にするため同心円のタタキを施し

ており，他ではヨコナデ整形である。脚部には三方向に透孔を穿っており，色調は淡灰色を星

し，口縁部の一部には自然釉がかっている。胎土にはやや砂粒が多いが，焼成良好である。脚

下半部には断面三角形状の凸帯を施し，脚端はくせなく終っている。

甕 (43) の一部は羨遣部捲乱部分より出十．したが，他の破片は全て周浪内の

出土である。 (42)は口縁部の飯片のみである。口頚部は直立し，口縁端部で外反している。

内面は頸部下端より胴部にかけて同心円のタタキを施している。外面はヨコナデ整形である。

色謁は灰色～濃灰色を呈し，胎十焼成とも良好である 0 (43)は頸部破片 2}ば・胴部破片74点

が出土した。口縁端部は小破片のため全体的な器形の把据は困難である。頸部は除々に外反

し，口縁端部で折返して豚みを持たしている。口縁部下端に 2本と頸部中央に 3本の沈線を施

し，その間に斜方向の櫛描刺突文を施している。頚部下端にはクシナデの幣形を行ない，頸部

内面にはヨコナデの整形を行なっている。胴部外面には平行タタキを施し，内面には同心円の

タタキを施している。色調は灰色を呈し，胎七に砂粒を含み，やや軟質な土器である。 (44) 

は口縁部と胴部の破片である。口縁部は頸部より除々に外反し，口縁端部では折返して厚みを

持たせている。頸部から口縁部にかけての外面は 3 ケ所等間隔に 2~3 本程度の凹線を施して

いる。さらにその問の 2ケ所に櫛描波状文を施している。頸部下端より胴部にかけての内面は

同心円タタキを施し，胴部外面には平行クタキとヨコナデの整形を行なっていか色調は灰色

を望し，外面には自然釉がかかり焼成良好であるっ胎＿十にはきめ細い砂粒を含んでいる。

平 瓶石室内よりrlt7例の出土をみたが， 1号陶棺と南西の側壁間より出土し

た (48)は盗難にあった。

(45)は 1号陶棺と奥壁間より出土した完形品である。頸部に一本の凹線を施し，胴部中央

より底にかけては右方向のヘラ削りを行なっている。底部は丸味を持ち，胴部に稜線はみられ

ないが，肩部がやや張り気味である。色調は灰色～濃灰色を星し，砂粒が幾分多い。 (46) は

1号陶棺下より出土したやや大形の完形品である。口頸部はヨコナデ整形を行ない，胴部では

クシナデ整形を行なっている。胴部下端より底部にかけてはヘラ削り後クシナテ整形を行なっ

ている。胴部上面には径 1.4cm前後の円形の粘土を 2ケ所に貼り付けている。さらに中央より

二本の凹線を一単位として 3ケ所に施し，その間に斜方向の櫛描刺穴文を施している。胴部は

やや偏平で，安定惑のある土器である。色調は灰色で，普通程度の焼成である。 (47)は 1号
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陶棺と南西の側壁問より出土し，口縁部が一部欠損している，頭部には 2本の凹線を施し，胴

上半部にはクシナデを行なっているっ底部は右ガ向のヘラ削りを行ない，他はヨコナデ整形で

ある，底部は丸底で胴部には稜線はなく，丸味をもっている。色調は灰黒色～赤褐色を呈し，

會

ヽ

一部に自然釉がかかっている。胎土焼成とも良好である。 (49) 2号陶棺前面より一個体分が

破片となり出士した。頭部と胴部の境に一本の浅い凹線が施されている。口縁部より胴部下端

及び内面はヨコナデ整形を行ない，底は右方向のヘラ削りである。胴部最大径はほぽ中央で丸

底である。色調は灰色を呈し，普通程度の焼成である。 (50)は淡道部より出土し，口縁部が

欠損している。頸部より胴部にかけてはヨ:::,ナデ整形を行なっている。底部は 4cm程度の平底

で一部ヘラ削りが認められる 3 胴部上端には「Xj 印のヘラ記号がある。色調は青灰色を星

し，一部自然釉がかかっている。胎土，焼虞整形とも良好な土器である。

提 瓶 (51)は 1号淘棺下より出士した完形品である。顕部はほぼ垂匝で，中間

に一本の凹線が施されている。胴部の両肩には径 0.8cm程度の凸起が貼り付けられている。色

謁は青灰色～沃赤褐色を呈し，頭部より胴部にかけて自然釉がかかっている。胎上焼成とも良

好な土器である。 (52)は淡道部前面で腺 (55) と璽って出土した大形品である。口縁部内外

面はヨコナデ整形され，頭部に断面三角形の凸線が一本施されている。口縁端部は外反して丸

味を持っていな胴部内面は同心円の叩目が施され，外面には一部i円行に叩目がみられる。胴

部両肩には森状の取手が付いていたとみられる。外面は灰色～黒灰色で，内面は濃灰色を呈し

ていな胎士に幾分多く砂粒を含んでいるが，焼成良好な土器である。

暉 (53) は 1号陶棺より出土したやや小形の完形品である。胴部卜．端より

ロ縁端部にかけてはヨ：：：ナデ整形を行い，胴中央部より底部は右方向のヘラ削りを行なってい

る。口緑部は外反し，口緑端部ではやや丸味を持っているっ胴部l:端は幾分はっており口縁部

下端に 2本の凹線が施されているっ色調は濃灰色を呈し，一部黒光りしている。胎土焼成とも

良好である。なお底部には一本のヘラ記号がみられる。 (54)は2号陶棺下より出土した。外

面は底部をヘラ削り後にナデ格形を行なっている以外は (54) と同様の整形を行なっているっ

凹線は口縁下端と胴卜．端に一本，頭部に 2本施されている。胴部が他の 2例にくらべてやや大

きく，安定惑がある。色調は灰色～灰青色を呈し，胎土には砂粒がやや多く，表面はざらざら

している。 (55)は淡道部より大形提瓶 (52) と碩なり出--!::.した。外面ば (53) と同様の整形

を行なっている。口縁端部は他の 2例に比べてシャープなつくりである。口縁部下端と胴部上

端に 1本の凹線が施されている。色調は灰色を呈し，やや軟質な土瑞である。

鉢 (56)は周構より出土した十程度の片口を有する破片である。内外面はヨ

：：：ナデ整形を行ない，外面ド端では指頭1£痕による凹凸がみられる。色調は灰色～青灰色を呈

し，胎虹こ砂粒が少く良好な土器である。

② 土師質土器（第27図）

杯 蓋 (57)は 1号陶棺と 2号陶棺の間に浮離した状態で出士した半分程度の破

片である。天井部は右方向のヘラ削りを行ない，口緑端部及び器壁内面は，ヨ：：：ナデ整形を行
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第25図 1区古墳出土土器 (5) （も）
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書

｀ 

なっていな淡赤褐色を呈した軟質の土器で，胎土には砂粒を幾分多く含んでいる。

杯 身 (58)は2号陶棺下・ (59)は羨道中央部より出士した。内面はヨゴナデ

整形を行なっている。外面は荒れており，整形不明である。 (58)• (59)はほぽ同形同大で

あり，立ち上りは内頑し，受部は横方向である。胎士焼成とも (57) と同様である。

坑 (60)は美道部より出土し，口縁部が欠損している。塊として扱ったが，

杯蓋の可能性もある。辟内外面とも荒れており，整形は不明である。赤褐色を呈した軟質の土

熙で，胎土にぱ砂粒は少い。

短頸壺蓋 (61) は羨道部中央より出士した完形品である。外面は剣離により整形は

不明だが，内面はロクロ痕が認められる C 口縁部はややくびれて，口縁端部で外反している。

淡赤褐色を呈した軟質の士器である。

③ 武器（第28• 29図）

鞘尻 (62)断面形は倒卵形で，全長4.lc翫，内径は2.55cm X 1. 4cm ... である。内面には木質が一

部付着している。緑はやや厚くなっている。長さ7.3cm, 巾4cm, 限さ1.5mmの鉄板をまるめて

環状部を作り，倒卵形の鉄板で蓋をして作ったものであな鉄製であるが一部に緑錆がみられ

るところから金銅張であった可能性がある。外面の一部に布痕がみえる。

釘 (63)鉄製で長さ2.3cmやや隅円方形で平坦な頭がつき2.5iJ!111の方形断面の釘である。先端

部は折曲っており，対象物の厚さは約 1.8cm前後と考えられる。ちょうど柄のI厚みに近いので

目釘の可能性がある。

鐸 (64)金銅糾品で，表面に錆と泥が付済しており無理にはがすと欠けたり剃離したりす

るe 一部で金の表面を露出させてみたところやや自っぽい金色で，表面には鑢で窮いたような

細かい線がみられる。全形は8.6cmX6.5cmの｛到卵形でバチ形の透孔が 6個ある。中央部に3.25

cm X 1. 9cm倒卵形の茎柵孔がある。厚さ 21/lかで，縁の部分は 41111/lと厚さを増している。

刀子 (69~84) 15点ある。完形品は少なくて巾0.9cm~l.5cm程，全長11.3c加 (69) が一番長

ぃe 欠損しているものでも推定全長14~15cm以内の小形のものばかりである。 5 1111/lも砥ぎ滅り

しているもの (73)があってかなり実用的なもので武器とするよりはエ具とした方が良いかも

知れない（註）。 (69• 71• 77)には鉄製の鉗がついている。他にも剣落してしまっているが，

(72• 76)などは木質部の残り具合から i相がついていた可能性がある。 (84) は剥離した鉗祖

である。鋪や木質部の保存のため，関についてはあまり観察できなかったが，刃凋だけのもの

(72• 78) もあるが，他は両僕］らしい。 (77)だけは茎部と刃部が直線的にならず曲っている

形式のものである。すべて鉄嬰品である，

（註） 今井庇「木工技術 JH本の考古学V 古墳時代下河出渇房昭和41年

① 農工具（第29図）

鍬（鋤）先金具 (85)9 5cm X 3.2c況で刃部は半円形であるが，先端は使用により減ったもの

か直線的になっている。ート面からみると弧状を示しており 6H程の折り返しが左右の部分のみ

つく。鉄製品である。古墳築造に役に立っただろう。
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⑤ 馬 具 (28図）

杏葉 (86• 87) 4片あるが (87)は3片を合成復元した。心葉形で立聞のついたものであ

が中の透し部分は上・下から突出しているので三葉文に推定復元してみたが心葉文かも知れ

ない（註）。 7.9cm X 9 cmの大きさで，厚さ約 1mmの鉄板に透しをつくり表に金銅張を施して

いる。透しの部分は一段低くして文葉を浮出している。そののちに上下左石に各 1個づつと立

聞の部分に 1個，合計 5点の鋲を打っている。鋲の頭断面は半円形で全長約 1cmあり，裏側に

は約 6llt1ll程突出している。鋲は頭の部分だけ金銅版にしている。金色は黄味がかったものであ

る。

鞍金具 (88)巾約 7慌m, 歴さ約l.5mm~2 血の鉄板に， 1 cm-l.3cm間隔に小鋲を打ったもの

で直線的なものと孤を描いているものがある。裏面に黒漆が付済しているものがある。鋲の頭

は直径 4mm, 高さ 1.511!況の半円形断面で裏側に 2111m~4 mm程突出している。端部を斜に切った

末端部と考えられるものが 3 、r、't、 (88-43~45) ある。この鉄片は全部で45点あり，鋲のついて

いた部分が全部で99ケ所以I温忍められるつ 45点の長さを合計すると， 125.22cmとなる。鞍の緑

金具外縁だけの延長は前輪で約60cm, 後輪の分を加えたら一個体の鞍が存在したことが予想さ

れる。 （図版37-2参照）

留金具 (89)長方形の一端が丸く齊曲している形式である。巾 2.1 C汎，長さ 2.7 cm厚さ 0.12

Clll, 半円形断面の鋲が 2個ついている。鋲の先端部は折曲げられているつ鉄地金銅張製品であ

C

、る

（註），後藤守ー「上古時代の杏葉に就て」日本古代文化研究 昭和17年

R 装身具（第30図）

勾玉， 3 点ある。 90• 91は緑色を呈す，碧玉製で一対のものである。いずれも片側穿孔だ

が，穿った側が異なる。 90 は長さ 25.5mmで，孔径は l.5mm~3mmである。 91 は長さ24mm, 孔径

はl.5mm~3.2mmである。全体の形は C 字形である 0 94は良質の瑚瑶製でコの字形をしている。

長さ3.8cm, 孔径は 2mm~3.5mmで片側穿孔である。

切子玉， 2点ある。水晶製断面六角形で片側穿孔である。小口面は使用による損低のため，

細かく欠けている。 92は長さ2411tm, 93は長さ27mm。

土玉， 21点ある。直径 6mm~8 mmの杯状の粘土を， 4~5 11!"1の歴さで輸切りにし焼ヒげたも

ので，中央に約 1筑視の孔が穿ってある。表面は漆黒色を呈し，艶のあるものもある。胎土は非

常にきめ細かな土で赤褐色に焼けている。水分が多いときは軟質であったが，乾燥したらやや

碩質である。図化しなかった。

ガラス玉， 21点あるが 3稲類に分類できた（図版38)図化しなかった。

A類， 1点だけである。直径 3.8mm, 厚さ2.2mmで， 0.9mmの孔がある。消青緑色，餓質であ

る。

B 類， 4 点ある。直径 6.2mm~? mm, 厚さ3.9mmで， 1.5mmの孔がある 3 表面は濃緑色だが，

割れ口は青色を呈す，非常に危弱ですべて割れてしまったが， 3個だけは接合することができ
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て写良撮影てぎたっ

C 類， 16点ある。直怪6.2111111~10 .5111111, 厚さ4,5111111~7. 5Hで直径1.s111n~3 fl/IIの孔がある。大

きさは不揃いである。糾色であるが，色の薄いものから濃いものまであり，表面にぶつぶつと

小さい穴があり，なめらかでない。穿孔する両面は，平坦に研磨されている。

勾玉90• 91, 切子玉92• 93, 土±21点，ガラス玉A•B 類 5 点の合計30点は 1 号陶棺棺内。

勾玉94, ガラス玉C類，合計17,点は 2号陶棺付近より出上した，

◎□ 
R口゚

◎
U91 

Q
 

〇、言
90

。゚
5cm 92 93 

94 

第30図 1区古墳出土装身具． （す）

． 

亀
一

4) Jヽ、結

1区位」、生時代の遺枯では中期末～後期未にかけての，住居址 3• 溝状遺楷4を検出した。 1

号住居址は火災による廃棄，建て替えと複雑な状況を示し，発掘調査の精緻さを要求される遺

構であった。さらに圧居址内には貯蔵用とット，中央ピットよりの小溝，ベット状追描など特

異な遺構を伴なっていた。中央ビットより南に延びた小溝は，すでに報告された津山市押入西

遺跡，野介代遺跡の住居址内の溝と同頬であろう。

1・2号住居址の中間の南斜面上に検出した溝状遺楷は暉述の押入西遺跡等の冽から，南側

に付属する遠構を伴なったものと考えられる。しかし発掘調脊範囲が限定されているため逍構

相且の関連及び広がりを充分に把握できなかった。

本古墳は南に派生する丘陵尾根の移線よりやや下った東斜面に，東南に聞Uした横穴式石室

を内部上体にもつ。墳丘は直径22m~l8m の楕円形で，構築にあたっては斜面の高い方を閲涅

状に掘り込み，墳丘盛土としている。石室は地山を掘り下げた土渫内に造られ，玄室中心点が

ほぼ墳丘の中心となる。石室土堀の掘削を行ない石室描策をしてから尚涅部分を掘り，盛り土

としているが，それらに先だって内側溝によって古墳の占地を決定するなど計画性がうかがえ

る。

周涅出士の裂は破砕されており完形をうかがうことがでぎないが，葬送緞礼の一端をしめす

ものとして示唆的である 3 鉢は片口のついたものであり，古備前描鉢を思わせるが，周沌より

甕どともに出土しており，本古墳とかかわりをもつものとしてとらえたが，類例を知らず疑問

が残る。

石室内に 3個の陶棺が直かれていた。石室は最下段の一列だけを残すまで破壊されながらも

1 号陶棺付近の逍物などは原位置のまま出七した。 2• 3号陶棺は棺身部奥の半分だけは破損
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坪 虹 柑出士位囮

I I王類

I 

1 号陶棺 IA,D,E, (I) 馬 具
, I I刀子

I宝類
2 号陶杵', I G (I¥ i鍬先，

刀子_____ , - --- - -- ---- - ---

B 
i鉄姦
刀子

備 考

6皿紀末葉～

A類

'~-----一
7罰紀初頭

゜ C 古！

――1-- -—-! —-- -----一--

I 号陶附 (C新， F, H) 
I ! 

i I : 

゜
刀 子

B類， 

i_ -- --

表 2

＼＇ 
r
¥
 

7) 子

7 ill: 紀的予

B

園
□
9:
＇：＇]

ロ：＇：＇]

A
[
□
□
こ
F

c
 

・--

石室内出土直物分類圏係

i 

_i 

を受けながらもかろうじて原位置に置かれていた3 石室内前半部は床面から最近の陶磁器類が

検出される程までに樅乱されており，失なわれた遺物もある。 2• 3号陶棺破片は第 7トレンチ

の石の状況などから， この古墳の石材を甘的としてかなり以前に控乱を受けたと思える。（註）

その後20年程前にこの地を耕作していた人がゴポゥ掘りの折石材に当り一部掘ったという a

石室内遺物の出士位慨はA~I までに分類した3 以下被非者との関連を考えながらのべてい

きたい。確実に 1号陶棺の副葬品としてあげられるのはDとEである。 Aは 1号陶棺葬送儀礼

のため懺かれた特別なものと考えたい。 Bにおいて杯身 (16〉とセットになる (6)が， 3号

陶棺の脚の横にあることから 1号陶棺とは別の時点で置かれたと考えられる。 Cでは 7以外は

すべて床面より高い位樅で発見され台付長頚壺の新しいグループと，古いグループに分けられ

る。 C新といま，

れる。

3号陶棺追葬時に動かされたもので， C ・古は 3号陶棺以前のものと解釈さ

2号陶棺追葬時にはGが副葬された遺物だが攪乱を受けているため， これがすべてではな

い。 B及びCから出士した坪蓋 (7) は，あるいは 2号陶棺の時点の可能性もある。 3号陶棺

の追葬時に移動を受げた遣物 (C 新• F• H)はあるが副葬品とされるものは見当らないc

羨道部と考えられる Iでは杯A類， B類に所屈する土器類が出土している e 提瓶 (52)聡

(55)は瑳前祭の一端を示すものでなかろうか。］）子が一点出士していることから，羨道部追

葬の可能性も考えられるが，攪乱がはげしく積極的に主張できない。

装身具は玉類が 2組検出されただけであるが刀子の多いことは注目される。被葬者一人につ

き複数所持した例とすべきか，一棺多数埋葬か， にわかに決しがたい

註 この丘陵：文江戸時代前期，津山藩森家と松平家との交替期に大々的な開墾が行なわれたという c 主と
やまはた

して畑地（現在山畑という俗称がある）となっており，この丘陵一帯は石材を産出せず，古墳の石材ぱ掘り

出されて利用されたのだらう。そのためか現在この丘陵一帯で墳丘の確認でぎる古慣1ま，津山市浄水場北の

三角点の円墳一基だけであな埴輪）ヤが採策でき後期古墳である（第1図17狐塚古坦）。また，浄水場の配
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水池を造るときに数基の古広が存在したという話もある。今回の調査でよ 2区で陶棺の小片が出士し，さら

に2区の西方の丘陵上で以前陶棺が出土しとといわれている。本古墳の立地する尾根つづきで， 20m程西南

の所からも古墳が発見されたといわれ石材が散布していfこかってはこの丘悛一帯に古墳群が存在していた

と考えられる。
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第2節 2 区の概要

1) 位置・層位

會

2区は 1区に西隣する丘陵上にあり，両調杏区間の直線距離は約 200mを測る。調牡地は尾

根の東斜面に開析された凹地部であり，海抜126m-128mを測る。丘陵南側平地部よりの比高

は30m-35mである。調杏経過は第 2章でふれているので省略するが， 2区の調査は諸種の条

件により未調在部分が存し，極めて不充分なものであった事実は第33図の遺構配置図が物語っ

ている。両丘陵の問には谷が存し，谷部は試掘坪掘版25(第31図）を設定しえたのみで未調牡

である。

なお，両調査区と谷部の突き当り部，三角形に結ばれる北の地点（第 2図）で10年ほど前に

仇生式士器片，石斧等が採集され，現在津山市教育委員会が保管している。

調在は 5叩グリッドを設定し，約 450而を発掘した。結果，表 4に示すごとく，弥生時代の

石詰土壌 3個，年代不明の炉 5個，古墳時代後期住居址 1個，平安時代末期～中世の石詰土猥

1個，小掘立柱建物址？等を検出した。

北舷

)i: 

＼ 

＊ :!I. i. 二
w 7 E 

I 1 ＼ 2 

I 3 

東岐

N \_..__—~L.____il 

¥ 
＼＼ 

J
 r 

s
 

＼ ＼ 

．． 

/ 
戸—-—-~

¥ s I 

1ロ I 

r . - --1 
i 7 ~:I 

；、；そ,,,

\~ 三＾了
I 

4
 

I. 耕 :I.
2. 坂い色枯l:lri
3. 淡,.反色粘 l:ipi
4. I、1-ii'i色枯 l・！怜？い
5. し1-i,'f色微砂村， J:li'i
6. ;:J訊．＇，じ色シ＇し｝•

(I'l'I 小指）~v砂''"混ベ
|、 'ri ィ散/i'l;;Jし'Ji,1, f・ li'i I 

＼ 

7. 灰聞色枯 I・.'竹
8. り灰1・1色帖 I

。

') 
~ 
戸

Im~ a 

4
 

＼
 

第31図 2区坪掘 No.25断面図 (1/40)

本地区の地形は第32[郊の如く傾斜面の凹地部であり包含層は数層に分離される。 （第34図）

下層の黒色粘土層中には弥生時代後期から占墳時代前期に属する遺物が含まれている。

第34図土層名，①耕土祠②賠黄灰色砂質泥土③黄赤色砂質粘土層④淡茶褐色砂質粘土層⑤淡

灰褐色粘士層⑥灰褐色粘七層⑦淡褐色砂質粘士層⑧灰褐色砂質粘士層⑨黒灰色粘土層 (6~

7世紀代）⑩黄黒色砂質粘土層⑪黒色粘士層（混小礫，炭）⑫黒色粘土層
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2) 遺構

(a) 石詰土壊（第33図，第35図，図版42)

石詰士痰 1内には径 5cm~20数 c煎の河原石が60数個つめられている， 卜．面は数十虚以上の削

、ドが考えられる。河原石に混じて弥生中期土器が数片検出された。石詰土壊 2 中には径 Scm~

20c元大の河原石が30数個存在する。出士士器は第36図 2~6 の他，数点の破片があり，弥生中

期中葉に属するものである。石詰士猥 3の掘り方は一部しか確認できなかった。本土壊内にも

30個前後の河原石がつめられていた。当初のトレンチ発掘の際，出士した土器片（第36図1)

は本土壊に伴う可能性があると推定される。東西断面壁を削り出す際に直上で弥生後期土器片

が出士した0 (第36図9)

(b) 溝 l (第33図）

溝 1は地形の凹みに沿って掘られたものと推定される 3 出土土器は数点の小飯片しか存在せ

ず，溝が形成された時期を決定するのは危険であるが，弥生後期～古墳時代前期に属するもの

であろう。

(C) 住居址及び炉（第33図， 1,,:1版43)

発掘区北東部で検出された遺構で平面方形の住居址と推定される。北西コーナーの一部のみ

の検出であるが壁帯部が残存し，北辺部で周溝が確認されている。周溝部で第37図 1に示した

杯が出士した0 6 世紀末薬~7 世紀初頭に比定される。木来は 4 本柱と推定される。作り付け

カマドの痕跡は認められなかった。炉 5とこの住居址との関連は不明である。同時期に属する

住居址は上相遺跡（中縦報告 1参照）領家遺跡，天神原遺跡（報告予定）例で大半はカマドが

付設されている。炉 1~炉 4に関しても年代は不明である。熱残留磁気による年代分析は行な

っていない。

(d) 石詰土塙 4 (第33図，第35図，図版44)

本士墳ヒ半部では遺物は最上面で出土した天腿通賓 (1017年鋳造） 1点だけで士器片は存在

しない。下半部には約100個の河原石が土壌底面から蕗然たる状熊で三里に積まれている。河

原石に混じって数片の十器が出土した。 「勝1且焼」 （後述）破片も認められ，本土撰の上限年

代は平安時代末期に比定される。墓としての機能を証明する根拠は何ら存在せず，用途不明の

土壊と言わざるをえない，

(e) 掘立柱建物？（第33図，図版40• 41) 

検出した柱穴は約190個存在する。いずれも f面怪10c冗 ~30cm前後の小柱穴である。建物と

してのまとまりが考えられるのは 2棟分である。若千の疑問点も残るが一応建物として扱って

おきたい。建物Iは2間 X 2問 (2間X 4間の可能性もある）で南北4.2m, 東西3.0mを測

る。柱穴中より備前焼摺鉢破片，青磁破片等が出土しており，上限年代は室町時代初期と推定

される。建物IIは2問X 3問 (2問X 4間の可能性もある）で東西4.5m, 南北3.9mを測る。

柱穴中より灯明fI11等が出士しており，所属年代は鎌倉時代～室町時代初期と推定される。
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表 4. 2 区遺構一覧表

遺
構長

・L 

石詰土城 1

石詰士痰 2

溝 1

炉 (5こ）

住居址

2.1 

1.8 

8以上

0.5 

u
3
 

這土壊 4 1.5 

建物 II -4~2 

（掘立柱） （消北）

I 

建 物IIi 4.5 

（掘立柱） （東西）

規さ巾 1深模（単位:)I出土遣物年 代 備 考

" -- -

I ピット内に60個位河
1.4 0.1 I壷，カメ 弥生中期 原石がつめられてお

中梁 り，士器は破片で少
量出士したのみ

1.4 0.1 I壷．カメ，高杯同 上 同上

凹地の傾斜面裾部に
0.6 0.3 、一崩らカメ I弥生後期？ つくられていが出

±士器は少ない。

0.3 0.05 なし 弥生~1c? いずれもまっ赤な焼
土

北平分のみ残＃して

0.05 な し 7 C ? おり柱は 2本検出し
たが元米 4本柱の方
形住居と考えられる。

下半部に河原石が各
100コ三段につまれ
ているC 用途イ逍明

柱穴数 3こ， 2間X

2間. 2間X 4間の
可能性もある

柱穴数12, 2間）く 3
間，南北の柱間は記

上半7尺，北'!':6 J心．
抜取穴中に若下の遺

I 
l物がある。

？ 

1.3 0.7 士師器，須恵質 平安末
土器，天藉通宝 ～鎌倉

I 
I 3 , 

0.3 

I'0.5  I 

I I I鎌倉
備前焼摺鉢 1片 ～ 

（東西）：（径約,.3): I 室町初期
I 

3.9 0.3 : 
;n明llll その他 同

(}柏北） （径約0.3)

． 

(f) その他の遺梢（第33図）

溝 2' 溝 3に関しては明瞭なる出士品は存在しない。機能も不明である。溝 2は切り合い関

係から建物IIょりも古い。またその他の柱穴中より「勝田焼」の出士（図版45-2)があり，

建物の中には平安時代末期に属するものも存在したと考えられる。とすれば，溝 2' 溝 3は掘

立柱建物に関連する遺構としての可能性もありうるものとも考えてよいのではなかろうか。

皇

3) 遺物

第 2調在区で出土した遺物には弥牛時代中期，後期の士器，石器，占墳時代前期士師器，占

墳時代後期須恵器，土師器，奈良時代須恵器，平安時代須恵器，平安時代末期～室町時代初期

に属する須恵質士器（勝田焼），士師器，青磁，備前焼陶器等が存在する。 95%以上の殆どが

破片資料である。星的に多い順番は古墳時代後期士器，中世土器，弥生式土器であり，その他

はごく少量である。

(a) 弥生式士器（第36図）

弥生時代中期に属するものとして第36図 1~6 等がみられる。壺形士器には頸部に三角突帯
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を貼付けたもの，口縁部内面に斜格子文を有するもの等が存在する。壺形士器 3は白縁部の肥

厚はほとんどみられない扁平なものである。第36図 2~6 の土器は石詰土壊 2 出土の一括資料

であり，同時期と考えられる。弥生時代後期に属するものは土器番号 7~9 等がある。 7 は長

頚壺である。壺形土器破片 9には S字状スタンプ文が施されている 3 後期後半に属するもので

あろう。 8の高杯に関しては磨i或が激しいため，杯部なのか脚裾部なのか判然としない。

(b) 古式士師器

図面にはぷしていないが包含居出土品中にごく少贔，口緑部に擬似凹線文を有する壺形上齢

の破片等が存在する。

(C) 古墳時代後期須恵器• 土師器（第37• 38図）

須恵器 1~13は古墳時代後期に属する遺物であな杯身 1 以外は全て包含層出士品である。

1は住居址に共伴すると考えられる。 2は口唇部の立ちあがり，口径からみて須恵器類の中で

は若下古相を示しており， 6世紀後半代に比定しうるものと考えている。土師器は実測しえて

いないが，甕等の破片が若干贔存在し，それらの中には把手等も含まれている。

(d) 歴史時代上器

奈良時代に属する遺物はごく少贔ではあるが，付高台の杯底部破片等の存在によって伺うこ

とができる。広口壺14もこの時期に属するものであろう。

平安時代前半期に属する遺物は1遁月である。 'I-'-安時代末期以前の遺物は存在するかもしれな

いが識別が判然としない。平安時代末期に属する遣物には須恵質椀破片が存在し，大半は底部

に糸切り痕を認める。‘「底のものと削り出し高台状のものとの 2様が存在する。

図版45-2柱穴出士の士器は甕形七器であり，外面に格子目叩き痕を有する特徴をもつ遺物

であり，全体は判然としないが，頸部から底部まで全体的に格チR叩ぎ痕をもち，底部の一部

にも同様の叩き目が認められる。この格子目凹みは一辺 2~3 mmの大きさである。胴中央部付

近の接合部外面には幅約 2cmで縦方向に約10cmの長さで格子n叩きの日こ刷毛工具の幅とほぼ

等間隔に問隔をおいて施されている。内面の成形は胴J::半部を斜め方向を甚本に全体的にくま

なく荒訓毛の痕が認められ，胴下半部は横ナデ成形されている。この甕形土器と同様の格子H

叩きを有する破片は後述する備前焼の破片量より多くの量が認められるc この土器は芙作町間

山周辺で窯跡が発見されており，［勝田焼］（柱 1) といわれているものと同一様相をぶしてい

るC 完形品は津山市黒沢山万福寺付近より出土した経筒外容器例 m2)によって何うことが

できる。 2区出士のこの格子目叩きを有する焼物は外面の色調は淡赤褐色または灰色を呈し，

胎士は通常の須恵器に比しやや良質で焼成は極めて堅緻である。上限年代は-V・安時代末期にお

かれるものと考えている。

第38図16の土師器器台は底面に糸切り痕を有する。同様の遺物は芙作国府関連遺跡発見の井

戸遺描でも多数出土しており，周防国府の発掘出士品（柱 3)にも同様例が認められ，平安時

代末期～鎌倉時代に比定しうるものと考えている。第38図17の土器は外面の一部に煤が付若し

ており，士鍋または鉢と考えられる。 i1紺前焼の破片は10数点出土しているにすぎないが，摺鉢
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および壺等の器種が認められるっ摺鉢で口縁部の破片は数点認、められ，

らみて南北朝時代～室町時代前期に属するものと考えられるっ

ロ唇部の肥厚の状態か

(e) 瓦（第38図18)

軒丸瓦が一点だけ単独出士している。小片であるが復元してみた。 直径約16.3cm, 厚さ 1.3

cm~l .Scm, 素弁連華文軒丸瓦である。中房はないが推定径は4.5cm。弁は八弁あり博く，弁端

部が尖り点珠のようになる。弁端から中ほどまで低い稜線がある。間弁は中房まで逹しておら． 
表 5 2
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ず，単弁の弁端部分をつなぐように連続しており，三叉の交点が高い，連続する間弁の輪郭は

八角形状になる。この外側に囲がめぐるが周緑の部分は欠損しており不明。胎上ぱ淡灰褐色で

軟質である，この瓦は岡山市賞田廃寺第I[様式瓦（註）と比べて一まわり小さいが，中房の大

きさ，弁の形，直がめぐるところなど文様が似ている。しかし，本遺跡の方の瓦当原が溝いこ

とからやや古い感じをうける c 飛鳥時代終未～白鳳時代初頭頃としておこう C いずれにしても

美作地方最古の瓦である。 （この項 栗野）

註 岡山巾教育委員会―貨田廃寺_P30 

(f) その他の遺物

片岩製科製石庖rの半欠品 3、,,'iが出-t:していないずれもりが生時代包含唇には伴なわず，後

代の七層中より混入出土したものであり，細かい所属年代は不明である。

その他に青銅銭（天輯通f閉） 1個の出土がある c 鉄器類は釘状の小片等が数点出土したにす

ぎなし氾

閉1) 三上次男・楢崎彰一枷；一日本の考古学 第u在，窯笈(5)瀬戸内(ii)古代後期（西Ill宏） 1957年fl]

註(2) 津山市教育委員会「津山市史」第 1谷，原始・古代 Pl78, 1972年刊

註(3) 防府央談会 I'問功の国徊ー. 1967年刊

4) 小結

(a) り年生時代の問題について

2区で検出された遺構・遺物のうち，一番古いものは弥牛時代中期中葉の石詰十戌黄および，

土器である。この石詰土壊の用途は不明である。同時期に屈する同種遺構として津山市総社所

在，美作国府関連遺跡で検出した 1例がある。芙作国府関連遺跡例は台地傾斜面で検出された

遺構で平面楕円形，長径 3m弱の規模（本報告古参照）で，二宮大成遺跡 2区例より一回り規校

の大きいものである。美作国府関連遺跡例の士壊掘り方はU形で垂匝的ではない。十．堀内には

河原石が30cm~40c加の厚さでぎっしり詰められており，それらに混じって十．器片が出土した。

七器はかなりの塁存在するけれども，完形に復原しうるものは存在せず，いずれも破片であ

る。このように 2遺跡の石詰士激の状況からみて用途は依然として不明である。しかし墓とし

ての機能はまずありえないと考えている。中国縦貫自動車道落合イソターチェンチ以東の25逍

跡中， ,;;i;牛時代中期中葉に属する遺構または遺物の出土がみられるのは西原逍跡，宮尾遺跡，

二宮大成選跡，美作国府関連遺跡，小中遺跡，狼谷遺跡，高本遣跡の 7遺跡（報告甚予定）が

挙げられる。これらはいずれも台地上，低丘陵卜．に位骰し，沖積平地に位憫するものではな

い。しかしながら，この問題は調荏対象遺跡の偶然性によるものであり，沖積'¥C地にも当然，

併生時代中期中葉段階に遺跡が存在したものと推定される。

なお，了．宮大成遺跡 1区では汎生時代中期中葉段階に属する遺樅・遺物は検出されていな

い。他の 6遺跡例でも断片資料であり，芙作地方の落合インターチェンヂ以東の地域における

この段階の集落構造，規模等の解明はまだまだ今後の問題である。

1区では弥生時代終末期に属する住居址が検出されているが， 2区ではこの段階の遺構は調

-122-
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査面積にも原因するであろうが，不明である。ところで， 2区に南隣する同一丘陵上で畑を耕

作中，径 4m~5mの範囲にわたって黒っぽい土があった部分が何ケ所か存在したという地主

の話がある。それは住居址であったとも推定され，また， 1区と 2区を底辺として，三角形に

当る北の地区で弥生時代遥物が採集されており（第 2図），それらを考慮するならば，二宮大

成遺跡およ，び付近における仇生時代遺跡の拡がりは，かなりの範囲をもつものと推定される。

(b) 古墳時代の問題について

古墳時代の遺構は賂穴式住居址 1例（半分のみ）の検出だけである。住居址は後代の削平に

よるi肖滅，調査面積等により， 1例しか発見されていないが，包含磨中には古墳時代後期の遺

物が多旦に存在することから，かなりの住居址群が存在していたものと推定される。

遺物では古式士師器が少量出土し，大半は 6 世紀末葉~7 世紀代に比定される須恵器．士舗

器が出土した。しかしながら 5世紀代および 6世紀代訓半期に比定しうる遺物は認められなか

った。

書

乙

(C) 歴史時代の問題について

飛鳥様式の軒丸瓦破片 1/,(の出土は注日に値するけれども，他の瓦片の出士もみられず，ま

た関連する逍構も検出されていないので，何故に 1破片だけ出土したのか疑問である。

岱良時代，平安時代りfi期，中期の遺構は不明であり，逍物もごく少菫出土しただけである。

これらの時期の遺構は調査地区周辺に残存しているものと考えられるが，密なるものではない

であろう c 掘立柱建物の機能については倉庫と考えられ，小屋的なものと推定される。

最後に「勝田式」土器について若干ふれておきたい。この焼物は外面に格子目叩き痕を有す

るのが特徴である。中国縦貫道落合インターチェンヂ以東の25遺跡の調査において，数遺跡で

少星ではあるが発見されている。二宮大成遺跡の周辺地域では久米廃寺，芙作国府関連遺跡等

で発見されている。この種の焼物を焼いた窯跡は英（乍東部地域，勝田郡，英田郡内で発見され

ており，研究史上「勝田式」なる名称が与えられているので，仮に『勝田焼』と呼称してお

C 最近，美作町間山周辺で発見された窯跡の資料では外面格子目叩き痕を有する甕破片と共

に底部に糸切り痕を有する須恵質椀が共伴している。従ってその所属年代は平安時代後期～鎌

倉時代の中におさまりうるものと考えられる。美作東部地域以外にも窯跡が存在するのか否か

は今後の研究課題の一つとなるであろう。なお，この焼物は岡山県南部地域における「亀山

焼」の出現と相関連する歴史的産物であると考えられる。しかし焼成の面において「亀山焼」

に比し『勝川焼』はより高甜であると思われる。それらの相違点，共通点に関しては今後の解

明をまちたいと思う。
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二宮大成遺跡

• 

あとがき

二宮大成遺跡の発掘調査は，他の遺跡の調社を兼ねて実施するなど調査体制が不術であった

点，第二次発掘調査では未調任の部分を残すなど不充分のそしり 1、ままぬかれないが，住居址

4, 建物 2, 溝状遣構，＿十娯，古墳などの遺構を検Illすることができたa

報告粛作成は昭和49年 4 月 ~s 月にかけて栗野，山磨の二名が消山収蔵庫で作業を行った3

しかし，種々の事由により整理作業の人員と期間は十分とれなかった。そのため，本遺跡の調

査結果で得られたものを十分述べられなかった点もあり，発掘調査を担当したものとして逍憾

に思う。
會

0 本選跡の発掘調雀では，以下の方々のお世話になりました，記して謝意を表わします3

安 藤 克 実 小 林 清 丁プ

安 藤 待 郎 高 下 弘 代

池 田 立忍几 飛 山 "昭" 

池 田 光 枝 土 居 順 子

池 田 竹 夫 上 居 すみ江

池 田 登 野 条 志

畝 田 みち子 真名子 釆

大 上 忠 彦 真名子 育 世

大 上 武 士 灰 原 輝代子

大 上 恵美子 広 島 海

沖 田 功 子 船 安 江

神 橋 豊 子 和 田 よしの

（敬称略）

層
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区］版 5
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I区 1号住忌址ペッド状遺蠣 （東 よ り）

2 I c;< I母住恵址ペッド状遺綱切断状況（東より）
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I区 1号住届址 ピット I (北より）

2 I区 1号 住居址 ピット ●. 5 (西ょ~ )

3 I区 1号住居址中央ピット（疇より）
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2 '区 1号住忌址 ピット 2 (南より）
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3 I区 1号住后址 ピッ ト3 (南匹より）
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1区 1号仕局址 山土遺物
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l区 2号住居 址（繭より）
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図 版12

1区 溝 状 遺綱B・C・D (疇東 J,~ ) 

2 I区:i冑状遺綱B・C・O (南賽より ）
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図 版14

｀ 
I区古墳 石宣および爆方全景 （北東 より）

2 I区古噴 石宣および繊方全景 （東 より）
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図 版18
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2 I区古墳 9トレンチ石寡I屈h断面（応東より）
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図版23

9区古墳遺物出土状況全景（北頑より）

2 I区古墳 遺 物 出 土 状 況 全 景 （疇東 より）
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1 区古墳陶棺：出土状況（南東よ~)

2 '区古墳 1号 陶棺と出土遺切（真 上 よ り ）
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1区 古J貴 I. 号陶棺，奥債I半分の脚の状；兄（南東より）
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2 2区 東 キ兌揖状況（西より ）
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2 2区 鯉物 2,土 砿 ● （北匹より）
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第 1章 遺跡周辺の地理的，歴史的環境

＇ 

書

書

｀
 

〇集落址 ::~:: 古）且，古墳群 /D_窓址 凸山城址

1 赤田古訊群 ② 下河内調査区 3 久保谷古墳

⑭ 赤野遺跡 5 士器尾城址 6 逆巻城址

⑰ 穴塚古坑 ⑥ 西原遺跡 9 川東車塚

10 注連山城址 ,.[1 下巾瀬遺跡 ⑫ 旦の原遺跡

13 井手井倉迅跡 14 植の前古項群 15 上市瀬古墳群

16 宮 iii 城址 17 日名B古瑣群 18 日名A古坑群

19 天 '.~ 塚 20 戸坂古墳群 21 藤原遣跡

22 篠向城址 23 西河内古窯址 24 横部古 tn群

番号をO印でかこんだ遺跡1ま中国縦貝自動車道建設にともない岡山県教委が調査したc

第 1図西原遺跡周辺の環境 (1 /50,000) 
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地理的環境 行政的には真庭郡落合町西原に属する。ゆるやかに蛇行しながら南流する

旭川は，中流域では最も広い沖積平野である。

この低地をとりまく山地はいずれも 450m前後の定高性をもつ吉備準平原の逍物である。山

頂部に平担部をもち，急峻な斜面が開析されて小さな谷が入りくんでいる。山麓部には第三紀

中新統の緩斜面や低丘陵が，戸坂•高屋・上市瀬・下市瀬• 赤野• ―ド河内などにみられる。

これらの中新統の削面に洪稽統の河岸段丘が戸坂•上市瀬・下市瀬•西原・赤野に点在し，
しめやま

古代の集落と重なって集落や水田化している。下市瀬遺跡は注連山の北麓の洪積段丘上に位骰

し，旭川の旧河道が段丘のすぐ東に残っている。狭長な河内川の低地の左岸は急な斜面と山麓

斜面をなす第三紀層と赤野遺跡がのる洪積段丘がせまっている 3 赤野遺跡はこの比高17mの舌

状をなす洪積段丘卜に位置している。また旭川が東へ流れを変える左岸の西原には差別侵食に

よって摂高1275~128.5m の段丘と 130~132m の段丘の二段の洪積段丘があり，西原遺跡が立

地している。段丘の縁辺の用水路が沖積地との境界をなしている。沖積地は水田となってい

て，摂高126mを測る。ルーズな砂利層や粘土層が互層をなしている。

旭111の低地の中央部，縁辺部の開田，田原下巾瀬付近には河跡もみられ氾濫原の時期が長か

ったと思われる。

若林山地の南西に派生する山地と注蓮山との狭室部をぬけて(t伽中川を合流した旭川は東に向

ぎをかえて，西流する河内川を合流して，吉備準平原を深く刻んで再び南流する。

真庭郡落合町は美作の西部に位置し，水陸交通の交差点として栄えてきた。旭川を往来する高

瀬舟は国鉄姫新線の開通まで備削国との主要な交通機関であり，落合は物賓の集散地であった。

歴史的環境

龍文時代

昭和44年度，岡山県教委が調査した西原遺跡では，中期，晩期の士器片数個，黒曜石片と御

物型石器（註1)が出士している。また赤野遺跡（註 2)からは早期，晩期の土器片，黒曜石片

が出士している。この付近においてはこれらの遺跡以外では明らかでない。

弥生時代

藤原遺跡，下市瀬遺跡（註 3)' 西原遺跡，下河内調査区が確認されている。いずれも低地

をのぞむ丘悛，または段丘卜＾に位償し中～後期が主体の集落址である。また，分布調付では戸

坂で石包丁，手ずくね土器が採集されており，槙の前で石包fが採集されている。旦の原逍跡

からも弥生時代中期の土器片や後期の集落が明らかになっている。 （註 4) T)かな分布調在が

実施されていないので明らかでないが，旭川の氾濫をさけて段丘上，丘陵縁辺と低地との接す

る緩斜面に集落が存在していたと考えられる。

古墳時代以降

） II東車塚は真庭郡最大の前方後円墳で全長約60mを測る。旭川の狭陥部の眺望にすぐれた山

頂に位置し，前方部やや広がりをもつ後円部中央に盗掘孔があるが，主体部の構造は明らかで

なし、0
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天―E塚は旭川左岸の低地をのぞむ丘陵上に位齢する全長25mの前方後円墳である。前方部は

広がりをもたず，後円部中央の盗掘孔断面に礫床が観察できる。

柏の前古墳は，全長20mの小型の前方後円墳である。日名 A古墳群， B古墳群は40数基より

構成されている後期の群集墳である。その中で神の毛 1号墳，ムスビ山古墳はともに全長約21

mの小前方後円墳で，横穴式石室をもち，土器類，武具煩，装身具などが出士している。 6世

紀後半の時期と考えられている。横部古墳群には全長約2amの前方後円墳がある。

これらの他，後期古墳の横穴式石室墳は多く，古見戸坂古墳群，上市穎古墳群などは 3-5

基で構成され，戸坂 1号墳は陶棺を内蔵しており，鉄銃，大J), 刀子，鍬先などの他多くの須

恵器，士師器と 3対の耳環が出士している（註 5)。

昭和45年調査をした穴塚古墳（報告書予定）は約12mの石室をもつ巨石墳である。

赤野，卜河内，丙河内にも横穴式石室が点在すな下市瀬遺跡で発見されたシガラミは古墳

時代に低地の縁辺部が拓かれて水田化がすすんでいたことを示しているっ戸坂古墳群の近くに

三基の古窯址がある。

奈良時代以降

美作の西部に位骰する真庭郡は「俊名抄」によると旭川を境に左岸が大庭郡，右岸が真島郡

となっており，田原，河内，垂水，大庭などその郷名が残っている。奈良，平安時代について

は下市湘遺跡の建物址，瓦類，須恵器，井戸の他，西河内古窯址，且の原遺跡からは奈良時代

の須恵盟が出上している。また井手井倉追跡からは奈良時代～平安時代の土器片が採集されて

いる。大字高屋に真馬郡術の存在を主張する説もある。平安時代には，神社や，寺院の建立

ゃ，負島庄，河内庄などの名もみられるが詳かでない。鎌倉時代以後，江戸時代初期について

は断片的な文献と点在する山城などから組みたてる他はない。

梶原娯時が美作国の守護職となったことは東鈍十ーに記載がある。 14世紀中頃から山名氏と

赤松氏の抗中が活発化する中で山城館，堡，構などが策かれはじめたと考えられている。しか

し， それよりも早く正ギ15年 (1、360) 山名氏の進攻により落城した篠向城などの山城も築か

れている。その後尻子氏，浦上氏，毛利氏，宇喜多氏らの勢力争いの場となり，宮山城，注迎

山城，士器尾城逆巻城などが築かれた（註 6)。これらの山城の外に小規模な居館がその山麓，

低地に営まれていたと思われる。芙作は天lE12年以後は宇料多氏の統治ドにあったが， 1周ケ原

の敗線により，小早川氏統治下に入り更に慶長 8年，森氏の統治下に入ることになる。

（橋本惣司）

註1 「西原遺跡出土の石器」 河本清，枝川 陽，栗野克己

『考古学雑誌』 第58巻第 2号

註2 岡山県坤蔵文化財発掘調在報告 (3)1973 

註 3 同上

註4 昭和48年度 岡山県教委が発掘調査を実施した。

註5 岡山県埋蔵文化財報告 3(1973) 

「美作落合町古見戸坂 1号墳一橋本惣司，新東晃一，山磨康乎

註6 美作古城史（一）昭和28年寺阪五夫
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西原遺跡

第 2章調在の経過 ・8誌抄

~
 

調査に至るまて

本逍跡は美作地方では珍らしく，多くの土器が表面採策できる遺跡として知られていた。本

遺跡を訪ずれた研究者は多い（註1)。特に遜文式土器が採集されていることから遥構の存在

が期待されていた。中国縦貫自動車道の路線が本遺跡の中心部を通過することになり，工事施

行前の「記録保存」の調査を行った。

昭和44年度，中国縦貫自動車道に伴う発掘調査として三名の調査員によって「久米廃寺」の

発掘調査が行われていた。ところが日本道路公団（以下公団と託す）では，岡山県内工事の着

工を昭和44年度内にする方針を出した。橋梁工事は時問がかかることから真庭郡落合町の新落

合橋（のちに新旭）II橋と改名）から着手することになった。新落合橋の東に接して西原遺跡があ

り，落合町の道路事情などから工事用道路として西原逍跡の早期発掘調査を求めてきた。新た

に濁牡員がおらず十分な濁牡体制を整えることができない状態であった。やむを得ず，久米廃

寺の調査を担当していた河本清主事が10月1El付で指導主事となった神原英朗氏（註 2) と共

に第一次トレンチ調任を実施することになった。 10月18日の対策委員会で了承を求め10月20日

から発掘謁査を叫冶， 11月29日で終了した。

2 第一次トレンチ調査（第 4図）

10月 2011~231::1, 落合町教育委員会・縦貫道用地課（落合町）へ挨拶，作業員の1(1¥用につい

て西原地区区長道満一志氏へ依頼する。用地買収未了地区もあり地権者へ挨拶。発掘用器材の

手配， 10月271::1鍬入式，洛合町教育委員会福島豊正課長，西原地区区長道満一志氏はじめ作業

員•岡山県教育委員会指導王事神原英朗. ~j文化課主事河本清， 210区に第 1~第3トレンチ設

定，発掘開始。

10月 28 日 ~31 日，第 1 トレンチ地山まで掘り下げる。礫の集禎したものあり。第 2 トレンチ

は北は浅く南へ深くなる C 第3トレンチを掘り始める。 214区桑の木伐採作業および表面採集，

咲l生中期～後期土器片• 須恵器• 石包丁 2 点• 石匙 1点。

11月7日からば枝川腸王事が一人で実施した。宅地移転が済んでおらず作付などにより全域

にわたるトレンチ調査が行えなかった。このため遺構の存在が予想されながら未調査のまま適

路工事をした地点もあった。 1112mのトレンチを20本（延長295m), 3mx3mの坪掘りを11

ヶ所 (99而）合計689nl実施した。 トレンチの名称は， 用地図に甚づいて用地買収のため一筆

毎につけた整理番号をそのまま区としてよび，区の中で第 1 トレンチ• 第 2トレンチと順番に

よぶことにした。この結果逍構や包含層の検出された地点について第二次調在ではあらためて

1 区~s 区として調脊区を設定した。 221区・ 224区は面積も小さく削平されており柱穴も浅い

のであえて第二次の調査区設定を行わなかった。また瓦焼き粘土採取のため50cm~2 mに及ぶ
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第 3図西原遺跡地形図 (1010。)
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第 4図 西原遺跡調査区設定の概要（同畑）

至津山 —-遺物包含層，あるいは遺構が検出されたトレンチ。

紐‘‘‘‘‘‘‘‘、直一瓦粘土採取などのため．掘下げられていた遺構検出不可能なトレンチ。

I・：喜．：・・'.I一平面発掘調査地区。

0 -(用地買収の整理番号で，第一次トレンチ調査の地区分けに利用した。

第二次発掘調査では別に， 1区-7区の地区分けをした。

※トレンチ調門は用地買収状況，宅地建物の状況をみて実

現できるところだけ設定した。点線で囲んであるものが

建物である。

※この図は用:買収のための 500分の 1図をもとにトレン

チの位置を フセット測量したものである。

第一次調査トレンチ 689m' 

第二次調査 1区 1,200m' 

,、 2区 837m'

II トレンチ 87m' 



西原遺跡

深さに掘られているためまった＜遺構が破壊されてしまっている場所が多い（許 3)。 トレン

チ調査の結果により約2,166m2にわたり全面発掘調査の必要がでてぎた。公団の要塑では久米

廃寺の調斉より西原遺跡の調査を早急に終了するようにとのことであった。府用作党員との開

係から久米廃寺の作業を中断することができないまま西原遺跡の第＝次調査を引ぎ続ぎ実施し

たc

3 第二次発掘調査

12月から枝 Ill• 栗野 2名の調在員で開始した。ところが栗野は作業中骨折し一ヶ月入院した

ため12月中1ま枝川士事一名で次の作業を行った。

トレンチ調在の結果では 1区がもっとも包含層が厚く遣物の出士量も多いe また弥生式土器

の包含層に至るまでの堆積土も多いのでとりあえず包含層上層までの土を除去する。

1月は河本・栗野 2名の調森員が西原遺跡の調査を行い，枝JI!は2月から久米廃寺の調行を

休止するための整備作党にあたった。調在は 1区C地点と D地点の遺構検出をした。

C地点では特に柱穴が密集して検出された。 D地点では包含I習を掘り下げると同時に， トレ

ンチ調査のとき214区第 2トレンチの 2とした部分の栢在を行い住居址を検出した。 これはの

ちに 8• 9・10号となった。グリッド設定は地形に合せて行ったため l区と 2区ではそれぞれ

方（立が異なる。 1区では STA23+80と， ST  A23+60の北側22mの巾杭をむすぶ線を基準に

して 4mx4mを一単位とするグリットを設定，遺物の処理を行った。また 5グリッド=20m

おきに士層観察用の土手を残しながら包含層を掘り下げる方法をとった。遺構や士手の残った

状態により A地点~E地点の中地区設定をした。 1 区に接して別途調脊を行った F•G•H•

1地点は整坪の都合上，今回の報告書の整理段陪で命名した。

2区では STA22+60を基準に地形に合せて 4mx4mダリッドを設定した。土層観察用の

土手は STA22+60を中心に十字に残した。

1月23日， 1区の北側の用地に接して宅地造成が行われる場所の調荏を開始した。これは中

国縦貫自動車道路によって住宅を移転するためであり，発掘濁在をするか否かについて問起点

を残しながら開始された（註 4)。今l中の報告書では割愛する 3

2月 <1区>A地点包含層発掘遺構検出， 2号住居址南半部検出，中期の土器だまり検出

く2区＞地形測量とグりット設定ののち表士はき，遺構検出開始。

3月 44年度事業として美作国府の第一次トレンチ調査を枝川が担当したために河本・束野

が調府を継続した。

く 1区>A地点土器だまり検出， 6号住居址調査， B地点包含唇掘り下げ， 3号住居址調査

炭化材あり床面 2 枚あるので手問どる。 C 地点柱穴掘り下げ， D地点 8•9•10号住居址確認

包含層掘りドげ， <6区>1区の東南部宅地移転したので坪掘り。

4月 <1区＞ 橋本惣司主事が新たに加わり 3名の調査員となったC 3号住居址.7号住

居址完了。 2 区~5 区にかけてのトレンチ坪掘り潤査断面観察終了， 7 区トレンチ設定発掘開始
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5月 中カ・伊藤•新東• 松本・柳瀬の 5氏の応援があった。また有隣中学校生徒の手伝

いく l区>s・g・10号住居址の調1J:,C地点実測， E地点11号住居址の調脊など。 <7区＞

トレチ掘り下げ，土器溜り遺物取り上げ。 5月17日（日）現地見学会 5月18日，調査に入るま

で工事によって壊されないよう「穴塚古墳」 （註 5)の周囲に杭を打ち有棘鉄線でとり巻き立

入禁止の立札を立てたc

5 月 20~22 日 器材梱包，小屋解体・トラックヘ積み込むC 5月23日閲係者に挨拶，これで

西原遺跡の発掘調針終了。

4 遺物の整理・報告書作成

調査終了後，本追跡の遺物は津山市二宮にある岡山県蚕業部の空室に保管された。遺物は掘

り出されたままで水洗いぱしていなかった（註 6)。そこで久米廃寺は多量の遺物があるとこ

ろから天神原遺跡と芙作国府の発掘調代各現場ヘ一部の士器を持って行き，水洗いが行われ

た3 天神原遺跡では水洗い，乾燥ののちまたポリ袋に納められた。美作国府ではそのまま整理

箱に広げてあった。それをポリ袋に納めないまま移動したため，別々の遺構や包含層出士の遺

物が一部混ってしまった（註 7)。水洗いをする中で分銅形士製品・縄文時代中期・後期の土

器片の発見があった，

昭和48年，津山市田邑へ収蔵囲が完成，出土遺物はここへ移動された。昭和49年 4月，第 3

分冊として整理が開始された。しかし，整理担当者が少なく，幣理期間も短いため，報告雷作

成のための作業がほとんどで，将来にわたり研究資料として利用• 活用できる状態• あるいは

保管・管坪するには充分とはいえない。今後に残された課題である。

註1 「岡山県農地史」。 「吉備考古」。 「全国遺跡地図」 （岡山県） 1928番散布地。

津山郷土館資料 太型蛤刃石斧．扁乎片刃石斧•石鏃などが収蔵されている。

許 2 元対策委員，当時久米郡旭町・旭第 5小学校教諭， 44年10月に西原遺跡の発据調在の段取をしたあ

と44年11月から山閤町教育委員会へ出向し「岡山県営山陽新住宅市街地開発用地内埋蔵文化財発掘

調街」を担'~ している。

註3 第1図STA23から北へ 100mほどのこころに瓦窯の残骸が存在する。妓近まで操業していたとい

う話である e,

註4 1区の良好な包含層の続ぎであり 572,,/勺こわたり遺構の存在が予想され周囲の土地状況から：tずり
下げられる予定だった。個人の宅地造成であることから原因者負担を主張できなかった。強いてい

えば縦貫道によって移転するので公団が原因者ともいえる c 岡山県ではこの湯合緊急調牡費の予算

をとらなかった。

註5 西原遺跡のある台地の東端部にあり，縦員道用地にかかるため，昭和45年7月27日より 9月25日ま

で，岡山県教育委員会（中力昭•伊藤児が担〉り）によって調査されtふ直径2amの円訊で，全長12

mの）｝袖式横穴式石室を有する。

註 6 西原遣跡の士器は第一次トレソチ調査の時は現地で水況を試みたことがある。しかし，脆弱なため

剥離がひど<'水洗するには似重さが必要なので中rl-.した。

註7 美作国府の終了政術は非常にいそがれ，調査員以外の事務担‘府者がこの遺物を津山市中央公民舘に

引越，保管する段取を行った，
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西原遺跡調査員一覧表

I I -—-
神原英朗 l河本清：枝JI¥ 陽栗野克己 I橋本惣司 I 

I 44年10月 i O I 0 久米廃寺 久米廃寺

11月 山丁川j・（久米へ廃寺）I C 久沐廃寺！

久米廃寺： Q X ! 

o I 久米廃寺 〇

12月

45年1月

2月 I', 0 

3月 I I 0 ![]jp蒻新幹線

4月 0 ↓

, 5月!'0 : 

―- - -~- !_—--- -

I 49年 4月 9

i 5月! i I 

: 6月 I I i 

〇＝調査，こ＼＝他の遺跡：：：平々 ， X=調査せず，他の追跡の調査っ

備 考

□
 ゜゚

゜゚。 。
二

△ 

。△ 

I 

¥ 

］中か伊藤，新東，松木湘瀬主中応援

-~-,___ - --一

渡辺健治尺応扱

I報告書作成

I報告書作成

西原遺跡発掘調在協力者

落合町教育委員会教育長 杉 寿平• 同課長 福島 豊正

美作考古学研究会会長 渡辺健治

青木茂子・青木裕之•池田 登•池本 学•石井幸子・石井

今石利子・江森売次• 岡本宮子・小林清子・瀬馬且子・田中

文男• 石賀芳枝• 今石和'V・

享子・道満一志・道満信次

満道

牧

亮•烏居民子・浪本米夫•野条敬義• 野場庄蔵•菱川司飲子・広島海竺•福本房子

富市・三船公平•三船安枝/宮森文江• 室木基壬子

県立落合高等学校地理・歴史部員

有隣中学校牛徒多数・教諭

以上の方々に大変お世話になりました，記して謝意を表します。
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第 3章調在の概要

量

ヽ

トレンチ調脊の結果に基づき 1 区~5 区を設定，その後，宅地移転の済んだ 6 区に坪掘，用

地買収の済んだ 7区にトレンチを入れ，それぞれ包含層を確認した。すべて全面発掘調査すべ

きであったが，調査工程とのかね合いから 3区， 4区， 6区， 7区は部分発掘だけで放棄せざ

るを得なかった。

今回の発掘澗査によって検出された遺構は住居址 9, 士城，士器だまり，溝状遺構，井戸そ

の他である。以下，各調査区ごとに概要をのべる a

第 1節 ー 区

•-

.. 

1) はじめに

西原遺跡の台地のほぼ中央部に位置し，分布調査・トレンチ調査の結果でも一番遺物が多く

有岨視されていたところである c (207) > (208) は宅地のため調査せず他は野紫畑• 桑畑で

あった。 トレンチ調牡によれば (210) の東北部は瓦士採取のため掘下げられて遺構は存在し

ないので西南部を発掘， (214)は全域の発掘を行った。なお 1区の北北西， (214)用地外に

ついては宅地移転に伴う事前調査を行い住居址 5 (そのうち 2軒は縦貫道用地にもかかる。）

土城 9' 溝，柱穴など弥生時代の遺構や遺物を検廿］，西原遺跡の全貌をつかむ上では欠かすこ

とのできない資料である。今回の報告では割愛した。 （以上第 4図参照）

1区の地形は北東から西南へ向うゆるい煩斜面で， （第 5図）現地表面の状況よりも発掘調

在をした結果では西南部に向って傾斜がきつくなっている。そのため 1区用地外・ 1区C地点

• 1区E地点では，地山黄色土で遺構を検出することもあったがその他の地点では，黒色士，

黒渇色士層中に逍構が検出され，中にはトレンチ調査の時遺構を掘りすぎてしまい，調査の進

行の上で困難をきわめた3

土層は第 7!対に示したように， A•B 層の分離は比較的容易だったが C 1層， C2層， C3 

層の分離はむづかしく断面観察ではCl層はわりに分離できたが， C 2 層~c3 層にかけては

むづかしく，分屈発掘をする場合には士層断面を見ながら見当をつけて掘下げた。
ャ，し

2) 2 号住居址（第8図）

1区A地点北端部において競滞の一部と，柱穴を検出した。また 1区I地点で，中央ピッ

ト，壁溝，柱穴を検出したがこれは別途調杏のため，図上合成をしただけである。壁溝が貼床

によってかくれているものがあり三時期の建て替がある。弥生時代後期後半のものである。
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西 原 遺 跡

3) 3
 

号住居址（第 8図）

1区北西のはしに発見されたものでトレンチ調杜のとき床面を掘り抜いて断面に床面が検出

された。平面形は ?mの円形を示し，壁溝が三本検出され住居址の建て替えが認められた。半

分は用地外にまたがっており，住居址内には炭化した木材が散乱しており火災にあったと思わ

れる。中央ヒットがあり，壁溝は三時期の建替えがあるように貼床により埋められている a 砥

石，鈍，士器類など出土遺物が多い。弥生時代後期後半である 3

4) 6
 

号住居址（第 9図，図版 8)

1区A地点北東部において栴出された住居址で，黒色士の上に黄色士混りの貼床をしてい

このため遣構はわずかlQc符の深さしか残っておらず， トレンチ断面によって住居址検出を

行ったため，すでにとばしてしまった部分がある。虹径約 4m程。中央部は近世暗渠が縦断し

る。

ており，壁構は存在せず，柱穴は直径30~40cmのものが不規則に存在するがこの住尼址のもの

として特定しがたい。住居址の中央部分から二つに割れた砥石が出士，土器片ぱ少な 1.1年生

時代中期後半～後期の士器片が出土するが，後期後半のものであろう。

A 
心 A 1. 表上層

，2. 黒色土層

3. 炭を含む黒色t層

4. 黄色粘上の散布を床

面とする黒色土層
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第9図 6
 

号 住 居 址 実 測 図 (1 /6::J) 
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5) 7
 
号住居址（第10• 14図，［姐叛 5•6•7)

長岱約 3.5 11咄豆

径約 3,3mの柁円

形の小型の堅穴式

住居である。住居

址は黒褐色土に掘

り込まれていたた

めに検出がきわめ

て困難であったa

床面では黄色地山

粘土と黒褐色土の

混上で貼り床であ

った。

4本の柱穴は直

径17";'22cm, 深さ

45~socm でいづれ

も直径約4Qc,:の指

り方には黄色地山

粘士が入れられ，

住居址の規模に比
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゜べて， しっかりと 第10図 7
 

号 住

した柱が立てられていた，柱間は 1-4が l.8m,

居 址 実 測 図 (1/60) 

1-2が1.5mを測る。中央穴は35cmx 30 

cm, 深さ30cmの方形を足し，木炭，士器細片が出士した。中央穴の周囲には巾20cmの木炭暦が

めぐっていたっ
曹

遺物はわずかしか出士していない。弥牛式士器の甕形土器の口縁部，

以外に少量の土器片が出土した。

やりがんな 1'石銃 1

亀

位に施こしている。

史形土器（第14図―①-1)は口縁部に三条の沈線をめぐらし，

ロ縁端部は上下に肥厚し， 『く』の字状に屈曲する頸部内面はヘラ削りに

その上に円形浮文を 4f固単

よって明瞭な移をもっている。外面には櫛描波状文と二条の沈線が施こされ，灰色の堅緻な土

器で弥生時代中期の特徴をもっている。

やりがんな（第14回―②— 3) は残存長13cni, 巾は柄部で1.6cm刃部で 2cmで柄部には木質

が残存している。

石鍛（第14図―②-5)はサヌカイト装で床面よりやや浮いた状態であった，
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6) 8 号住居址（第11• 14図，図版 7• 16• 18) 

確認できた壁溝の一部から推定して， 5,2m の円形の住居址と考えられる。柱は 5~6 本で

〇,7mx0.6mの浅い中央ピットを伴っている。床面から黒色片岩製の石包丁，中央穴からは弥

生時代中期の土器片，サヌカイト片が出土した。

9号住居址に切られている。

7) 9 号住居址（第11 ・ 14図，図版15• 16• 18• 19) 

1辺56mの方形を基調にした住居址で 5本柱と考えられる。巾 20cm深さ 10cmの壁溝がめぐ

り，床には黄色粘士と黒色士の混士で約10cmの厚さに貼っている。ほぽ中央に80x 60cm深さ40

cmの中央ピットがある。柱間は 1-2が2.6m, 2-3が2.6m, 3-4が2.5m, 4-5が

2.4m, 5-1が2.4mを測る。

貼床面からは砥石 2. 高坑脚 3.梨形士器口縁部 2が出上した。甕形土澁（第14図一①―

3) は目縁部の一部であり口唇部の立ちあがり器面は横なでにより調整されている。

高林脚（第14図—②-2)は端部が卜．方に肥厚し，外面には数条の沈線が施こされている。

これらはいづれも弥生時代中期の土器で混入と思われる。高杯脚（第14図—①-4)は円錐形

の裾部に 2孔 1対で 3ケ所に円孔が穿たれ，裾端部は寸もあがっており内面はヘラ削りがなさ

れている。仇生時代後期の土器である。

中央ピット出土の分銅形土製品は破片ではあるがくりこみ部が一部残っており，表面は凸

面，裏面はやや凹面をなしている。厚さは頭部縁辺部で0.5cm,頚部で1.1cmと厚さを増してい

る。文様は頸部中央に 2条の列点文が孤状に施こされ，褒面から頭部縁辺部の縁面に貫孔がみ

られる9。全体に灰黄色を呈し，胎士には砂粒が含まれているが表裏面ともに風化が著るしい。

復元径は約12cmである。尚，芙作における分銅形士製品の出土例は 5例目である。

註東潮｀ 「分銅形土梢品の研究 CI) I 「古代吉備＝ 第7集 1971 

8) 10 号住居址（第11 ・ 12• 14図，図版15• 16• 17• 20) 

9号住居址を一部切って掘り込まれた住居址で，直径約 Smの円形を呈する c 基本的には 4

本柱で中央穴の東西に 2 本の柱穴が検出された。柱間はl.9m~2.2m で，深さは25cm~30cmを

測る。中央ヒットは80cmX 80cmの方形で深さ約30cmを測る。中央ピットは段をなし，中央最下

層の黒褐色士が堆積する。 30cmx 30cm部分が深く，褐色土を厚さ 15cm~l8cm埋めて灰，木炭，

士器片を含む黒色士が堆積している。この中央ピットをはさんで 2本の柱穴が検出された。こ

れらの柱穴は直径30cm深さ15cmで中央穴と密接なつながりがあると思われる。なお床面には火

災による桂木などの炭化材が検出された。

壺形土器（第141対---z:D-7)は口縁部が上下に拡張し二重口緑へ移行している。口縁外面に

は，竹管文をほどこし，頚部は円錐状をなし， 11条の浅い沈線をめぐらしている。内面にしぼ

り痕がみられ， 厚さ l.5cmの器壁の頸部から肩部の内面はヘラ削りで薄くなっている。胎土は

精選され堅緻な土器である。内面に指頭痕がある c 土器底部（第14図—①-6)は中央穴の付
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近より出上した壺形土器の灰部と思われる。薄手であるが胎土は精選されている。

ガラス王（第14図―②— 4) はコバルトブルーで直径0 .6cm, 高さ0.4cmでJLの直径は0.2cm

であな床面より出土した。

L_  

1. 暗褐色土

5- -N  2. 黒色上

. 1 . 3. 褐色土

- 3 -。 50cm 4・ 黒褐色土

第12図 HH号住居址中央ヒ゜ット実測図（レベルよ131,3m) (1/20) 

9) 11 号住居址（第13図，図版22• 23) 

E地点で検出された直径約 4mの円形住居址である。壁溝は巾25虚，深さlQcmでめぐり某本

的には 4 本柱である。柱間は1.sm~2 mで柱穴の深さは0.3cmである。

中央には不定形の中央穴があり， 深さ0.2mである。住居址内からは少屋の士器片の出土を

みに高杯膊部 2'甕，壺の口縁部，砂岩製の砥石 1などである。

高杯は円筒形の脚に広がりが大きい裾部がつき，円孔がある。胎土は精選されきめのこまか

な粘土で焼成もよい。甕の口縁部は口唇部が立ちあがり，内面ヘラ削りの手法がある 3 いづれ

も弥牛時代の後期に比定できる。
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西原遺跡

10) A 地 点

會

桑畑の耕作士によって上部が削‘ドされ， B層， C 1層ともほとんどなかった。住居址の検出

でも，わずか10cm程しか残っていなかった。

6号. 7 号住居址以外の遺構としては，土器だまり・柱穴• 舟形土横• 溝などがある。

＜士器だまり＞（第15図，図版 9~11)

1区A地点 7号(i:居址と B地点の間で検出されたもので， 4群に分れる土器群と，配石列が

ある。 30cm~40cm大の石が三点，東西方'"」にはなれて並んでおり，さらに1Qcm~30cmの小石が

散在している。扁平な石は水ヤに置かれているが，遺構の面は確認できなかったし，士痰の存

在も確認できなかった。

第 1群士器は，ほぼ完形の壺形土器一点が口緑部に士器片で蓋をしたようにして横むきに置

かれていた。 Eの方向が口縁である。

第 2群士器ぱ，壺 1個休分と甕が 3個体，高杯破片などが散在しており，壺形土器は， Jの

方向に口縁部をむけて，士器片で口緑に蓋をしている。完形品を横むきに償ぎ，そのままつぶ

れた状態である。断面ポイント H の方には甕が置かれている。さらにこの七器群には， lOcm~

20cm前後の石が散在しており一部は，土器の上に償いた状態である。また蠅文式土器が近くか

ら一点発見されており（第27図 l)土器片の間から焼けた桃の種子が見つかっている。

第3群土器は大きくまとまる士器はなく，ほとんど破片である。壺，甕，高杯があるが，高

坪は 2群上器の破片のものと接合する。ここにも石がみられる。

第 4群土器はやや北西の方に 2m程度離れており，高坪，型，がある。石も散在している。

これらの土器群は，ほぼ同一f面上で発見されているが，黒色土層内における検出のため

か，七猥状のものは検出できなかった。この土器群ぱ仇生時代中期後半のものであるが，直上

まで弥生時代後期の包含層があり一部混在する。またこの土器群を中心にしてサヌカイトの原lj

片や石器が集中してみられたことは注意を引く。

くその他＞

柱穴は，住居址に所！属する以外のものを建物その他の遺構としてまとめることができなかっ

た。 2号住居址の西南端にある 2本つながる柱穴は，底に礎板状の板石を儀いている。

舟形土横は二つある 0 7号住屋址の北側に接しているものは，長さ3.2m, 巾0.6m, 深さ約

0.3mである。 2号（主居址と切合っている細長いものは長さ3.2m, 巾0.3m, 深さ約0.2mであ

る。いずれも弥生時代のものであるが，時期の検討をしていない。

溝は 6号住居址の中央から南西へ向い， C地点の方へ折れ，さらに 7号住居址の南部を切断

するものと。 2号住居址の東辺を切断して，南西へ向い 7号住居址と接するもの＝本がある。

いずれも直線的ではなく．ジグザグに屈曲する。一番底の部分に穴があいており（第 7図），

雨が降ったあとは水の通りが良い。暗渠なのだろう。溝の中からは近世陶器が出土する。この

溝はさらにB地点へ向って深くなっている。土地の人々に聞いても覚えがないという。性格に

ついては不明である。
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11) B 地 点

A層， B屈 C1層， C2層C3層， D層と最も良く細分して発掘した地点であるが，特に

遺構が集中していなかったc 丙北端部において 3号住居址，西南部で中期中葉頃の士器を含

む，巾40mm程の浅い溝が半円形にめぐるもののほかは，若干の柱穴が発見された程度である。

特に柱穴については，黒色十層中に存在するもので，検出しにくかった、,,'i,もあるが。この 1区

において一番遺構の密度が低かった地点といえよう。また 1区H地点 2号住居址，またA地点

6号住居址などから連綺する溝が，このB地点にも延長していた。 Wlのグリッドの断面（第

7図）を見ると下の方に水の通る穴があいている 3

12) C 地 点（第16図図叛12~14)

西原逍跡の中心に位個する地点で，柱穴が多数検出された。表土，包含層は薄く黄色の地山

に堀り込まれた状態であった，表士，包含層からの追物には，弥生時代の士照片，サヌカイト

片などの他に，須恵器などがある。柱穴は建物としてのまとまりはないがC-l~C-8 など

の遺構について略記してみたいc

C-1は長径 2m, 短径約1.5mの柘円の変形を呈したすり鉢状のものである。時期不明。

C-2は長さ 1m, 巾0,4mの長方形の浅いピットである。 C-3は長さ1.2m, rlJ0.45mで

七猥墓状を呈する。 C-4は変形の土壊で性格，時期ともに不明。 C-5はrjJ20cmの浅い溝で

須恵器片出土。 C-6は長さ 1m, 巾0,5mの土堀江状を呈する。 C-7は黄色の地山粘土と

黒色土が逆転した状態のピットが検出された。黄色地山粘土が盛りあがっており，裾部に黒色

土がめぐる。遣物は皆無である。こうした事例は最近報告例もある。

C-8は lmx0.8mのピットで時期不明

これらの他に中央部に L字形の溝が検出されたc 「h0,4~0,5m, 深さ0.2mで両端と屈折部

がやや深い。弥生式上器少量出土。性格は不明

13) D 地 点

C地点の東に位罹し， しだいに南東方向に傾斜し，包合唇も犀さを増している耕士胴の下に

は須恵器を含む褐色士層，さらに弥牛式土器を含む黒色士層が推禎しており，遣構の椋出は困

難であったc したがって， 8号， 9号， 10号什居址以外には遺構が検出できなかったが，黒色

上からは弥生式土器，サヌカイト製石鍛，象lj片，打製石斧などが出十」したc さらに完形の高林

型士器が弔独で出土したことなどから他にも退構の存在した可能性がある C

14) E 地 点（弟17図，図版21)

D地点の南に位置し， 11号(t居址，十檄，渦，柱穴などが検出された。全体的に西方に傾斜

しており，検出された溝は支流を集めた状態を示している。溝からは須恵器片が出士してい

る。士鷹柱穴が集中して検出された。土壊の中には弥生式士器を含むものも多い。柱穴はま

とまりを確認するまでにいたっていない石包丁・サヌカイトなどが川上した。
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土 城 10 (第18図，図版24• 25) 

11号住居址を切って掘り込まれた士域で平面形は直径約 2mのほぽ円形を呈し，中央が長径

0,8m, 短径0.5mの楕円形に最も深く 0.9mを測る c 最下層に褐色粘士層が推積している。第

3層の黄褐色粘士層には児頭大の河原石と土器片が落ち込んでいた。第 1層，第 2層の堆栢状

態からこの七塙が削‘ドによって浅くなったことがわかる。士器は弥牛時代後期の高坪脚などで

ある 3

噌

瀑

＼
 

＼
 1. 黒褐色土層（土器含む）

2. 褐色枯土層

3. 黄褐色粘土層

¥ _I: 器石を含む）

4. 褐色枯土将

5. 褐色粘土ブロック

6. 黄褐色枯土ブロック

゜
第18図土漬 10 実測図 (1 /40) 
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第 2 節 2 区， 5 区

1) はじめに

2区は酉原遺跡の西端部にあり洪桔世河岸段丘の末端部に位閥する 0 2区.5区とも調査前

は水田であっに当初トレンチ調査の結果では，茶褐色の包含層は 2区丙端部の一部に発見さ

れ，柱穴なども若干みられたにすぎない。一方 5区は 2区より一段低い水Illであり砂礫層に士

器片が散在しているだけであった。特に 2区の地由は娯色のクサリ礫を含んだ土層であり，柱

穴も新しいもので，弥生時代の遺構は存在しないのではないかという意見も一部にはあったa

しかしJi.面調査の結果，住居址も発見され遺跡の範囲（第 4章結語）について重要な示唆を得

た。 2 区の西南部に， 8~9 世紀の須恵器を合む包含層がみられた。しかし， 1区， 3区， 4

区においてみられたような黒色土培はみられなかった3 旧地形では北東から南丙に低くなるゆ

るい斜面である。しかし，水田耕作のため，水平に削平されており， S4 E 1では住居址のも

のと思われる中央ビットと柱穴が発見されている。

“・

第19図 2区地形測量図， トレンチ・クリッド設定状況 (1/500) 

2) 12号住居址（第21図，図版29)

2区の西南部に壁溝の一部と柱穴が発見され四南側は削平されている 3 推定直径は約 4.2m

程であり，やや梱円方形のものになるだろう。特にC断面， D断面の柱穴が他の柱穴よりも深

く，本住居址に所属すると考えられ， 4本柱と推定できる。壁溝は10cmの深さである。床面は

A断面の 3屈にみられるように削平されている。またB断面にかかる長方形士壊は断面の卜．か
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らも本住居址に所属するものではないついずれも外生時代後期のものである 3

◎ 

＾
 

一如・A

O 1m 
~ 

第21図 12 号

IIll 

住

I

O

,

ー

|

3

9
戸

ニヽ

居 址 実

A-A' 

1. 茶黒色粘質士

2. 黄黒色粘質土(寅色ブロソクあり）

3. 黄黒色粘質:Li小料の黄色枯土プロックを含む）

4. 茶黒色粘質土

5. 黒色粘質1こ

6. 黄色砂質プロ／ク

B 

1. 茶黒褐色粘質i:

（黄色粘質の小私'rプロ，／クを多数含む，炭あり）

2茶黒色粘質上，丁岡はやや行い士）

3灰百色粘質土

4. 黄色砂質プロ I ク

5. 灰青色帖質士プロック

6. 黄色粘質土プロ＇／ク

C 

1. 黒褐色粘質土（焼十を含む）

2. 黒色点MU.

D 

I. 黄黒色粘質士

2 . .'.¥. 褐色粘質十．

3. 黄色粘f'll:

測 図 (1 /60) 

3) 柱 穴

E 1 S 4のグリッドの中央よりやや酉に直径soc況のやや隋円形のピットがある，深さは約20

cm程で，炭を多く含む黒祝色土である。これは中央ピットの下部の残りと考えられ， ピットを

中心に 3m程のところに 1~2 個づつかたまって柱穴がとりまくようになっている。直径 7m

程の住居址ではなかろうか。

その他の柱穴については，建物，住居址として具体的なまとまりをつかむことができなかっ

た。図上で検討しょうと思ってもなかなか思うようにいかなし、。削四こよりとぼされたものも

あり現地での追求にもっと時間をさくべきだと思う。
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・耕 士 5. 黄褐色層(押込土）黄色プロ・ノクあり

．吝 _L 6. 黒色屑，黄色ブロックあり

1.. 近世Pit〉灰褐色層 7. 褐色層

2. 黒褐色I、弥生後期） 8. 黄褐層

3. 柱根 9,j喧透層

4黒褐色層（弥牛後期＇, ・地山，黄白灰色枯土

第22図土墳実測図 (N1 W 1• 2) (1 /20) 
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西原遺跡

4) 土壊

Wl, S6~S7 にかけて，方形と円形の土壌がある。深さは約10cm~30cm程しか残ってお

らず． 卜面は削平されたものと思われる。遺物はまつたく発見されず，時期の推測はできない

が灰褐色土が入っていること，周辺の柱穴よりも新しいことから井戸と同じく，近世のものと

思われる。

W1S2にある円形土壊は直径 1.4m深さ約60c"年のもので， 埋士も新しい感じをうけ井戸

ではないかと考えられる。

2 区北半部にある。径40cm~60cm程の土壊は，ほとんど近世のものである。 WlNl の上哄

は別記するが，その北側にある浅い凹みは弥生時代後期の土器を含むところからその時期に比

定されるだろう。

WlNlの土壊は（第22図，図版30, 31), l.7mx 2mのやや楕円形で深さ約 22cmの扁平

な上壊部分があり，その北西部にl. 22 m x O . 84 mの長ガ形の土堀部分によって構成される複雑

な形態を示す土壊である。後者の部分でB断面を観察していることによって B士城と呼ぼうっ

A土壊では平面図に示していないが断面図にあるようにその中に円形の近世土堀が存在する 3

さらに南側に存在する柱穴はA士壌に所属するものとば思われない。 A士城がB士塙と接統す

る北端部において一部袋状の部分があり A土壌は本来は袋状ピットであったのかも知れない。

A士堀における 2層と B土猿における 4陪は，同じ患褐色士であるが，分離しているのは何ら

かの差があり A士壊と B士塙の時期の違いを示したのだろうか， B土壊の下層に（ま埋められた

土がある (5,6)し， B断面でも A上哄と分離して断面が書かれているので埋った時期の違い

を示すのかも知れない 8, 9としている土層は純粋な地山でないことを示し，写真を見ても

B士城の上半部においかぶさった部分に黒色土が浸透しており， B土壊の西北壁は垂直になる

ものかも知れない。 ABいずれも，弥生時代後期後半の十．器が出土しているが，今jrlJは詳細な

検討は行えなかったc

5) 井 戸 （第23図，図版29-2)

F、1S 3で石組の井戸が発見された。近世陶器が出士する c l.3mxl.5mの土堀を掘り最下

段には六面になるように横口積に石を置き，径60c況 X70cmの空間を残しているつ現在深さ約50

C呪ほどの石積を遺仔するだけだが本米はもっと深かったのであろう C 内側に面する石組のうし

ろには 5cm~l5cm程の石をつめこんでいな W 1 S 2にある円形土壌も石組はないが，同種の

規模であり井戸であると考えられる。

6) 2区,...,5区の土層について

西原逍跡の台地末端部，沖積部の状況をもっともよく示す断面である 3

2区のグリッド割り東西中心線の断面 (A) , W 4 N 1部分の坪掘りの南壁 (B)' これを

一連のものとして実測し，ほぼその延長上にある C 5区坪掘り屈 1 (以下、1o.1とする）の北壁

-166-



西原追跡

'~ 

噌

童

IJ/テ

。
50cm 

．
 

第23図井戸実測図 (1/20) 

を，反転実測したものを並べてみた。 （第24図 I:段）。さらに 5区坪掘り、ro:2 (以卜瓜 2とす

る）の南壁断面も参考にしてのべたい。

2区台地部分は洪稿世の黄色砂礫陪が地山であり，これを掘り込んだ遺構が存在した。弥生

時代の純粋な包含層は存在せず，仇生時代の遺構の中に土器がみられるほかは，奈良時代以降

の包含層～表土層中 (AB-9)に散在していた。台地末端部分の蕗ち込み始めの部分でよう

やく黒色土層 (AB-11層）がみられ，弥生時代後期の土器を包含している。

この黒色上層は伍 1では第 7層に比定され末端部として消減している。 AB-12層は台地か

らの流れ込みであり， AB-14層・ 16層は洪水などの一時的堆招を示す砂利層である。

、IG.1-3•4•5•6 層，版 2-3•4•5 層からは，遥文式土器（第27図 5) や窮滅した

弥生式土器片，須恵器片が出土する。これらは後の洪水などにより動かされたものであろう。

版 1-9層上面，妬 2-10僭上面には共通して鉄分の集稼して硬くなっている現象がみられ
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る。 AB断面では16がこれに比定されるかも知れない。

、転 1-9・10層，．、1記2-10屑は大規模な洪水が予想されまった＜遺物は発見されなかったっ

この砂利層を境にして上層からは弥生時代後期の土器片が発見され，下陪からは仇生時代中期

の土器片が検出される。 Ao.2 において顕著なように， 10層によって 11 唇 ~13 層が切られてい

る。駈 2-17は先端部を失らした害lj木による杭で， 13層と10層の境の線が，ちょうどこの杭の

上で折れることから，あるいは護岸のためかとも考えられる。

またこの砂利層以下の土層は粗砂，粘土府とさほど急激でない堆積を示しているとともにAo.

2ではスコップを押し込めば下へもぐるような含水量の多いブヨブヨした軟質の土層であるこ

とを感じた。

、,fG. 1 --20層には黒灰色粘土があり，現地表ド 3.2mを測る。これでも現在の旭川水面より

15m程高い位置にある。

以上のことから次の事柄が考えられる c 邪生時代中期頃までの旭川はかなり安定していた。

その後数lu]にわたる大規模な洪水があり約 1mの砂礫を堆積したc それに対応するように旭JII 

下流の津島遺跡では，りが生時代前期の水田が想定される低湿地が中期後半には埋没している。

（「岡山県津島遺跡調査概報」昭和45年 3月岡山県教育委員会）旭川水系の他の遺跡との詳細

な検討を加えた上でなければ確実な結論を通き出すわけにはいかないだろうが，沖積地の形成

に興味ある問題をなげかけている。

この洪水堆積物の日ま，弥生後期となり冠水状態はあっても砂礫を堆積させるような大規模

な洪水はない。

5区は例生時代には低湿地であり，西原遺跡付近で水田址を追求できる唯一の調査区であっ

た。土壌分析• 花粉分析・種子分析などを行っていないので確かなことはいえないが砂利堆積

層よりも上の層ではマンガンが多くみられ，水田の可能性を示すが，砂利陪以下の土層では、1o.

1-20層が地表面であったろうことを示す他は具休的に観察できなかった。

西原遣跡を集落として生活した人々の生産の場としては，台地末端に広がる現水田，あるい

は現家屋の広がる平野部が考えられる。将来この平野部について調牡する機会があれば追求で

きるかも知れない。
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第 3 節 6 区， 7 区

亀

＇ 

1) 6 区 （第25図，図版33-1)

家屋移転が済んでおらず第一次発掘調在では調針できなかった。第 2次発掘調査の折，坪掘

りをすることができただけである。

6区の地形は北東から西南に低くなるゆるい斜面で，坪掘りでは住居址などの遺構にあたら

なかったものの，柱穴があった。弥生式士器の包含層 (4層）の上に茶褐色土居があり基本的

層序は， 1区とかわらない。

'"如ー・ ・- .. -- -~, ー~.~~

~ 
1. 表土，灰色

2. 盛土，黒色土に黄色粘土プロック

3. 茶褐色，須恵器包含層

4黒色，弥生式土器包含層

5. 地山，黄色粘土

蟻

し――-——r
第25図 6区坪掘No.2東南壁実測図 (1 /60) 

2) 7 区 （第26図，図版34~36)

西原遺跡の東端に位置し，東西23m巾 1m, 南北16m巾2mのトレンチを T字形に設定し

た。東西トレンチの東半は表上除去するだけで地山に達し遺構は検出できなかった。地山は西

ヘ傾斜し，南北トレンチでは南へ傾斜し，浅い谷が埋積した状態を星している。埋積土は暗褐

色粘士陪と黒褐色士料であり．賠褐色士l曽はり小生式士器，須恵器を含み．黒褐色士層は純粋な

弥生式士器の包含層である。遺構は確認できなかったが多量の上器が出土した。壺• 甕•高杯

などが石とともに破棄されたような状態であった。土器はいづれも弥生時代後期に屈するもの

である。石器も少議出士しており変成岩製石斧，サヌカイト倒片，倒離面が風化した古いタイ

プの石器も糾在している。これらの士器で完形に復元可能なものはなく，すべて破片のまま放

棄されたものである。この土器群は巾約 lmで南北方向にのびているがその範囲も性格も確認

することもできず終了しなければならなかった。これは工事工程が切追していたことが原因で

あった。
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西原遺跡

第4節西原遺跡出土遺物について

今回の報告書では遺構の報告を第一とした。遺物そのものについては破壊されることなく，

保存されるからである。しかし掘出された遺物が一体どのような状況下に存在したのか，遺跡

における状況の検討が加えられていない点は，遺構一つ一つの意義・性格について論求をすす

める上において，また記録保存という観点から決して充分とはいえない。発掘調査＝破壊につ

ながる面もある。

一応ここでは目にふれた遣物を，時代別に列記しておく。

A, 縄文時代早期・中期・晩期の士器片，線刻石製品（註）などがある。黒曜石片， チャー

トは縄文時代に相当するものかも知れない。サヌカイト製石銹のうち一点は，長脚の三角形で

あり，羅文時代のものといえる。

B 弥生時代中期後半～後期の土器，特に後期中菜頃の上器・遺構が多い。太型恰刃石斧•石

鉄•石錐·石匙•砥石・錨• 分銅形土製品・土玉・ガラス王

C 奈良・ 'ji安時代以降，須恵器• 上師沿• 円面硯・管状上錐・紡錘状士製品・近世陶器• 鉄

器片・鉱滓

註 「西原遺跡出土の線刻石製品 l 河本情・枝川陽•栗野克己， （考古学妍誌58巻2号，昭和47年 9月）

l) 縄文式土器（第27図，図版37-1)

全部で 9点発見された。 9は押型文士器である。文様があまりはっきりせず楕円文と思われ

るが山形文のようにも見えるが途切れており疑問が残る。早期である。 1 ・ 2• 3は中期，里

木II式の波状口縁になるもので，断面が低い三角形の凸帯と凹部によって構成されている。そ

れにヘラにより線を引いており， 2では凸帯のはがれた部分に編文がみえるので，先に罷文を

施文したことがわかな口縁部内側は巾 1cmほど斜めになっており，その部分にだけ綱文が施

文されている (1は明瞭だが 2は表面が悪く観察できない）。 3は，波状口縁が三角形に尖っ

た部分から下へ来る胴部の破片もあるいま lと同一涸体かも知れない。向って右側には半円

形の凸帯が縦に 2本ありその両側にヘラ描ぎ沈線があり，周囲には縦位に蠅文が施文されてい

る。 5は外反する口縁部の口唇部に刻目を施したもので後期末になるのか晩期になるのか決し

帷い。 6• 7は口唇部よりやや下ったところに刻目隆帯文があり， 6は凸帯文の下にヘラによ

る縦位の線が 4本ほどみえる。 8は口唇部はないが，断面竺角形の隆帯にするどいヘラで刻目

をつげている。 4は晩期，橿原式といってよいだろう c 浅鉢の口緑部から下へ 4cm程の文様帯

の部分である。ヘラにより施文されており表面は黒褐色に研砦された良質の土器である。

据文式土器の出+.層位は，すべてり小生時代以降の包含層に混在しており，いわば表採に近い

状態である。最も多くの別生式士器包含層のあった 1区から 8点のほかは 5区から一点だけ採

取したc
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羅文式士器一覧表

出土地点 胎 土 備

1区 W2S3, Cl層 明茶色～黄褐色，白•黒•茶色の砂粒混
在する 中期里木II

1区 ElSL  Cl膚 Iケ ,,,. ,,,. 中期里木1I

ヤ三,,; 

3 I 1区 W2S3, Cl層 I/,, 

贔．

4

5

6

7

8

9

 

ケ 1' 

1区 W1S3, B3層 黒褐色，砥質，白色砂粒o.2111111~s 震鵞

5区坪掘 2'上贋
括土中

黄褐色，白色砂粒少ないQ,2H~3111麗

1区 W2Nl, C 2層 茶褐色，硬質，白色砂粒 1111震

1区 W3Nl, C 1層
淡茶色～灰黒色，軟質，白色砂粒

lH-5視震

1区 W3N5, Cl腎 赤褐色（レンガ色）黄褐色砂粒0.5~Sm扉

1区 W4N3,
2号住居址，周溝

淡黄褐色，軟質，内色砂粒0.5~4111111

中期里木II

晩期橿原

後期または晩期原―ド層

晩期黒土B2

晩期黒土B2

晩期黒士B2

早期

2) 石器について

石器類は多種類にわたって出土した。しかしその大部分は包含層より出土したつ本報告に実

測図とともに掲載できなかったがその概要をのべておきたい。

全体的にサヌカイト製石銃が多い3 そのほとんどが 1区より出上したもので，剣片も非常に

多い。形態は二等辺三角形をなすもの，底辺にややえぐりがみられるものが多く， iか生時代の

ものと考えられる。蠅文時代のものと考えられる石熊が 1点出土した。

さらにサヌカイト製の打製石器がある。扁乎な断面を見し，両端が刃部をなしている。石

鎌，石包Tの形態に似るものもあるっ今後の出土例を待ちたいっ

本遺跡では変成岩梨の石器が多いつ変成岩は付近に分布がみられるが緑色片岩，黒色片岩，

蛇紋岩など軟質のものもある。

石包丁の出士数もかなり多いがそのほとんどが破損していなまた，打穀石器も注目すべき

で，石斧状のもの，石包T状のもの，石鍬状のものでいづれも粗製である。石斧状のものの中

には擦痕を観察できるものもある。石鍬状のものは大型で刃部が巾広い。穴掘具，農耕具とし

て使用された可能性が強いが今後の出土例を待ちたい。

これらのほかに黒曜石片が 5点出土したa うち 4点は黒色を呈すが， 1点は灰色で薄い部分

は半透明のものである。黒耀石は赤野遺跡でも出上している。また，チャート製のドリルが 2

点出上している。

本遺跡出土の石器については弥生時代に多量に使用されたサヌカイトはすべて美作以外の地

方からもたらされたか否か，変成岩製の打製石器は農耕具であるか否かなど問題をのこしてい

る。
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西原遺跡

第 4章結 語

遺跡の範囲について

西原遺跡ほ旭川 (~4'l) の中流域にあり旭川などによって形成された河岸段丘上に位骰す

る。遺物の散布密度の高い 1区は最も注目された地点であった。これは 1区の中に近世の暗沢

状の溝が数本走っており，あるいは畑のうねがありこれによって掘り起された士器片が齢布し

ているという。後世の人為的な理由によるものであって，遺物の散布状態だけから遺構の保存

状態を論ずることはむづかしいったとえー片しか発見されなくともかえって遺構の保存状態が

良いこともある。縄文式士器片はかって有隣中学校校庭の北側で採集されたという（植月壮介

氏の話）。今阿の潤在では少星ではあるが，遺跡の西方に片寄って発見されてはいるが特定の

場所に街中していない（註 2)。糸泉刻石製品の発見状態からは，柱穴を罷文時代のものとするこ

とは無理であなしかし 1IKC地点で発見された黄色士のかたまりがあって黒色土が下へ入り

込んだ士城について最近の知見をもとにすると，縄文時代の遺構である可能性もある（註 3)。

弥生式士器は西方の畑にも蔽布しており 7区にも士器揺りがあった。有閣中学校校庭拡張の

折には多星の土器が出上して現在でも有隣中学校で保管しているもの，あるいは個人で所蔵さ

れているものなどがある。また穴塚古墳発掘調査の折にも封土の中から弥生後期のt器片が発

見されており，弥生時代後期の遺跡の範囲はこの河岸段庄全体に広がっていると考えられる。

また 5区の坪掘りでは旭川の氾濫源の砂利層が発見されており，ここから南東へ広い平野部を

形成している。この平野部が少J、牛時代の水田地帯である可能性が強いc

西原遣跡の北東部丘陵上に川東車塚（前方後円墳全長57m)がある Gl:4)。この古墳の北西

斜面が桧の苗畑となっており酒津式上器併行期のものと思われる土器片が採集できた。これは

一応西原遺跡とは別個の遺跡と考えられるが，性格としては酒津式士器併行期の上塙築群の可

能性がある。この時期になって山の上に土壊磋が作られることになったのであろう。そういう

意味では西原遺跡との関連は密である。

奈良• 平安時代の追物は包含層があったが，明確な遺構を検出するまでには至らなかったa

!I I東車塚から東へ連なる丘陵の鞍部に上水直の配水池が建設されている。有隣中学校から，そ

こに令る途中の道で奈良時代の骨壺の破片を採集した。この地点は中国縦貫道の土取場に指定

され現在では宅地造成されている。

西原退跡全体としては，東西350m南北220m約70,000m2が遺跡地であったと考えられるが現

在では縦貫道でとられ宅地化，瓦・粘士のため掘られた部分などにより遺構の保存されている

地点は少ない。残された部分を保存することは今後に残された甫要な課題である。

註1 岡山県内で：ま東から吉井川・旭JI!• 高梁川のご大河川が南北に並んでおり，大正年問鉄道開通まで

の古代から近世に全るまで交通・経済の重要な役割をにLよっに落合町は高瀬月による交通の拠点：：：

して栄えた場所でもあるご
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暑

讐

註 2 縄文式土器しりなかで 1 ・ 2• 3• の土器片・;;t「里木貝塚」 （倉敷考古館研究集報 7. 昭和46年）に

おげる間壁氏の分類，こ対比すれば，舟元I!IA類ということしこなる。しかし山内消男氏が「里木II式」

を設定しに加こ（縄文士器型式の細別と大別「先史考古学」第 1巻．昭和12年） 『特殊な縄文を使用

したもので，山内氏、こもその撚り方は解朋てきなかった］といわれる縄文原体が施文されており，こ

れは里木II式のなかの一つの特微であって， このことは「京都大学文学部博物館考古学資料目録第 1

部」 （昭和35年）に収録されている里木貝塚の里木II式の資料に示されており，間壁氏が報告書の中

で，舟元I!IA類としたものの中；こも里木II式が含まれていたり，その分類は説乱しているとの話であ

る。 （縄文式土器について，ま鎌木義呂氏・高橋談氏の御教示を得た，）

註3 中国縦貫道関係の遺跡では，天神原遺跡（河本・橋本・下沢•柳穎氏の教示による o) 小中遺跡（栗

野•高畑の調査による）狼谷追跡（二宮治夫氏の教示による）などでつぎつぎと発見され，昭和49年

3月．備中平遺跡で：ま縄文時代早期の土器が伴出したという（岡田博氏の教示による）。この種の遺

構は南関東を中心に岩手県から秋田県まで続々と発見されているという。縄文時代早期•前期・中期

・後朝の±器片を｛半っているこ人為的な遣構であるのかどうか函論されている， （十菱駿武「ローム

を覆土にもつ上城」．港北＝ニータウン地域内坪蔵文化財調森報告III'東方第 7逍跡P67, 昭和47年

3月）私は埋土の状態から人為的なものであることを支持したいr

註 4 この古坑は前方部が低<.やや広がっているが古式の様相を示している。後円部墳原に大盗掘孔が

あるが．造物が出土したという謡ぢこいっ

9
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＜おわりに＞

西原遺跡の発掘調査は昭和44年から昭和45年にかけて実施された。四年後の今，当時の調査

員は分散してしまい。西原遺跡について語り合う槻会も少くなった。全調査員の共同討議をも

とにして｀まとめ、を書くべきだがそのもととなる調査資料が末整理のまま収蔵附に納めてあ

る。発掘調在された資料が将来にわたって活用されるだけのことをするのが記録保存の意義で

あるだろう。

発掘調付ぱ厳寒期の小雪のチラつく中でも行われ， 11.,1体的にも精神的にも疲労したこともあ

った。冷え込みのため地面は凍りつき半日は遺構検出が行えなかった。作業能率の悪い冬期は

発掘調査を中止して室内で整理作業をすべきであったが，工事工程の影評から以後の調査も同

じことのくり逗しであったe このような中で多大の資料を得ることができたC 西原遺跡の廿i土

遺物は40cmX 70cm X 15cmの整理箱に約 120箱ある C 格理期間・人員の関係から土器洗いは済ん

でいるが，その後の整理はほとんど行えなかったC 1区用地外の宅地造成地の遺構の報告を合

せて，将来報告できる役会ができるよう期待したいc
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図版 7

8号住唇址

7埒 .8号住店lt出土遺物



2 6号住居址・砥石出土状況（南より）



区H反9

1区 A地 卓土粒 だ まり全景 （北 軍よ り）

2 I区 A地 点土誓号だまり 顎 I群 （北東 よ り）
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.... 
1区 A地 点十窃だまり 第 2群 （北東より ）
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9 区 A 地点土舘だ Z ~JI\ 3群 の北四 ・底郎出土状況（北東か ら）

2 I区 A地点笥4群 土雑出土状況（北東 より）
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1区 C地点全景（高西より ）

2 I区 C遣点仝景 (115より ）



図版13

I区 C 地点黄色土と覆土（こもつ土9広（東南より）

2 I 区C地点貧色土を覆土（ーしつ土A広（北東よ~ )
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1区 C蠅点賣色土 を 覆 土 に も つ土砿（西北よ り）

Z I区 C亀 点 賣 色 土 を 覆土（こ...つ土砿断 面 （丙疇より）
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I 左手前から 8・9・10号住居址（北東 より）
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10号住后址（胴i!!iより）

2 10号住屈址中央ピット検山状；兄（高々四より）
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8号住絃這中央ピット 検 出状況（南より）
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I 土泣10 東匹断面疇半郎 （南寓四より）
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2区全景（甫より）
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図版32

5 区坪頃~2上半郎断面（東剛より ）
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6区坪城 2 (北から）
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1区全景（北より）

2
 



図版35

-,. 

、'・':;,;':'',...., ,,. 
・',.. •. 

” ~ :..· 

;:' ,.、

2
 

., ..• 

，疇-—さ .. .
.'吟 ：i

,:.・ . ~ ~.,' 
妥;B翌2

~ '~ 砂ぞ墨忍名
7W 南北 Iレンテ内土．舘 t!まり（北北西ょ ~ )



図版36

渭 ~ 

零’
1区出土 遺 物



図版37

巳

• 

． 

釦
I 縄 文 双 土 雑

2 就 l!l 石製品



図 版38

?¥,,.,., 贔

,ヽ.鼻 e• 6 亀

;,1:,. i A~• —6-, 
atj la&• 

？
 

1区． 出土 遺 物
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“ 年 10月鰍入式 遺 跡の観明
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